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    　そう、俺はむっつりスケベである。


    



    　肩で息をし、ふらふらになりながらそんなことを考える。ここまで全力で走る必要があったのだろうか。だが念には念を入れるべきだろう。演技で疲れたふりをしても構わなかったのだが、万が一ばれたりでもしたら恥ずかしいことこの上ない。


    　グラウンドから少し離れたところにある休憩場所へ向かう途中、一年生のときに同じクラスだった奴やつから「お前って実は足速いんだな」と声を掛けられた。俺は別の思おも惑わくに集中していたため「あ、ああ」とまったく気の利かない返事しかできなかった。その後そいつが話を続けなかったのは、俺の疲労具合に気を遣ってくれたからであろう。


    　そんなわけで、この休憩場所で休もうとする俺に不自然な点はないはずだ。俺はもう限界だと言わんばかりにガバッと腰を下ろす。内心ニヤニヤが止まらない。これでようやく本来の目的を遂行できる。


    　目的。


    　即すなわち女子のブルマの見物。


    　ただの見物ではない。じっくりねっとり舐なめるかのように、しかしながらナチュラルでさり気なくというハイレベルな見物だ。この学校の女子の体操着にはブルマが採用されているという素晴らしい教育方針なのだが、にも拘かかわらず男子と女子の体育の授業は別々に行われるという鬼のような教育方針だったりもする。俺は激怒し、荒れた。校長をひどく憎んだ。この方針は校長の独断によるものではないとわかっていたが。


    　そんな中、今日は二年生に進級して最初の体育の授業である。今回はスポーツテストということで、午前を丸々使い、百メートル走や走り幅跳びなどの記録会が行われていた。一年生のときにも同じことをやったが、そのときはだらだらと適当に流したもんだ。しかし今回は状況がまったく異なる。一年生のときは男女別々で記録を取ったのだが、今年からスケジュールが変更になり、なんと男女同時に記録を取ることになったのだ。


    　歓喜。


    　俺は歓喜した。毎日欠かさず行っている早朝ランニングが役に立つとは思わなかった。古タイヤを引き摺ずって走り込みをした甲か斐いがあった。そこまでする必要はまったくないような気もするが、まあよしとしよう。とにかく俺がこれほど物事に熱くなることは、めったにないのだ。


    　昔から俺はどんなことに対しても全力を出そうとは思わずにきた。なぜかわからないが、どんなことに対しても全力の一歩手前ぐらいで力をセーブしてしまう。いや、本当はもっとできる子なんだぞ的な言い訳ではない。いやホントに。事実、全力を出したから今日のスポーツテストでいい記録を出すことができたわけだ。しかし同時に全力を出したことを少し後悔している。今回は目的達成のためやむを得ずやったわけで、基本的には力を抜いてひっそりこっそり細ほそ々ぼそ毎日を過ごすことを望んでいる。目立つことを避け、地味を好む。それが俺の生き方だ。


    



    　まあ今はそれよりも大事なことがある。ゆっくり休憩しながら自然にさり気なく、かつじっとりと女子のブルマを拝むことに集中しよう。しかし、女子のブルマから目を離すと死んでしまうくらい露ろ骨こつにじろじろと凝視する男連中とは格が違う。俺はそんな普通のスケベではない。むっつりスケベなのだ。スケベな男だとばれるのは恥ずかしい。超恥ずかしい。


    



    　ブルマはいい。


    　そこには未来がある。希望とロマンが中に詰まっている。世界平和。すべてを救う存在。


    　個人的には赤がいい。


    　常識的に考えて赤だろう。物理的に考えても赤だろう。どう考えても赤だろう。この赤はブルマのために用意されたわけではない。学年のカラーが赤なだけなのだ。つまり最初から狙ねらって赤にしたわけではない。奇跡が生み出したカラーなのだ。神懸かりすぎていて、とてもじゃないが俺には穿はくことなんてできない。頭から被かぶるぐらいが精一杯だろう。そんな魅力が赤にはある。


    　だが紺も悪くない。


    　濃ければ濃い程いい。清せい楚そで控えめなカラーのくせに、動けば動くほどアグレッシブにぐいぐい引きつけて来やがる。このギャップによる吸引力は永遠に続く唯一の掃除機に匹敵する。いやいやいかん。危なかった。やっぱり赤だ。紺に魂たましいを売り渡すところだった。あ。くそうブルマが遠くに行ってしまった。もう少し近くに来やがれ。サービスが足りんなこの店は。


    　そんなスケベ心が災いしたのか、何なのか。もしかしたら他ほかの奴やつらと一緒で露骨に舐なめるようにブルマを眺めていたら、こうはならなかったのかもしれない。じっとりとブルマを眺めている俺のすぐ隣から、何やら声が聞こえる。ブルマ鑑賞に集中しすぎていたせいか、最初自分に話し掛けられているとは思わなかった。俺は間抜けな面つらをしながら声の聞こえたほうへ振り向く。小柄な女の子が間近で俺を見下ろしている。


    　女の子はこう言った。


    「へー。才能あるんだメガネ山君って」


    



    　こいつとの出会いが後にどーたらこーたら、なんて考える余裕は、そのときなかった。とにかく俺はブルマから速攻で目を逸そらしつつ、自分はスケベでないよー疲れてぼーっとしてるだけですよーと必死にアピールしてごまかすことだけしか考えていなかったからだ。


    



    　スポーツテストも終わり、昼食後、午後の授業が始まった。とはいっても授業というよりは説明会のようなもので、記録の結果報告とか、今後の体育のスケジュールのお知らせなど、あまり大した内容ではない。


    　いつの間にか帰りのホームルームの時間となり、体育委員はこの後残って用具の片付けをしろという先生の説明を、俺はぼーっとしながら聞き流していた。どうやら今日はめったに出さない全力を出したもんだから、非常に疲れているようだ。体育委員以外の生徒はもう帰っていいらしい。


    　何も委員会に所属していない俺は鞄かばんを持ち、ふらりと怠だるそうに立ち上がり帰ろうかと思った。そのときのことだ。小さな物体がピコピコと俺に近づいてくる。


    「ねえねえメガネ山君もう帰るの？」


    　スポーツテストのときに話し掛けてきた小さな子だ。名前は井い波なみとかいったっけか。確か一年生の頃ころ、可愛かわいらしい小学生みたいな高校生がいると噂うわさになり、ちょっと有名になった子だ。名前ぐらいは知っていたのだが、同じクラスだったとは知らなかった。まだ二年生に進級したばかりなので、元々一年生のときに同じクラスだった奴やつぐらいしかわからない。
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    　それにしても、噂どおり見た目は小学生そのまんまだ。俺からするとちょうど頭を撫なでやすいくらいの身長差がある。そしてすらっとしたスリムなボディ。ぶっちゃけ、ない胸。混じりっ気のない透きとおった丸い瞳ひとみに、無邪気に振りまく笑顔。なのに高校の制服を着ている姿に、ちょっとゆらりとくるような。


    　それは置いといて、女の子に話し掛けられることに当然悪い気はしない。だが、如何いかんせんタイミングがよくない。とにかく俺は疲れていたから、早く家に帰って寝転がりながらネットの掲示板に自作自演の書き込みでもしようと考えていたので、無視してゴーホームすることにした。


    「メガネ山君て部活入ってないよね？　やっぱり入ってないんだよね？」


    　しかし回り込まれた。小さな物体がズササッと俺の前に立ち塞ふさがる。小柄だからか動きが速い。こいつはどうやら引き下がるつもりはないようだ。仕方ない。


    「……あのさあ、えーと……井波だっけ。俺の名前メガネ山じゃないんだけど。普通に考えてメガネ山って名前なわけないでしょ。いや、そもそも俺メガネ掛けてないって見りゃわかるでしょ」


    「ああそうなんだ。ところでちょっと話があるんだけど」


    　井波はにっこり笑顔で話を続ける。マイペースな奴だ。こちらの話を聞こうとする姿勢を感じさせない。なるほど空気が読めないとはこういう人のことをいうのか。


    「……それってスポーツテストのときの話の続きか？」


    　話し掛けられた時点でわかっていたことだが、こいつが俺に何か話があるとしたらそれしかないだろう。


    「そうそう！　メガネ山君には才能あるから部活に入ってよ。入らないと私も困るし、メガネ山君も困るから」


    　やはり井波は俺に部活へ入って欲しいようだ。さっきのスポーツテストのときも勧誘されたが、お陰でブルマ鑑賞を中断せざるを得なかった。こいつがいなけりゃもっとブルマを堪たん能のうできたというのに。


    「いや、俺運動部とか興味ないから。あと名前メガネ山じゃないから」


    　俺は素っ気ない態度で答えながら教室の扉を開け、そのまま立ち去ろうとする。


    「ん？　違うよ違うよ？　運動部じゃないよ？」


    　だが、井波の言葉に思わず立ち止まってしまう。


    「……え？　陸上とかバスケとか、そういう部の勧誘じゃないのか？」


    　井波は首を大きく横に振る。


    「違うよー。まったくもうしっかりしてよ。ちゃんと話聞いてる？　あ、そうだ私が何部なのかってまだ言ってなかったけど」


    　てっきり運動部か何かだとばかり思っていた。そういや井波は部活部活と言うだけで何部なのかは言っていない。でもスポーツテストで好記録を出した後に声を掛けられりゃ誰だれだって運動部だと思うだろう。高校野球を見に来ていたスカウトが「そこの君、才能あるよ。料理人にならないか」なんて話し掛けるわけないからな。


    「ま、そんなことはどうでもいいや。メガネ山君ちょっと来て。どうせ家に帰ってもネットをじこじこやるだけでしょ」


    　井波はそう言うなり、突然俺を倉庫番ゲームの如ごとく後ろからぐいぐいと押して来やがった。いやいや待て待て普通に歩くから、と言おうとしたが、転がりそうになるぐらい強引に押し続けるのでそんなことを喋しやべる隙すきがない。


    　無駄に疲れながらもどうやら目的地に到着したようで、井波は急にぴたっと立ち止まった。押されていた俺は、慣性の法則で壁にバスンと衝突した。物理の法則はいつだって俺を裏切らない。


    「はい到着。まあまあ中に入って」


    　俺がぶつけた額ひたいを押さえている間に、井波はいつの間にか部屋の中にいて、にこにこしながらひょいひょいと座ざ敷しき童わらしのように手招きしている。ここで帰ってしまってもいいのだが、そうすると明日も同じ目に遭いそうだと思い、渋々中へ一歩踏み入る。


    「……ここは……」


    　部室なのだろうか。その割りには狭い。簡素で無機質なテーブルと椅い子すがあり、テーブルの上にはペットボトルが十本以上置いてある。そんなにたくさん人が来る部屋とは思えないが。何度も自販機まで行くのが面倒なので買い溜だめしてるのだろうか。気になる物といえばそれぐらいで、他ほかには特に何も置いていない。というより、部屋に何かを置くスペースがない。シンプルイズベストという言葉が単なる負け惜しみにしか聞こえないような部屋だった。


    　俺は戸惑いながらもひとまず入り口から一番近くの椅子に腰を下ろす。井波は部屋の奥のほうにある椅子に座っている。通常の教室と同様に大きめの窓があるため、思っていたより閉へい塞そく感はない。だがそんな物理的な問題はこの際どうでもいい。いったいなぜ自分はこんなところに座っているのか。そして何の話があるというのか。まず、この現実的な問題を何とかして欲しい。


    「……ここは部室なのか？」


    　とりあえず気になったことを井波に尋たずねる。


    「そうだよ。元々はどっかの部の倉庫として使ってた部屋らしいんだけどね。でも今は使ってないみたいだから置いてあった荷物を勝手に全部捨てて、私の部室となったのだ」


    　井波はなぜかふふんと得意げに答えた。


    「勝手にって。そんなことしていいのか？」


    「さあ？　今のところ誰だれも文句言ってこないからいいんじゃないの？」


    　いいのだろうか。いや、そんなことはどうでもいい。一番気になることを聞いてみる。


    「いったいここは何部なんだ？」


    　井波は依然得意げなまま答える。


    「オカルト大好き部」


    　何だそりゃ。


    「ま、私が勝手に言ってるだけで正式な部じゃないんだけどね。同好会とか研究会でもよかったんだけど、やっぱり部のほうが本格派って感じがするでしょ？」


    　よくわからない方向の話になってきた。オカルトってどういうことだ。運動部ではないという話だったが、まさかオカルトがくるとは思わなかった。しかも大好きって何なの。


    「……井波はオカルトが好きなのか？」


    「んー？　いやーそんなに好きじゃないかな」


    　好きじゃないのかよ。だったらそんな名前にするなよ。


    「ま、それはともかく略してオカリナ部は……」


    「ちょ、ちょっと待って！」


    「何？」


    「えーと、確かここはオカルト大好き部だよな。で、オカリナ部のオカはわかるよ、うん。だがオカリナのリナはどこから来たんだ？　オカルト大好き部をどうがんばって略してもオカリナ部にはならないぞ？」


    「それでこのオカリナ部の部長が私なのね。わかったメガネ山君？」


    　小学生でもわかるようにものすごい丁寧に突っ込みをしたのに無視された。どうやら見た目に合わせても無駄なようだ。


    「ああ、わかった。井波のネーミングセンスの酷ひどさがよくわかったよ。だからいい加減メガネ山って呼ぶのやめてくれないか」


    「え？　じゃあコンタクトなの？」


    「いやいや視力の問題じゃないから」


    「それじゃあジーパンって呼んでいい？」


    「いやいや刑事じゃないから」


    「おにいちゃんって呼んでいい？」


    「いやいや義理の兄じゃないから」


    　むー、と悩む井波だが、やがて俺をちらりと見て言い放つ。


    「……じゃあ、エビマヨ君でいい？」


    「……ああ。何だかもう、それでいいや。プリプリしたエビとマヨネーズの絶妙なハーモニーでいいや」


    　こいつとコミュニケーションをとるのがしんどくなってきた。そもそもここへ来てから、少しも内容のある話をしていないような気がする。


    「それでエビマヨ君、ここに何しに来たの？」


    「俺が聞きたいよ。何で俺はここに来たんだ？」


    　再びむーと悩みだす井波。もう帰りたい。


    「あーっとそうだ思い出した！　だからエビマヨ君にこのオカリナ部に入部して欲しいんだよ。よし、それじゃあ入って」


    「入らないよ。オカルトに興味ないし。さて帰るか」


    　鞄かばんを持って立ち上がろうとする。


    「待ちなさい待ちなさい。話を聞きなさい。エビマヨ君には才能があるんだよ。だから入部をしなきゃいけないんだな、これが」


    　そういえば井波に最初に話し掛けられたときにも、才能があると言われた気がする。


    「俺が速く走れたりすることとオカルトに何の関係があるんだよ」


    「違う違う。エビマヨ君の身体能力じゃなくて、エビマヨ君には才能があるから部活に入ってって言ってるの。そう、エビマヨ君は才能があるのだ！」


    　あるのだ、と言われてもなあ。何が言いたいのかわからない。この子は一から順を追って説明する気がないのだろうか。それともテンション上がってよくわからなくなっているのだろうか。そういや井波は教室で話し掛けてきてから今までずっと上機嫌のようだ。部員が見つかったことが嬉うれしいのだろうか。俺は部員になるつもりはないけど。


    　だが、お互いに齟そ齬ごがあることだけはわかった。


    「えーと……井波の言う才能ってのは何の才能なわけ？」


    「見えないものを見ることができる才能だよ」


    「……」


    　うーむ。


    　ここにきてオカルトじみてきた。なるほど。井波は電波の子だったのか。オカルト好きじゃないって言ったのに、ど真ん中じゃないかもう。何が見えちゃうんだよもう。見えなくていいよもう。


    　いやいや落ち着け。どうすればいいのか考えよう。対策だ。対策を練らねばなるまい。全力で走ってここから逃げようか。いや明日も同じ目に遭いそうだ。やだやだと大声で泣いて断ろうか。いやそれじゃ俺が電波だ。俺には夢がある。夢に向かってやらなきゃならないことがあるんだ。そんな熱血キャラってことにして説得しようか。いや今後そのキャラを維持し続けるのは難しい。困った。八方塞ふさがりだ。とんでもない女に目をつけられたもんだ。どうすりゃいい。もしかしたら誠意を持って謝れば何とかなるかもしれない。すいませんでした、ブルマばっかり見てごめんなさいと土下座をすれば許してくれるかもしれない。そうだ土下座しよう。


    　椅い子すを後ろに引き、両りよう膝ひざを床に付けたそのときだった。


    「あ、もうこんな時間だ！　じゃあねエビマヨ君また明日！」


    　そう言って井波は子こ兎うさぎの如ごとくスタターっと帰って行った。


    　俺は誰だれもいない部室で夕日に頭を下げた。


    



    　次の日。


    「不思議だねえエビマヨ君」


    　不思議だ。なぜ俺は今日もこのオカルト大好き部、略してオカリナ部にいるのだろうか。放課後思いっ切り逃げるつもりで教室から飛び出したはずなのに、後ろから小さな物体が俺の影のようについてきて、気がついたらこの部室に誘導されていた。これじゃ昨日とまったく同じだ。またオカルトじみた話を聞かされるのだろうか。というか、今目の前でむーと悩んでいる小さな物体の存在自体がオカルトだ。いや、そもそもオカルトって何だ。


    「……で、今日は何の用だ。昨日の話の続きか？」


    　いつまでもこうしているわけにもいかないので俺は井波に話し掛ける。


    「それがさあ、不思議なんだよねえ。エビマヨ君て本当に才能あるのかなあ？」


    　知らんよ。


    「そもそもだよ？　私が一年生だった頃ころに生徒全員の才能あるなしを調べたはずだよね？」


    　知らんよ。


    「なのに二年生になった今わかるのもおかしいし、エビマヨ君て才能ありそうでなさそうな感じなのね。何で？」


    　知らんよ。


    「ま、いっか。なるようになれば。はい、じゃあ入部して」


    「入るわけないでしょ。井波はあれだな。あの、えーと……ほら、あれあれ……うーん……言葉がポンと出てこないな……あ！　そう！　強ごう引いん！　強引だな！」


    「えー？　強引て言葉がすぐ出てこない人に才能あるとは思えなくなってきたなあ」


    　井波はやれやれのポーズを取って首を振っている。確かにこれは失態だ。しかも無駄にテンション上がってしまったのでよけい恥ずかしい。もうこうなったら勢いにまかせてしまえ。


    「そもそもだなあ、才能って何だ？　入部って何だ？　オカルトって何だ？　井波は何だ？　何をどうしたいんだ？　俺は何だ？　わからん！　わからんぞ！　店長だ！　この店の店長を呼べ！」


    　勢いにまかせすぎて後半わけわからなくなったが、思わず部室内に声が響き渡るほど叫んでしまう。


    「うーんと、じゃまあ最初から説明するね」


    　対して井波は割りと普通であった。俺だけはしゃいでいるみたいでなおさら恥ずかしい。


    「才能ってのは、見えないものを見ることができる才能のことだって昨日言ったよね。エビマヨ君は才能があるの。私も才能があるの。そんで、そういう才能を持っている人のことを通称『見る目がある人』っていうんだよ」


    「……ほーう、俺も井波も才能があるんだ。見る目がある人ってやつなんだ。なるほどねえ」


    　そうかわかった。じゃあもうとことん電波に付き合ってやろうじゃないか。


    「その見えないものって何だ？　俺は今まで霊的なものとか、何も見たことないぞ」


    「見えないものは見えないものだよ。私はその物体を『死角』って呼んでいるけどね」


    「は？　しかく？　しかくって、ここからじゃ障害物で見えない範囲とか、そういう意味の？」


    「そうそう。で、死角を見るためにはそのままではダメなの。見るための条件を満たさなければ見ることはできないわけ。人間、才能だけで能力は開花しないもんだよねー」


    「条件？　その条件って何だ？」


    「それは人によって違うよ。そうだなあ、例えば私の条件は水を一気に１・８ℓぐらい飲むことなんだ。毎回お腹なかがたぷんたぷんになって大変なんだなーこれが」


    　１・８ℓとはなかなかの量だ。一日のうちにその条件を満たせる回数はせいぜい２回ぐらいが限度じゃないだろうか。それ以上いったらまともに動けなくなりそうだ。


    　そういえばこの簡素で何もないと思われた部室に、唯一気になるものがあった。収容人数に対して明らかに数の多かったペットボトルである。これは井波が条件を満たしたいときのために置いてあるってことなのだろうか。


    「つまり、その死角ってやつは普段は見えていないんだな。で、その条件を満たせば見えるってことか」


    「そのとおり。条件を満たしてからだいたい３分ぐらいは見えるかなあ。あ、でも３分ないかも。２分47秒ぐらいかなあ」


    　中途半端だな。それはともかく、条件とか言われてもいまいちピンと来ない。試しに今、井波に水を飲んでもらい、その条件を満たして貰もらっても、俺に死角が見えるわけではないから意味がないだろう。


    　それならば。


    「……もし俺にもそいつが見えるとしたら、俺の条件は何だ？」


    　すると井波は椅い子すから立ち上がり、ビシッと俺に指を差す。


    「その前にエビマヨ君はちょっと変だ！」


    　いきなり変人扱いされてしまった。


    「ちょっとぐらいいいじゃないか。じゃなくて、何が言いたいんだ？」


    「あのねー見る目がある人には他人が見る目がある人なのかどうか判別できるんだよ。さらに、他ほかの見る目がある人の条件を見いだすこともできるの」


    「ほう。んで？」


    「エビマヨ君は私に何か普通の人と違う気配みたいの感じる？」


    　とてもじゃないが普通の人とは思えないと言おうとしたが、この場合そういうことを尋たずねているわけではないのだろう。


    「いや。特に何も感じないぞ」


    「つまりエビマヨ君は半端者なんだよ！」


    「な、何だってー！」


    　思わず叫んでしまったが、井波の唐突な無礼発言の意味はいまいち理解できなかった。いったい何がどう半端なのだろうか。


    「本来ならばエビマヨ君は私を初めて見た時点で、この可か憐れんな少女は何か他ほかの人と違う、と怪しむのが正しい反応なの。同時に私もエビマヨ君に対して違いを感じなきゃおかしいのに、今の今までわからなかったのはどういうことなのっていうことですよ」


    「……可憐？」


    「ま、そんなわけでエビマヨ君。もうこうなったら入部するしかないでしょ？　大丈夫安心しなさい。半端者なあなたも入部すれば１か月でなんと一人前に！」


    　まるで健康器具みたいな宣伝文句なのはこの際気にしないことにしよう。


    「……俺が半端者だか何だかわからんが、その……見る目がある人だとしよう。そして死角とやらを見ることができて、入部したとしよう。で？　それがいったい何なんだ？　バードウォッチング感覚で楽しめばいいのか？　この部の目的はいったい何なんだ？」


    　井波は無邪気な笑顔のまま言う。


    「みんなで死角を破壊しまーす」


    　破壊。


    　物騒な話になってきた。


    「何で？　何で破壊するの？　ストレス解消したいの？　校舎の窓ガラスを割りたいの？　盗んだバイクで走りたいの？」


    「おっともうこんな時間だ。じゃ私帰るねエビマヨ君。また明日！」


    　ズサササーっと飛び跳ねるように去っていく井波。ぽつんと取り残される俺。


    　またか。わけわからん。話を聞いてよけい混乱しただけだ。このまま家へ帰っても、うどんぐらいしか喉のどを通らないだろう。
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    　例えば井い波なみが、わけのわからない言動により、誰だれからも相手にされていないちょっと悲しい子であったなら、今いま頃ごろ俺は夜だというのにこうして駅前まで自転車を走らせることはしないだろう。今後井波がどんなアクションを起こしてきても、徹底的に無視を決め込むつもりだ。そして井波もそのうち飽きて俺に絡んでくるのも止やめるだろう。


    　しかし、井波は少なくとも教室内では普通であった。今日学校で井波のことをストーカーの疑いが掛けられるくらい観察したのだが、特におかしな様子は見せなかった。普通に授業を受け、普通に女友達と会話をし、普通に楽しそうに笑っていた。授業中に指されても戸惑うことなく答える様子から察するに、割りと真ま面じ目めに勉強はしているようだ。クラスメイトは誰一人として井波に訝いぶかしげに接することなんてなく、むしろクラスの人気者と言ってもいいくらいだった。


    　ならばなおさら疑問に思う。なぜ俺にあんなおかしなことを言ったのだろうか。もし興味を引くためだとしたら、内容がぶっ飛びすぎていて逆効果だろう。井波は俺のことを、見えないものを見ることができる才能がある、通称見る目がある人だと言った。見る目がある人は死角と呼ばれる、普通は見えないものが見えるらしい。死角を見るためには条件を満たさないといけないらしい。そして部活に入ってみんなで死角を破壊するつもりらしい。結論としては、何だそりゃとしか言いようがない。


    　普段利用している駐輪場に自転車を停とめる。駅前は帰宅するサラリーマンや若者でごった返していた。人ひと混ごみの中に紛まぎれ、待ち合わせ場所へ向かう。こんな遅くに駅前を歩くことはめったにないので、街並みがいつもと違って見える。いや、そう見えるのはこれから起こる出来事に不安を抱いているからかもしれない。


    　今日の放課後、井波にまた部室へ強制連行されるのかと怯おびえていたら、今日は見たいテレビがあるから部活はいいやとか言ってあっさりと帰宅した。俺は肩透かしを食らったわけだが、夜、井波から家の電話で呼び出されるとはさすがに予想外であった。ちょっとコンビニへ行ってくると言って家を飛び出て、こうして今待ち合わせ場所まで出向いているわけだ。あまり長居はできないので、ささーっと済ましてもらえたらありがたい。とりあえず井波が満足するまで好きなようにやらせておいて、何もおかしなことが起きなければ今後相手をしなければいいだけのことだ。中途半端にあしらうより、そのほうがいいだろう。とにかく今日できっちりとけりをつけたい。


    　待ち合わせ場所は駅前のコーヒーショップの前だと井波は電話で言っていた。そのコーヒーショップは駅前に２か所あるんだがどっちの、と言ったところで電話を一方的に切られてしまった。本当に適当な奴やつだ。またかけ直すのも面倒だったので、俺はとりあえず駐輪場から近いほうのコーヒーショップへ向かっている。もしそこにいなかったら、すぐにもう一方へ行けばいいだけのことだ。


    「おーいエビマヨ君！」


    　遠くのほうから声が聞こえる。店の前で井波が手を振って叫んでいた。どうやらこちらで当たりだったようだ。繁華街の中心から少し離れている場所だが、そこそこ人は通るため、騒がしくしている井波に注目が集まる。それにしてもあんな名前で呼ばれた相手は相当恥ずかしいだろうな。あ、それ俺だ。死にたい。とにかく早く黙らせよう。


    「遅い遅いよエビマヨ君！　こらー！」


    「わかった俺が悪かったから叫ぶなって」


    　遠くからだとはっきりわからなかったが、近くで見ると井波はペットボトルを何本か腰に携え、ラフで動きやすそうな服装をしていた。だが何よりも気になることがある。


    「……その手に持っているものは何だ？」


    「これ？　これは一いつ升しよう瓶びんだよ」


    　注ぎ口の近くに、金属のガードが付いている異様な一升瓶をぐぐっと俺に見せつける。


    「何で持ち歩いているんだ？　ひょっとして井波はアルコール飲まないとやっていけない人生なのか？」


    「違うよ違うよ、中身は水だよ。これはこうやって……」


    　井波は一升瓶を自分の頭より高く掲げる。


    「こうするんだよ」


    　そして思いっ切り振り下ろした。ブンという空くうを切る音が俺の肌に伝わる。今、ちょっと当たりそうだったんだけど。


    「こんな感じで死角をバコーンって壊すんだ」


    　井波は笑顔でブンブンと一升瓶を振り回す。いろんな意味で危ない子だ。


    「……武器ならバットとか木刀とか鉄パイプとか、いや物ぶつ騒そうかもしれないけど他ほかに扱いやすいやつがあるだろ」


    「ま、そうなんだけどこれは私の条件に向いてるからねー。ほら、私の場合水を大量消費するし、水って意外と重たいんだよね。だから武器と兼ねてるわけ。一石二鳥でしょ」


    　井波は一升瓶を飲むふりをし、くるりと両手で刀を持つように構える。


    「でも危なくないか？　もし割れたりしたらガラスの破片が飛び散ったりするだろ」


    「いえいえこの一升瓶は特別なのね。映画とかでよくあるようにガッシャーンて粉々になったりはしないんだよ。今まで死角をこれで何度もぶっ叩たたいたけど、割れるどころかひび一つ入らないのだ」


    　やっぱり物ぶつ騒そうな気がしてきたが、もう気にしないことにしよう。井波が満足するんだったら、壊そうが何しようが好きにすればいい。別に俺が壊したりするわけじゃないしな。


    「……さて、電話で話したことは本当なんだろうな」


    　俺は真剣な表情になり本題を切り出す。


    「本当だよ。一いつ升しよう瓶びん職人て本当にいるんだよ。今、跡継ぎがいないからピンチなんだってさ」


    「そんな話はしてないだろ。本当にこの辺の近くに死角がいるんだろうな？」


    「あーそっちのことね。今は近くにいないから、ちょっと街をうろうろと練り歩くことになるけど、たぶん見ることができると思うよ」


    　井波は一升瓶を持ちながらてくてくと歩き始めた。それにしても、これがもしバットとかバールのようなものだったりしたら警察に通報されても文句は言えないだろう。まあこんな小さい子が一升瓶を持ち歩いているのも問題ありそうな気はするが、もし職質されても無職でお酒好きのダメダメ親おや父じのために買い物している健けな気げな少女だと説明すれば、警察も涙ながらに納得するだろう。俺の勝手な脳内設定だけど。


    　そんなことより気になることがある。電話で井波は死角が近くにいるから早よ来いと言っていたが、今は近くにいないと言った。ということは、それは移動する物体なのだろうか。しかも見えないはずなのに、どうやってそのことを確認しているのかがわからない。俺がここへ来る前に条件を満たして、実際に見て確認したのだろうか。そういえば俺は死角がどんな見た目なのかも知らない。もし見えても何が何だかわからない可能性大だ。


    「なあ井波、死角の見た目ってどんなのだ？」


    　前を歩く井波に尋たずねると、こちらを振り向くことなく答えた。


    「そうだなあ、こう……ちぐはぐっていうか、何であれがああなってこうなってるのっていう感じ、みたいな」


    　えらく抽象的であった。こいつに説明を求めた俺が間違いだったようだ。


    　井波は繁華街の中心からそれほど離れるわけでもなく、ある程度人通りのあるようなところをうろうろと歩き続けていた。どうやら通り魔のように、暗くてまったく人ひと気けのない通りに現れるというわけでもないらしい。


    「んー、どこの道通って行こうかなあ」


    　井波は立ち止まり、きょろきょろしている。


    「どの辺に死角がいるかわかるのか？　確か条件を満たさなきゃ見えないはずだろ？」


    「えっとねえ、見えていない状態でも近くにいるかいないかぐらいなら、空気を読めばわかるんだよ」


    　井波は繁華街の外はずれへ向かって歩き始めた。俺はその後ろについていく。


    「空気を読む？　どういうことだ？」


    「見る目がある人には空気を読むことができるんだよ。ほら、何か変な感じっていうか、嫌な予感ってあるでしょ？　今日はあっちのほうへ行くのは止やめておこうとか。これって死角の存在を知らなくても無意識のうちに感じ取っているんだよ。で、死角が近ければ近いほど強く感じ取れるわけ。そうやって空気を読めるおかげで私たちは生きていけるのだ」


    　なるほど、ただ闇やみ雲くもに条件を満たして探すわけではないのか。しかし、井波の説明で気になる点が一つある。


    「空気を読めるおかげで生きていけるってどういうことだ？　空気を読めないと生きていけないのか？」


    「……」


    　うわあ無視かよと最初は思ったが、いつの間にか井波は歩みを止め、じっと何かに集中していた。


    「……近くにいるね」


    　いつもと違い、井波は真ま面じ目めな表情で呟つぶやいた。こんな井波は今まで見たことがない。そんな様子に俺は思わず身構え、すばやく周囲を見渡す。何の変哲もない商店街だ。街灯や看板の明かりがあるためそんなに暗いわけでもなく、人影もぽつぽつと見受けられる。少し静かではあるが、特に不自然な点は見受けられない。


    　だが、どんなに身構えても見えないんだからまったく意味がないことに気づき、少し恥ずかしくなる。


    「えーと、近くに死角がいるのか？」


    「へ？」


    　井波は何を言ってんだこいつと言いたげな顔で俺を見た。俺は何かおかしなことでも言ったのだろうか。


    「だから、井波には近くに死角がいるってわかるのか？」


    「うん、そりゃわかるけど、エビマヨ君も空気を読めばわかるでしょ？」


    　俺は呼吸を整え、周囲の気配に集中する。


    　うん。全然わからない。


    「……どんな感じがするんだ？」


    「んー何かこう……妙な空気が漂ただようっていうか、とにかくいつもと違う感じがするでしょ？　いやーな空気がこう……ぞわぞわーっていうか」


    　井波は身振り手振りを交えて説明する。


    「いや、微み塵じんも感じないんだけど。本当に何か違うのか？」


    「ええ？　何言ってるの？　エビマヨ君て空気読めないの？」


    「は？　そうなの？　俺は空気読めないのか？」


    　二人して首を傾かしげていた。さっきまで漂っていた緊張感が嘘うそのようである。


    「エビマヨ君、そんなんでよく今まで生きてこれたね」


    「まるで俺は生きてちゃいけないみたいに聞こえるんだが……」


    「ま、いっか。大丈夫。何とかなるよ」


    　満面の笑えみで言われた。何とかなりそうな気がまったくしない。


    「とにかく近くにはいるから、私は条件を満たすね」


    　井波はペットボトルの蓋ふたに手を掛ける。いよいよか。ちょっと緊張してきた。よし、じゃあ俺も。


    「……あれ？」


    「ん？　どうしたのエビマヨ君」


    「そういや俺の条件ってなんだっけ？」


    　二人して固まる。繁華街の中心辺りから人の賑にぎわう声が微かすかに聞こえてくる。そろそろ家に帰らないとまずいかなあ。


    「こりゃーうっかりしてたよエビマヨ君。すでに条件わかってるもんだと、私すっかり勘違いしちゃってた。ごめんごめん。いやあまぬけだなあ。うははー！」


    「おいおい頼むぜ井波！　ハッハー！」


    　二人して笑った。


    「本当にまぬけだねえエビマヨ君て」


    「俺がまぬけなのかよ！」


    　俺だけ怒った。


    「んーじゃ、ちょっと待ってね」


    　井波は一いつ升しよう瓶びんを足下に置いた。そしてゆっくり右手を引いて構える。


    　そして腰を鋭く捻ひねり、俺の脇わき腹ばらに拳こぶしを思い切りめり込ませる。


    「ぶはっ！」


    　昔やっていたボクシング漫画のように吹っ飛ぶ俺。


    「痛いてえ！　何すんだいきなり！」


    「フック。幻の右だよ」


    　井波はシュシュと得意げに見せつける。なぜいきなり俺を殴るんだ。俺と死角を間違えたのだろうか。いやそんなわけないだろ。くそう痛い。


    「どう？　殴られた瞬間、何か頭に浮かんだでしょ？」


    「……え？」


    　いきなりのことで混乱していたが、確かに殴られたとき、唐突にある言葉が脳裏をよぎった。あれは気のせいではなかったのか。


    「それがエビマヨ君の死角を見るための条件。見る目がある人には他人の条件を見いだせるって前に言ったでしょ」


    「……殴ればわかるのかよ。事前に言えって」


    「ま、いいからいいから。そんでエビマヨ君の条件は何？」


    「本当に思い浮かんだ言葉が条件なのか？」


    「うんうん。だから、何？」


    　若じやつ干かん躊躇ためらいながら俺は答える。


    「……腕立て３回、なんだけど。本当にこんなのでいいのか？」


    　井波は目を丸くしている。


    「す、すごいエビマヨ君！　そんなに軽い条件、今まで聞いたことないよ！　レアだ！　レアキャラだ！　エビマヨ君はキラキラカードだ！」


    　いまいちぴんと来ない俺であったが、井波は今にも飛び跳ねんばかりに喜んでいる。それにしても、もしとんでもなく難しい条件だったらこの後どうするつもりだったんだろうか。


    「これでオカリナ部は安あん泰たいだ！　やったー！」


    　別に入部決定したわけじゃないんだけど。


    「それはともかく、早く死角を見よう。またどっか行ったら困るだろ」


    「そだねー。よし、そいじゃもう少し近づいてから条件を満たそうか」


    　井波は細い路地に向かってゆっくり歩き出した。俺には死角に近づいているのかどうかわからないので、井波の後を付いていくしかない。


    「ではこの辺で条件を満たしましょうか。エビマヨ君もどうぞ」


    　通りの手前で井波は立ち止まり、ペットボトルを取り出す。手慣れた動作で蓋ふたを開け、グビグビと水を飲み始めた。５００㎖のペットボトルの中身がものすごい速さで減っていく。そしてあっという間になくなり、次の１本に手をつける。さすがに飲み慣れているようだ。いや見とれている場合ではない。俺は地面に両手を付け、腕立てを３回する。


    「……ふう、飲み終えたーっと。エビマヨ君はどう？」


    「ああ。俺も終わったけど、特に変化はないような……」


    　すっと立ち上がる。


    「……な、何だ？」


    　最初は街全体が停電したのかと思った。自分の周囲は今までと変わらず普通に見えるのだが、遠くのほう、およそ５～６メートルぐらい先は真っ暗で何も見えない。まるで松たい明まつを持って洞どう窟くつの中に入ったような気分だ。


    　これまでにない明らかな変化に俺は戸惑う。条件の言葉が思い浮かんだときはもしかしたら気のせいという可能性を考えたのだが、今はごまかしようのない体験をしてしまっている。これが条件を満たした状態だというのだろうか。わけがわからない。


    「あんまり離れないでねエビマヨ君。お互いどこにいるかわかんなくなっちゃうから」


    「うわっ！　びっくりした！」


    　不意に井波に話し掛けられ驚く。


    「何でびびってんの？」


    「あ、いや、この先の見えない感じが、妙に閉へい塞そく感があって気味が悪くてだな……というか何これ？　どうなっているんだ？　どういうこと？」


    　俺は挙動不審にきょろきょろしてしまう。


    「大丈夫、すぐ慣れるって。自分の周囲の明るいところが死角の見える範囲だからね」


    　慌てて周囲をぐるっと見渡す。特に変なものはない。ふうと息をつく。


    「エビマヨ君、笑っちゃうぐらい動揺してるんだけど」


    「う、うっさい！　そして怖い！」


    　近くに井波がいるのがせめてもの救いであった。


    「さて時間が勿もつ体たいないんで死角を見つけますか」


    　井波は一いつ升しよう瓶びんを両手で持ち、通りの角を進む。俺はその後ろをカルガモの雛ひなのようについていく。思い切り情けないが、はぐれたら本当に迷子になりそうな気がしてならない。


    「おわあ！」


    　暗くら闇やみから突然人が現れ、思わず驚いて声をあげてしまう。現れた人もその声に驚いている。


    「もう。少し落ち着いて欲しいなあエビマヨ君。ここは街の中なんだからね。しっかりせい」


    「あ、ああ。わかっているんだけどな。ダンジョンでいきなりモンスターに遭遇した気分だよ。俺は今何が出てきてもびびる。ハムスターが出てきてもびびるぞきっと」


    「情けなー」


    　井波は呆あきれていた。


    「とにかく早く死角を見つけてくれよ井波」


    「もうちょいかなあ？　ちょっとここで待ってて」


    「ええ？　待つの？」


    　そう言い残して井波はささっと角を曲がっていった。唯一の救いが先へ行ってしまった。頼むから置いていかないで。泣くから。


    「いたよー、こっちこっち」


    　井波は通りの角からひょいと顔だけ見せ、来い来いと手招きしていた。俺は脇わき目めも振らずに駆け寄る。


    「いやあ必死だなー、エビマヨ君」


    「で、どこにいるんだ？」


    「向こうの角をこっそり覗のぞいてみて」


    　言われたとおり覗いてみる。商店街に面している通りだから、人が範囲内に数人見える。


    　その中に一人だけ変なやつがいた。


    「……何だあいつ？　車のエンジンか何か持ち運んでいるのか？　でもケーブルが随分飛び出しているな。壊れているのか……？」


    「あれが死角だよ」


    「死角って……あれが……？」


    　ここからだと見み難にくいので少し近づいてみる。


    「…………何だあれ……」


    　機械。


    　一言で言うなら、機械だった。


    　金属のような部品が組み合わさっているからふとそう思っただけだ。しかし、とてもじゃないがまともな機械とは呼べない。クランク、タービン、ベアリング、シャフト、シリンダー等々、ありとあらゆる機関や動力が支離滅裂に動いている。組み合わせもめちゃくちゃ。機械工学、工業デザイン、機能性、効率、バランス、理屈、すべてを鮮やかに無視した、ただの鉄の塊かたまりだ。そこから海月くらげの触手のように何本も伸びたアームが体の中心を支え、どういう構造なのかよくわからないがうねうねと動いていた。すべての動力が無駄のように見え、同時にすべての動力に意味があるようにも見える。


    　そして何よりも気味の悪いことがある。


    　音がしない。


    　そいつから機械音がいっさい聞こえてこない。


    　無音でうねうねと動いている様子がよりいっそう不気味な印象を与える。
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    「……気持ち悪……」


    「ちぐはぐでしょ。何であれがあーなってるのって、突っ込みたくなるでしょ」


    「確かに……」


    「でもラッキーだったね」


    「何が？」


    「今食事中だから気づかれずに壊せるよ」


    「へえ」


    「じゃ、壊してくるね」


    「もう壊すのか？」


    「時間ないからね」


    「そうか」


    　一いつ升しよう瓶びんをぐっと握り、井波は割りと軽快に死角に近づく。それにしても、勝手に壊していいのだろうか。いや、見ていてあまり気持ちのいいものではないので壊したほうがいいか。


    　あれ。


    　そういやさっき井波は何て言ったっけか。すごい気になることを言ったような。


    　井波は人にまとわりついている死角のすぐ手前まで近づいた。


    「……食事中って、何？」


    　次の瞬間、井波は一升瓶を思い切り振りかぶり、死角に向かって叩たたきつける。


    　金属音。


    　初めてその物体から発する音を聞いた。


    　ぐらりと塊かたまりがよろめく。


    　井波は続けて二度、三度追撃を食らわす。一升瓶の割れる様子はない。頑丈すぎだ。


    　最初の一撃が致命的だったのか、死角はされるがままに叩きつけられ、やがて地面に崩れ落ちた。すべての動力の活動が停止し、本当の意味での鉄くずとなったようだ。


    　井波はそれを見て、ひと仕事終えたようなすっきりした顔をしている。さっきまで死角に絡まれていた人は、目の前で起きた光景がまったく理解できない様子で呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。なぜかその人の周囲に靄もやのようなものが漂っていた。


    　井波が笑顔で駆け寄ってきた。


    「終わったよーエビマヨ君」


    「あ、うん」


    「そろそろ死角が見えなくなる時間だね。視界も元に戻るから」


    「あ、うん」


    「もう遅いから私帰るね。また学校で。じゃねー」


    「あ、うん」


    　家に帰ってから気がついた。


    　自転車を駐輪場に置きっぱなしだ。
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    　困った。


    　何もかもが電波的妄想であったほうがまだよかった。いやひょっとしたらこれはすべて俺の妄想なのかもしれない。実は俺が電波なのかもしれない。そうだ井い波なみなんて最初からいないんだ。なんて現実逃避しても意味がないことはわかっている。


    　井波は電波の子じゃないということはわかった。ここまできてもまだ認めないほど俺は意い固こ地じではないしツンデレではない。とはいえ、すんなりと事実を受け止めることもできない。あんなもんを見せられて、これから俺はどうすればいいのだろうか。一緒にあれを壊せばいいのだろうか。すべては幻まぼろしということにしてほのぼのと生きればいいのだろうか。


    　放課後、井波は掃除当番だか何か用事があったのか知らないが、すでに教室にはいなかった。もしかしたら部室にいるのかもしれない。死角を初めて見たあの日以来、井波は俺を部室に強制連行することはなかった。あれだけしつこく誘ってきたというのに不気味である。俺としては部活に入るかどうかは置いといて、一度井波と話をするべきだと思っている。だがどうにも決心がつかなかった。同じクラスだというのに話すこともできない恥ずかしがり屋の純情青年みたいだが、実際は本当のことを聞くのが怖いだけのただのチキン青年だった。これ以上得体の知れない世界へ踏み込んだら、もう引き返せないことになるかもしれない。


    　しかし、このままいつまでも引き延ばすわけにもいかない。だからお前は虫歯がえらいことになってから治療する羽目になるんだ、と親によく言われる俺だが今回は違う。今日こそしっかり話をするつもりだ。


    　そんな思いを抱きながら、元倉庫であり、現オカリナ部の部室の前に立つ。今までは強制的に連れてこられた部室だったが、まさか自みずから赴おもむくことになろうとは思わなかった。緊張をごまかすかのように軽く咳せき払ばらいをし、ノックをする。


    「……井波、いるか？」


    　返事はない。


    　どうやらまだ井波は来ていないようだ。俺はふぅと胸を撫なで下ろし、がちゃりと扉を開く。


    　知らない男が座っていた。


    　俺はドアノブを握ったまま固まる。部屋を間違えたのだろうか。このまま何事もなかったかのように閉めちゃおうか。いや、ここが部室で合っているはずだ。じゃあ、こいつは何者だ。そもそも何で返事しないんだよ。ノックしただろ。どうせなら着替え中の井波が中にいてちょっとしたお約束的サービスシーンを拝めたほうがよかったよ。


    「あのー……誰だれ？」


    　俺はストレートに尋たずねてみた。


    　だが男はノーリアクションで腕と脚を組んだままである。こちらを見てすらいない。もしかして寝てたりするのだろうか。


    　そいつの容姿はやや日本人離れしていた。手脚はすらりと長くて顔も小さく鼻が高い。もしかしたらハーフか何かなのだろうか。学校の制服を着ているところを見るに、おそらくここの生徒であるとは思うが、今まで俺は校内で見掛けたことはない。それはともかく、ひとつやたらと気になる点がある。


    「……その黒いサングラスは何？　誰かのモノマネ？」


    　その男はサングラスをすっと外し、俺に向かって言い放つ。


    「君が、エビマヨ君か」


    　そしてサングラスをすっと戻した。


    　ひょっとして今のセリフを言うためにサングラスをいったん外したのだろうか。いやそんなことはどうでもいい。なぜこいつは俺がエビマヨと呼ばれていることを知っているのだろうか。怪しい。サングラスがものすごく真っ黒なのも怪しい。


    「……あんた何者だ？　何でこの部屋にいるんだ？　そしてなぜ俺の名前を知っているんだ？　いや本名じゃないけど」


    　その男は再びサングラスをすっと外した。


    「私のことは少しよう佐さと呼びたまえ」


    　そしてまたサングラスを戻す。いちいちうざい。しかも少佐って何だよ。軍オタってやつなのだろうか。何よりサングラス外さんと喋しやべれないのかこの男は。


    「君のことは井波君から聞いている。見る目がある人、か……」


    　と思ったら外さなくても喋るのかよ。そこは統一しろよ。


    「サングラス外さなくても喋るのかよ！」


    　たまには思うだけでなく、激しく突っ込んでみた。


    「ほう……やるもんだな。噂うわさどおりだ。悪くない」


    　なぜか褒ほめられた。まったく嬉うれしくない。


    　個人的にはもう相手にしたくはないのだが、いつまでもこのグラサンが部室から出て行く様子はないので俺は部室の電気をつけ、グラサンから離れた席に腰を下ろすことにする。わけのわからん男だが、何かしら情報を聞き出すのもいいかもしれない。井波を知っているのなら、こいつもひょっとしたら見る目がある人の可能性も考えられる。


    「ところでグラサンって何年生？」


    「……」


    　とりあえず当たり障さわりのない質問から攻めたのだが、いっさいの反応がない。やっぱりああ呼ばないとダメなのか。
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    「……少佐って何年生？」


    「二年生だ」


    　即答だった。


    「少佐は何で見る目がある人のことを知っているの？　ひょっとしてオカルト……オカリナ部の部員なのか？」


    「敢あえて答えないでおこう。君にもいずれわかる。必ず、な……」


    　いいから今言えよ。無駄にかっこいい感じで言いやがってこのグラサンめ。


    「サングラスを先生に没収されたことある？」


    「ああ。今までに27回だ」


    「没収されすぎだろ」


    　少佐はサングラスをくいっと掛け直しながら語り始める。


    「世の中には二通りの人間がいる。サングラスを掛ける者、サングラスを掛けない者だ。果たして君は、どちらの人間かな？」


    　絡みにくいなあこのグラサン。絶対まともに会話する気ないだろ。


    「そのサングラスに対する拘こだわりは何なの？」


    　グラサンの眉まゆがぴくりと動いた。


    「……知らないのか。教えておこう。サングラスは……いざというとき役に立つ」


    　知らねえよそんなこと。


    「結局、少佐は何でこの部室にいるんだ？」


    「君に聞きたいことがある」


    　少佐はサングラスを外し、胸元にしまう。


    「俺に聞きたいこと？　何だ？」


    　少佐はズボンのポケットから別のサングラスを取り出し、さっと装着した。


    「……今何で違うサングラスに掛け替えたの？」


    「エビマヨ君、君の条件は何かね？」


    「条件？　それって死角を見るための条件のことか？」


    「そうだ」


    「腕立て３回だけど」


    　その瞬間、少佐の頭上辺りに何かピキピキーンと電流のようなものが走ったように見えたけど、たぶん気のせいだろう。それはともかく、少佐はかなりショックを隠せない様子である。先ほどからサングラスを外そうかどうしようか迷って手を何度も上下に往復させているからだ。そんなに驚くような条件とは思えないんだが。


    「……腕立て３回だと……？」


    「ああ」


    「それはあれか？　両手を地面に付けて、腕を曲げたり伸ばしたりして筋肉を鍛きたえるという例のトレーニング方法のことか？」


    「それしかないだろ」


    「電話帳を真っ二つに引き裂さくつもりか？」


    「いやそこまで鍛えないけど」


    　グラサン男は腕を組み、黙ってしまった。いまいちこいつの考えていることがわからない。


    「……うむ。そうか」


    　しばらくして何に納得したのかわからないが、少佐はぼそっと呟つぶやいた。そしてサングラスを外し、くるくると回したりひっくり返して弄いじりながら口を開く。


    「君とはいずれ決着をつけねばならないかもしれないな……」


    「……どういう話の経緯でそんな結論に至ったのか説明して欲しいんだけど。あとサングラスを掛けるか外すかどっちかにして欲しいんだけど」


    　ゆっくりサングラスを掛け直す少佐。もちろん返答は一切ない。早く帰ってくれないかなこの人。もう絡みたくない。


    「エビマヨ君、君は死角を見たことがあるか？」


    「……唐突に話がシフトしたな。まあ、１回だけ見たことあるけど」


    「ほう……」


    　絶対に気のせいだけど、少佐のサングラスの奥にある瞳ひとみが一瞬光った気がした。絶対に気のせいだけど。


    「君の感想が聞きたい。死角を見てどう思った？」


    　死角に興味があるようだ。とりあえず率直に思ったことを言うことにする。


    「超きもい」


    　口元をにやりとさせるグラサン。


    「……そうか。きもいのか。超が付くほどきもいのか。フフフ………ハハ………ハハハ！　ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」


    　いきなり笑いだした。何なのこの人きもい。こいつのほうが超きもい。


    　しばらく続く病的な笑い声を黙って聞いていると、少佐は唐突にぴたりと笑うのを止やめ、無表情に戻り、こちらを見て立ち上がった。


    「さらばだエビマヨ君！」


    「ええ？　急に何で？」


    　グラサンはニヒルな笑えみを浮かべながら、颯さつ爽そうと扉へ向かおうとする。


    　しかしそのときちょうど部室の外側から扉が開く。


    「よいしょーっと。あら？」


    　小柄な姿がにょきっと登場。間違いない。井波だ。


    「わーめっずらしいなあ！　部室に２人も人がいるよ！　それに中なか島じま君、部活に出るの久しぶりだね！　先生に没収されたサングラス返してもらえた？」


    　井波に中島と呼ばれたグラサンは特に返事をせず、中途半端なポーズで棒立ちのまま固まっている。おそらく「さらばだ！」と言った後、勢いよく外に出て行くつもりだったのだが、間の悪いことに井波がそれを遮さえぎってしまったようだ。


    「そうだ、中島君も部活に参加してってよ。どうせ家に帰っても昔やってた巨大ロボのアニメを観みるだけでしょ？」


    　井波はそう言いながら窓際の席に座るが、中島（グラサン）はまるで何事もなかったかのように黙って扉をゆっくりパタンと閉めて出て行った。しかもなぜか去り際、軽く頭を下げていた。


    　なんだか嫌なものを見てしまった気分になった。去り際くらい奴やつの思おも惑わくどおりかっこよく出て行かせてあげたかったのだが、何ともタイミングの悪い男だ。可哀かわい想そうだからせめて名前は少佐と呼んであげよう。今後会うかどうかわからないが。


    「じゃエビマヨ君、部活始めようか」


    「ああ、そうだな。じゃあまずは俺の条件が……っておい！　普通に始めようとすんな！」


    「え？　今のノリツッコミ？」


    「あ、うん……」


    　少し恥ずかしい。


    「いやそうじゃなくて、俺は入部なんてしてないぞ。聞きたいことがあるから来ただけだ」


    「えー？　エビマヨ君もう入部したもんだと思っていたよ」


    　道理でもう勧誘してこないわけだ。


    「ま、それはいいとして、部活始めまーす」


    　脳天気な笑顔で言われてしまった。


    「……まあいいや。ところでさっきのサングラス男は誰だれだ？　井波はあいつのことを中島と呼んでいたが」


    「ん？　中島君もこのオカリナ部の部員なんだよ。私が一年生のときに誘ったんだ。中島君も見る目がある人だからね」


    　やはりあいつもそうなのか。


    「この部って井波だけかと思っていたが、部員がいたんだな。久しぶりって言ってたけど、普段あいつはめったに顔を出さないのか？」


    「そうだねえ。約１年ぶりかなあ」


    「１年て。まったく出てないだろ」


    「確か誘った初日しか、部活に出てない気がする」


    　そんな奴やつが何で今いま頃ごろ顔を出したのだろうか。


    「そういえばこの前廊下で中島君と会って、エビマヨ君のことを話したような気がするなあ。驚異の新人が現れたんだよーって」


    　俺が原因かよ。


    「その後中島君、先生にサングラスを没収されてたけど」


    「それはどうでもいいが、そもそもあいつは井波の死角がどうとかいう話を信じたりしたのか？」


    「んーどうなんだろうねえ。中島君、ずっと黙って話を聞いているだけで特にリアクションしなかったからなあ」


    　何となくその姿が想像できる。


    「中島の死角を見る条件って調べたのか？」


    　あいつが俺の条件に対して妙な反応を示したので少し気になる。


    「確か部活初日に調べたような」


    「どんなのだ？」


    　井波はむーと頭を抱かかえる。


    「ちょっと待ってね……１年近くも前のことだからなあ……何だったっけ……うーんうーん……」


    　別に中島の条件なんてどうでもいいかなと思い始めた頃、不意に井波は首がそのまま取れてすっ飛んでいくかと思うぐらい勢いよく頭を跳ね上げた。


    「んー忘れた！」


    　ものすごい笑顔だ。


    「そんな勢いよく言われても」


    「何だったかなあ……確か緑色の巨大二足歩行ロボットに踏みつぶされることとか言ってたよーな？」


    　何だそりゃ。絶対無理だろ。


    「結局中島君、その日以降部室に来なかったなあ」


    　あまりの条件の厳しさにやる気をなくしたのだろうか。となるとあいつは死角を見たことがないのか。見ても別に面白いもんじゃないけど。


    「中島の話は飽きたからもういいや。それより死角について教えてくれ」


    「うんいーよ。何？」


    「この前死角を見たとき、死角は人に絡んでいたよな。あれは何をしていたんだ？」


    「あれは食事だよ」


    　井波はあっさりと答える。


    「食事って……捕って食うのか？　人を？」


    「うーん、別に食べちゃうわけじゃないかな。そうだなあ、こう……にゅるっとね、奪い取るんだよ」


    「にゅるっと奪うって、何を？」


    「寿命」


    　そいつはえらいもんを奪い取りやがる。あんな変な機械だから、何をしてきてもおかしいとは思わないけど。


    「……それって普通の人なら気がつかないうちに寿命を奪われているってことか？」


    「そうそう。見る目がある人も同じだよ」


    「え？　何でだ？　空気を読めば近くにいるってわかるんだろ？　近づくこと自体ないだろ」


    「それはそうだけど、わかっていても逃げられない場所だったり抵抗できない状態ってケースもあるからね」


    　確かに気絶とかしていたらどうしようもないか。


    「でもそんな状況ってめったにないんじゃないか？　まさか勝手に家に上がり込んだりするのか？　そんで寝ている隙すきにとか」


    「それもあるかもしれないけど、わざわざ家に侵入しなくても街中に餌えさがわんさか歩いているからなあ。一応寝てても空気は読めるんだけどね」


    「そうなのか。見る目がある人ってそういう危険がないもんだと思ってたよ」


    「いやいや見る目がある人はある意味、普通の人より危険だからねー」


    「何！　何だその聞き捨てならない新事実は！」


    「それではここで問題でーす」


    　井波はすくっと立ち上がる。


    「へ？　問題？」


    「近くに死角がいるとしまーす。この辺この辺」


    　井波は全身を使ってジェスチャーし始めた。どうやら井波の隣に死角がいるという設定らしい。


    「さて、エビマヨ君ならどうしますか？」


    「全力で逃げる」


    「第２問」


    「え？　正解は？」


    「近くに死角がいるとしまーす。この辺この辺」


    「第１問と同じだぞ」


    「そしてその近くに人がたくさんいるとしまーす。さてエビマヨ君なら、どうしますか？」


    　嫌な汗が流れる。


    「……そりゃまあ……条件を満たしてだな……」


    「第３問」


    「だから正解は？　正解ないの？」


    「死角に見る目がある人だと認識されたら、死角は何をしてくるでしょう？」


    「……何をしてくるんだ？」


    「攻撃してきまーす。基本的には隠おん密みつ行動で無駄な争いを避けるくせに、見る目がある人には普通に襲いかかりまーす。怖いですねー」


    「そんなに危ないやつだったのかよ……」


    「そりゃあもちろん死角にとって我々は天敵だもん。普通の人より優先的に狙ねらってくるよ。でも安心してください。死なない程度に攻撃してきまーす。さて、なぜでしょうか？」


    「……死んだら寿命が奪えなくなるから」


    「ピンポンでーす」


    　全然安心できない。


    「……いや待て、この前壊したときは無抵抗だったはずだぞ」


    「あれは食事中だったからね。特別だよ特別。しかも食事中なら絶対気づかれないってわけでもないからねー」


    　クイズコーナーの時間はこれで終わりのようで、井波は椅い子すにすとんと腰を下ろした。


    「……むう……」


    　テンションが下がる。俺もあんなのに命を狙われるというのか。想像しただけで身震いしてしまう。


    「そんな暗ーい顔してたらいかんよエビマヨ君。安心なさい。別に死角が街中うじゃうじゃいるわけじゃないんだからね。むしろ出会うほうが稀まれなんだから」


    　それを聞いて少し安あん堵どする。


    「だ、だよな。じゃなきゃ世の中若くして死亡する人続出だもんな」


    「ま、私は昔、死角に寿命を奪われたけどね」


    「…………え？」


    　一瞬井波が今何を言ったのかわからなかった。


    「……どういうことだ？」


    「昔ちょいと失敗しちゃってね。あの頃ころは若かったなー」


    「……ひょっとして井波はそんな見た目なのに実は三十四歳ぐらいだったりするのか？」


    「失敬な！　エビマヨ君は失敬だ！　若いでしょ！　かなり若いでしょ！　一目見れば若いってわかるでしょ！　若すぎて困るくらいでしょ！　こらー！　こらー！」


    　いきなり叫び暴れ始めた。


    「ごめんなさい。若いです。かなり若いです。若すぎて困ります」


    「まったくもう。寿命を奪われても、見た目とかは変わらないんだからね。そういう物理的変化はないの」


    　まだ少し不機嫌そうであるが収まったようだ。


    「じゃどうなるの？」


    「急死する。ぱたんと。ぽっくりと」


    「急死って……いつ頃ごろに？」


    「それはわかんない。人によって寿命は違うからね。イメージとしては、元々ある寿命から引き算するようなもんかなあ。そのへんよくわかんないけど」


    　戦せん慄りつが走る。


    　ひょっとして井波は近いうちに死んだりしてしまう可能性があるのではないか。普段はこうやって気楽に明るく振る舞っていても、実は心の中で明日に迎えるかもしれない死への恐怖と常に戦っているのかもしれない。


    「そんなわけで私は死角を破壊してるのだ。バコーンとね」


    　そんな俺の困惑している様子に気を遣ったのかどうかわからないが、井波はいつもと変わらない様子で陽気に話を続けた。これで俺が動揺するわけにはいかない。


    「な、ななななな何で破壊するんだ？」


    　動揺しまくり。


    「死角を壊すと奪われた人の寿命は戻るのだ。この前死角を壊したとき、奪い取られていた人のまわりに変な靄もやが見えたでしょ。あれは寿命が本人に戻ってるってわけ」


    　それを聞いて安心する。一度奪われたらどうしようもないってわけではないのか。


    「でも井波が昔奪い取られた死角ってどんなのかわかるのか？　死角って一つ一つ形が違うのか？」


    「うーん……死角の見た目なんてみんな似たようなもんかな。ごちゃごちゃしてるし変形するし、判別できたらマニアだね。死角マニア」


    　何だか試験をたくさん受けている人のように聞こえる。


    「ともかく身近に死角がいればお構いなしに壊していくってことか」


    「そうそう。そうすればそのうち当たりを引くでしょ」


    　そのうち、か。果たしてそれはいつになるのだろうか。そんな呑のん気きにしている間にタイムリミットが来てしまうのではないだろうか。


    「ま、私のことよりエビマヨ君の危機を何とかしないとね」


    「え？　何で？　俺の危機って？　何が？」


    　井波はむーと腕を組み悩むが、やがて笑顔で頷うなずき、勢いよく言い放った。


    「ま、いっか！　じゃあ部活を始めよう！　じゃじゃーん！　なんと！　今日は待望の……」


    「ちょい待て！　俺の危機って何だ！」


    「えー？」


    　井波は途中で遮さえぎられて不満顔であった。


    「えーじゃなくて」


    「だからエビマヨ君て空気が読めないんだよねー」


    「待て待て俺は空気の読めない男だと言われたことはないぞ」


    「この前言われたばかりでしょ。エビマヨ君、死角が近くにいたらわかるの？」


    「……あ。わかんない。俺空気読めない。俺空気読めない！」


    　真っ青になる。


    「エビマヨ君は死角に狙ねらわれるってのに空気読めないなんて致命的だよねー。カモネギ君て名前に変えようか」


    「どうしよう俺どうしよう」


    「でもほら大丈夫だよ。エビマヨ君の条件はもんのすごい軽いんだから」


    「だからっていつも腕立てしてるわけにはいかんだろ。俺そのうち上半身だけマッスルになっちゃうよ。きもいよそんなの」


    「うはは！　それ見たい見たい！　上半身だけムキムキしてるの！　でも脚の筋肉とか普通なのね！　エビマヨ君それでいこうよ！」


    　井波はげらげら笑い出した。


    　訂正しよう。こいつは寿命で悩んじゃいない。苦悩とかいっさいなし。そんな鬱うつ設定却下だ却下。


    「ふぃー笑った笑った。はー笑った」


    「……そんで、俺はどうすりゃいい。何とかならないのか？」


    　笑い終わるまで律りち儀ぎに待っていた俺もどうかと思うが仕方がない。不本意ながらこいつに頼るしかないからだ。


    「うーん……何とかなるかどうかはわからないけど、エビマヨ君て見る目がある人っぽくないんだよね」


    「どういうことだ？」


    「前にも言ったけど、エビマヨ君って見る目がある人特有の気配が弱いんだよ。だからすぐにわからなかったんだよなあ。スポーツテストのとき何でー？　って驚いたもん」


    　そういえば前に半端者だと言われた気がする。


    「つまりね、私にもわかりにくいなら死角にもわかりにくいんじゃないかなーって思うのね。そういうこと」


    「なるほど……とはいえそれでもばれるときはばれるだろ。優先的に狙われて攻撃されるぶん普通の人よりも質たちが悪いぞ」


    「そうだなあ……もしかしたら死角を壊し続けていればそのうち空気読めるようになるんじゃない？　てれれれってってってーん！　みたいな」


    「ＲＰＧじゃないんだから」


    「常に鎧よろいでも着てるとかどう？　がしゃーんがしゃーん！　みたいな」


    「騎士じゃないんだから」


    「いっつも高速移動で走り続けるってのはどう？　びゅーんびゅーん！　みたいな」


    「忍者じゃないんだから」


    「うーん非常にわがままだなあ」


    　井波は不満そうに肩をすくめてやれやれのポーズをとる。


    「頼むから真ま面じ目めに考えてくれ。このままだとホントに危ないだろ。何か対策を頼むよ」


    「そうはいってもねえ。やっぱり死角をばしばし倒していくしかないんじゃないの？」


    「ホントに？　ホントにそれしかないのか？　いや無理だろ。だって倒す以前の問題だぞ。見つかったらそこで試合終了だぞ」


    　今後はびくびくしながら外を歩かなきゃならないのだろうか。コンビニへ行くにもひと苦労だ。こうなったらいっそひきこもりになってしまおうか。いや室内も危ないかもしれない。じゃあ部屋で年中腕立てしろっていうのか。まずい。完全にバトルしたい人だ。いったい何と戦うつもりなんだ俺は。困った。最悪だ。どうすりゃいい。助けて。誰だれか助けてー。


    「もしくは空気読める人をお嫁に貰もらえばいいんじゃない？」


    「嫁？　嫁になってくれるのか？」


    「へ？」


    「ん？」


    「はい？」


    「は？」


    「何？」


    「何って？」


    「何に？」


    「何が？」


    「よ？」


    「よ？」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「うわーっとそうだー！」


    　この場の空気をリセットするかのように絶叫する俺。


    「わわ！　な、何いきなり？」


    　これだけ慌てる井波も珍しい。


    「あー……そ、そう、そうそう、前から疑問に思っていたんだよ。井波って何でそんなに見る目がある人とか死角とかに詳しいんだ？」


    「え？　……あ……えっと、それはねえ、私に師匠がいるからだよ」


    「師匠？」


    「そうそう。その人から条件とかいろんなことを教わったんだ。死角から助けて貰もらったこともあるんだよ」


    　井波は生き生きと喋しやべりだした。どうやら師匠を心から尊敬しているようだ。


    　ふう。それにしても切羽詰まりすぎて何が何だかわからなくなってしまったが、やっといつもの雰囲気に戻ってよかった。


    「それにね、師匠はすっごいんだよ。見えていない状態なのに死角を殴って壊したことがあるんだ。本人はまぐれだって言ってたけどすごいよね！」


    　それは確かにすごい。感情というものを微み塵じんも発していない鉄の塊かたまりの気配をどうやって察知したのか聞きたいものだ。


    「その師匠は今どうしているんだ？」


    「え……」


    　なぜだか井波は急に浮かない顔になる。


    「……今、病院にいるんだ……」


    「……そ、そうなのか。何か悪いこと聞いちゃったな。すまん」


    「いいのいいの。たぶんすぐに退院できるから」


    　そう言いながらも井波は悲しい笑顔を見せる。もしかしてその師匠は重い病を患わずらっていたりするのだろうか。それとも死角に攻撃されて大怪け我がでもしたのだろうか。


    「やっぱりその……どこか体が悪いのか？」


    　遠慮気味に井波に尋たずねる。


    「……師匠、ちょっと飲みすぎちゃってね」


    「……は？　飲みすぎ？」


    「うん。師匠ってばアルコールが大好きでね。普段めちゃくちゃ飲みまくっているから、私が健康診断を勧めたんだ。そしたら逆に健康すぎておかしいってなって、検査するからって無理矢理入院させられちゃったの」


    「……あそう。そりゃ思いっ切り元気だな」


    　何者だその師匠って。気を遣って損した。


    「ちなみに私の一いつ升しよう瓶びんは師匠から貰もらったんだよ。一升瓶職人の特注品なんだってさ」


    　高層ビルから落としても割れる気がしないあの一升瓶か。今さらだけどエレガントさも可愛かわいげもない武器だよなあ。


    　それにしても井波が妙に死角に詳しい理由もわかったし、死角を倒す理由もわかった。こいつが俺に部活に入って欲しいのは、より多くの死角を倒したいからだろう。


    　そういうことはわかったのだが。


    「そもそも根本的に、死角って何で存在してるんだ？」


    「何でだろうねえ」


    「悪の組織が開発した殺さつ戮りく兵器とか、未知の宇宙生物とか、そういう可能性とかないの？」


    「どうなんだろうねえ」


    「じゃあ見る目がある人って何なの？」


    「何なんだろうねえ」


    「……」


    　割りと重要そうなファクターを適当に流されてしまったような。


    「まあいっか……ところで今日の部活って何をやるつもりだったんだ？」


    「おっとそうだった。えー、それじゃ今日の部活を始めまーす」


    　井波はコホンと咳せき払ばらいをしてから言い放つ。


    「今日はもう遅いので明日にしまーす」


    「おおい！」
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    　どうも俺は目立つことが嫌いらしい。


    



    　それは小さい頃ころから変わらず、とにかく全力を出したり他人から注目されることに戸惑いがあった。当然のことながら、こそこそひっそりとした地味な生活を送ることになるわけだ。俺にとってそれがいいことなのか悪いことなのか、そういう問題ではない。


    　そうしなければならなかったからだ。


    　理由はわからなかったが、ここへきてようやく理解した。


    　俺は鬼に見つかってしまったのだ。


    　だから自分の存在を表に出してはいけなかったのだ。


    　突然、意味のわからないものに狙ねらわれる。寿命を奪われる。だから闘う。そんなことを俺は望んでいなかったはずだ。


    　今ならまだ物陰に隠れることができるかもしれない。安全な場所へ逃げることができるかもしれない。逃げることは得意だ。何事に対しても逃げていた。知らないうちに身の危険を察知していたのかもしれない。逃げるための準備だけは怠おこたってない。


    　そうだ。また以前のように、ひっそりと生きていけばいい。


    　一生。


    　一生、逃げ続ける。


    



    　次の日の放課後、俺は井い波なみに言われたように部室へ向かう。今日は掃除当番なので遅くなってしまったが、井波はそれでも構わないと言っていたので気にすることはないだろう。それに井波も遅れるらしいからな。そういえば最近、井波は部室に遅れてくることが多いような気がする。


    　部室の前に辿たどり着く。とりあえず以前と同様に扉をノックしてみるが返事はない。どうやら井波はまだのようだ。がちゃりと扉を開ける。


    　知らない女の子が座っていた。


    　俺はドアノブを握ったまま固まる。部屋を間違えたのだろうか。このまま何事もなかったかのように閉めちゃおうか。いや、ここが部室で合っているはずだ。この子は何者だ。そもそも何で返事しないんだよ。ノックしただろ。どうせなら着替え中でちょっとしたお約束的サービスシーンを拝めたほうがよかったよ。あれ。そういやこんなこと前にもあったような。


    「あのー……誰だれ？」


    　俺はストレートに尋たずねてみた。


    　だが女の子はノーリアクションで俯うつむいたままである。こちらを見てすらいない。もしかして寝てたりするのだろうか。


    「………………すぅ」


    　規則正しい呼吸音が聞こえる。どうやら本当に寝ているようだ。ここをちょっとした休憩室だと思ったのだろうか。いや他ほかに快適な場所はいくらでもあるのに、わざわざこんな狭いところで休むのはおかしい。今まで見掛けたことのない子だったので、もしかしたら一年生なのかもしれない。ぱっと見、線の細そうな印象だが、井波ほど小柄ではない。二人並ぶとおそらく井波のほうが低学年に見えるだろう。しかし何より体の起伏に激しく差がある。平地と山くらいある。この山は男なら登りたくなる。触りたくもなる。いや触っちゃダメか。押しちゃおうか。いや押しちゃまずいか。引いてみようか。いや引いちゃまずいか。


    「……おーい」


    　心地よく寝ているところを起こしてしまうのは若じやつ干かん心苦しいが、いつまでもこうしているわけにもいかないので声を掛ける。


    「…………ん……んん……？」


    　眠そうな目を擦こすりながら、長めの髪をゆらゆら揺らし、女の子はこちらをぼーっと眺めた。よく見るとなかなかハイレベルでアイドル並みにビューティフルかつキューティクルでプリティなのにグラマーでコケティッシュなところがチャーミング。無駄に英語で表現してみたが、一言で言うなら可愛かわいい。守りたくなるような可愛さ。保護本能をずいっと突くその容姿。大人しそうで控えめな雰囲気だが、華のあるスタイルがそれを許さない。そんなギャップに男を踊らす魅力があるのだろう。俺なんかすでに踊りっぱなし。激しく盆踊り。完全にお祭り状態。何だか黙ったまま見つめられているせいか、頭がうまく回ってないようだ。


    「あ、あの、起こしてしまって悪いんだが、こんなところで何してるの？」


    　彼女はまだぼーっとしていて、ちゃんと聞いているのかどうかよくわからない。


    「……あ。そうでした。忘れるところでした」


    　その子ははっとして何かを思い出したように、手をポンと叩たたくという今時珍しい動作をした。どうやら目は覚めたと思われるが、いったい何を思い出したのだろうか。


    「えーと、確か……ちょっと待ってください。どんな感じだったっけ…………あ、そうか。わかりました。じゃあいきますね」


    「うん……え？」


    「ねてなんかいないわよ。かんちがいしないでよね」


    　カンペに書いてあることを一文字ずつ確認するかのように棒読みで言われてしまった。意味不明だ。まだ目が覚めていないのだろうか。寝言にしては喋しやべりすぎだ。


    「今のでよかったですか？」


    　おずおずと尋たずねてくる女の子。


    「よかったって、何が？」


    「あれ？　おかしいですね？　井波先輩に言われたとおりにやったはずなんですけど。何か間違えたのでしょうか？」


    　女の子は首を傾かしげてうんうんと悩んでいる。いや俺が悩みたいくらいなんだけど。だが、ひとつわかったことがあった。


    「井波にここへ来るよう言われたのか？」


    「んー……この場合は何て言えばいいんでしょうか。難しいですね……」


    　再び悩みだすが、おもむろに顔を上げ少し困惑気味に喋しやべりだした。


    「いわれてなんかいないわよ。かんちがいしないでよね」


    　またかよ。


    「うーん……今のはどうでしょうか？」


    「だから何が？」


    「ちょっと間違えているような気もするんですよねえ」


    「だから何が？」


    　ひょっとしてこの部室に入った人は頭のネジが２、３本取れたりしてしまうのだろうか。いや待て。もしそうだとすると俺の頭もパーツ不足ということになってしまう。ともかく何とかしてこの子と意思疎通をせねば。


    「君はひょっとして一年生か？」


    「いちねんせいじゃないわよ。かんちがいしないでよね」


    「えーと、じゃあ二年生？」


    「にねんせいじゃないわよ。かんちがいしないでよね」


    「え？　じゃあ三年生？」


    「さんねんせいじゃないわよ。かんちがいしないでよね」


    「……」


    「……」


    「地球って回っているんだよ」


    「まわっていないわよ。かんちがいしないでよね」


    　どうすればいい。俺は勘違いしていないはずだ。たぶん地球は回っているはずなのに。なんという意志の強さ。手て強ごわい。


    「……あ、すいません。やっぱり回ってますよね地球」


    「と思ったらあっさり訂正したよ！　なんて恐ろしい子！」


    　いかんいつの間にかこいつのペースに嵌はまっていたようだ。何を意図しているのかまったくわからないが、油断はできない。もしかして誘惑か。誘惑作戦か。ものすごい高めの壺つぼとか買わされるのか。そうはいかない。俺はそう簡単に騙だまされたりしないぞ。いやごめんうそ。たぶんあっさり騙される。だって可愛かわいいもん。秒殺だよ秒殺。


    「……あの、どうでしょうか？」


    「え？　な、な、何が？」


    「そんなに悪くないですよね？」


    「う、うん。悪くないよ。むしろいいよ。即オッケーだよ。ああ、いやいや、いかん。やっぱダメ」


    「そ、そんな……やっぱりダメですか……」


    「あああいやいやそうじゃないんだ。ほら、その、綺き麗れいな薔ば薇らには刺とげがあるっていうか、薔薇って漢字難しいよねっていうか」


    「あ、私薔薇って漢字書けますよ。一生懸命練習したんです」


    「おお、そりゃすごいな」


    「檸れ檬もんとかも書けますよ」


    「へーやるなあ」


    「えへへ」


    　なぜか和なごやかな雰囲気になったと思いきや、いきなり扉がバンと開く。驚いて二人ともビクーッと飛び跳ねてしまった。


    「よいしょー！　あ、エビマヨ君やっぱり先に来てたね。のりりんもちゃんと来てるし、よかったよかった！　一件落着！」


    　満面の笑えみで堂々と侵入してくる態度の大きさに反して小柄なサイズの女の子が、窓際の椅い子すにすとんと座り込む。


    「おい井波、ドアをノックぐらいしろよ。びびるだろ」


    「ごめんごめん。いやー今まで部員がいなかったからさあ、ドアをノックする癖くせがないんだよねえ」


    　癖とかじゃなくて常識の問題だと思うが。しかし井波が来て少し助かった。危うくわけのわからん女の子と夢の世界へ旅立つところだった。


    「まあいい。聞きたいことがある。そこにいる子は誰だれだ？　俺が部室に来たときにはすでにいたんだが、井波の知り合いか？」


    「ふっふーん」


    　井波は立ち上がって笑顔のままその子へ近づき、肩をがしっと摑つかんだ。女の子は特に嫌がることもなく穏やかに微笑ほほえんでいる。


    「彼女はのりりんで一年生なんだよ。のりりん、このいかにも特徴のない普通っぽくてオーラを感じさせない人はエビマヨ君で二年生だよ」


    「藤ふじ村むら清きよ菜なといいます。よろしくお願いします。エビマヨ先輩っていうんですか。変わった名前ですね」


    　のりりんとか呼ばれているから、てっきりのりこって名前かと思ったが違うのか。


    「……ああ、よろしく。あとエビマヨって本名じゃないからね」


    　うんうんと頷うなずきながら席へ戻る井波。


    「で、この子……藤村がここにいる理由は？」


    「そりゃあもう、のりりんは見る目がある人だからだよ」


    　井波は勢いよくがたんと立ち上がった。さっきから立ったり座ったり落ち着きのない奴やつだなあ。


    「そう重大発表！　なんとのりりんは我がオカリナ部の部員になりました。おめでとうございますおめでとうございまーす」


    「この部はどんな部なのか知っているのか？」


    　藤村に向かって尋たずねる。


    「はい、井波先輩からいろいろ話を聞きました。死角って驚きですね。でも私一生懸命頑張ります」


    「……あの、井波の言うことを疑ったりしないの？」


    「いえ全然！　井波先輩はとてもいい人ですから」


    　純真無む垢くな笑顔で言われてしまった。いい人の言うことなら信じるって、警戒心なさすぎだろ。


    「のりりんは本当にいい子なんだよー。私の言うことうんうんと頷うなずいて真剣に話を聞いてくれて、速攻で入部してくれたんだ」


    　井波は藤村の頭をなでなでしていた。藤村はにこにこしていた。


    「あ、そうだ。井波先輩から言われてたことをさっきエビマヨ先輩にやったんですけど、あまりうまくいかず失敗しました。すいません」


    　それって目覚めた直後の、意味不明棒読み発言のことだろうか。


    「井波は藤村に何をするよう言ったんだ？」


    「んー？」


    　井波に尋たずねるが、何のことだかわかってなさそうだ。


    「あー、あれかな？　まずのりりんに先に部室に行っててって言ったんだ。そんとき、もし男の人が来たらツンデレで相手してあげてって頼んだの」


    「……なぜ？　なぜそんなことを？」


    「そしたらエビマヨ君が喜ぶかなーって思って」


    「んなわけないだろ。そもそもツンデレの概念間違ってて、ただの頑固者になってたぞ」


    「そっかー喜ばないのか。なるほどなるほど。ふんふん」


    　にやりと笑えみを浮かべる井波。何がなるほどだ。


    「つんでれって難しいですね。私あまりそういうの知らなくて。もし知っていたらばっちりこなしたんですけど」


    　藤村は申し訳なさそうにしている。そんなこと気にしなくてもいいから。むしろ知らなくていいから。


    「いいよいいよーのりりんはよくやったよ。悪いのは正しいリアクションのできないエビマヨ君だから」


    「さっきからずっと気になっているんだが、井波はなんで藤村のことをのりりんって呼んでいるんだ？　別にのりこって名前なわけでもないのに」


    「それはねえ、ノリがいいからのりりんなのだ！」


    　藤村に手を差し出す井波。


    「ありがとうございます井波先輩！」


    　がしっと熱い握手を交わす二人。意味がわからん。ノリがいいというより、人の言うことをほいほい信じてしまっているだけのような気がするんだけど。ブルマ穿はいてくれって言ったら穿いてくれるかなあ。


    「藤村はあれだな。まず人の言うことを少し疑ったりしたほうがいいかもしれないな」


    「はい！　わかりましたエビマヨ先輩！」


    　藤村は天てん真しん爛らん漫まんな瞳ひとみをこちらへ向ける。
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    　だからそれがいかんのだと言ってるのに。


    「……で、今日の部活は何をするんだ井波」


    　うろちょろとしていた井波も席に戻り、俺の問い掛けに対してむーと考え込んでいる。藤村はそんな様子を黙って見守っていた。


    「ん。特にないねー。今日は解散ー」


    「待て待て待て。じゃあ何で今日俺に部室に来るよう言ったんだよ」


    「一年生の中から見る目がある人を見つけるのを手伝ってもらおうかなーって思って。でもちょうど見つかったからもういいや」


    　最近部室に来るのが遅かったのは一年生を調査していたからか。


    「せっかく藤村が入部したってのに何もやらないのか？」


    「歓迎会とか？」


    「それでもいいけど、もっと部活動っぽいやつ」


    「そだなー……」


    　井波はすいっと立ち上がり、俺たちのやりとりをじっと黙って窺うかがっていた藤村へ近寄る。


    「えーと……ちょっとやりにくいなあ。そうだのりりん、エビマヨ君の悪口言って」


    　藤村は一瞬きょとんとしたが、すぐにこくりと頷うなずく。


    「はい、わかりました。エビマヨ先輩って変な名前ですね。そんな風に呼ばれて恥ずかしくないんですか？　私だったらひきこもりになっちゃいますよ」


    「こら。ダメだよのりりん。本当のことを言っちゃ」


    　井波は藤村の頭をコツンと軽く叩たたく。


    「いた。すいませんでした井波先輩」


    　何この話の流れは。そしてさり気なくショッキングなことを言われたような気がしたんだけど。


    「ま、そういうことでー」


    　井波はすいすいっと席へ戻る。


    「何がそういうことなんだ？　あとやっぱりエビマヨって名前おかしいのか？」


    　藤村も今の展開がよくわかっていない様子で、何やら首を傾かしげている。


    「さてのりりん、どんな言葉が頭に浮かんだ？」


    「え？　あ、はい……あれ？　何で言葉が浮かんだって井波先輩にわかるんですか？」


    「……あ、そういうことか」


    　確か見る目がある人には、他ほかの見る目がある人の条件を見いだせるんだった。あれ。でもあんな軽くコツンて感じでいいのかよ。俺んときは吹っ飛ばされるくらい殴られたような気がするんだが。


    「それが死角を見るときの条件なの。ささ、どんなのか言ってみて」


    　井波は期待に満ちた目を藤村に向ける。俺もかなり気になる。


    「はい。あの、１分間息を止めるって、そんな言葉が思い浮かびました」


    「へえ……１分か」


    　これはそこそこ軽そうな条件かと思われた。比較対象が少ないので何とも言えないが、少なくとも水を１・８ℓ飲んだり、巨大ロボに踏みつぶされるよりは軽いだろう。


    「なるほど。これが私の死角を見るための条件なんですね。うーん……なかなか厳しい条件ですね。困りました」


    「え？　何で？」


    　俺と井波は思わず声を揃そろえてしまう。


    「私、体力まったくないんですよ。運動とか大の苦手でして。息を止めるのは30秒ぐらいが限界ですね」


    　なんてことだ。井波が難なく死角を壊していた様子を見て、ついつい藤村も戦うもんだと勝手に思い込んでいた。だがよく考えたらこんな華きや奢しやな体つきに色白で虫も殺さないような顔をしている子が、一いつ升しよう瓶びんか何かを振り回して死角を壊したりできるわけがない。ましてや運動がダメならなおさら無理な話だろう。


    「んー困ったなあ」


    　どうやら井波も似たようなことを考えていたようだ。せっかく条件が軽くても戦えないとは。戦うことはできても条件が重い人だっているのに難儀な話である。


    「ま、いっか。大丈夫でしょ」


    　しかし井波はいつものようにあっけらかんとして答えた。


    「いや大丈夫か？　まさか藤村を死角と戦わせるつもりか？」


    「のりりんやれる？」


    「はい！　やれます！」


    　勢いよく返事する藤村。


    「やれるってさ」


    「やらすなよ。止めろよ」


    「のりりん、エビマヨ君が息止めろだって」


    「はい！　止めます！」


    　大きく息を吸い、ぐっと止める藤村。


    「違うから。息止めなくていいから。しかもすでに苦しそうにしてるしなあ。やっぱ無理だろこれじゃあ」


    「何秒ぐらいできそうか知りたいな私。のりりん、そのままできるだけ頑張ってみて」


    　苦しそうな表情をしながら頷うなずく藤村。その様子を固かた唾ずを呑のんで見守る二人。端から見たら何をしているんだこの集団と思われるに違いない。


    「……はあっ！　はあっはあっ……ふぅ、ふぅ……」


    「早ー！」


    「早っ！」


    　二人して突っ込んでしまうくらい早い。


    「エビマヨ君、今の何秒くらいだった？」


    「15秒くらいかな。とてもじゃないが１分なんて無理そうだぞ」


    「……ふぅ、す、すい、ません……」


    　まだ藤村は普通に喋しやべれないくらい呼吸を乱している。１分息を止めたら死んでしまうかもしれん。


    「いいっていいって気にしないでのりりん。でも万が一のときのために条件を満たせるようになって欲しいなあ。ちょっとずつでいいから息止めの練習してね」


    「わ、わかりました。はあ……」


    　これくらいでぐったりしている様子を見ると、いつになったら条件を満たせるようになるか不安だ。まあ条件を満たせなくても、空気が読めれば死角に接近することはないから大丈夫だろう。


    「私も死角退治のお役に立ちたいのですが、この分だと足を引っ張ってしまいそうですね。申し訳ないです……」


    　しゅんとする藤村。


    「そんなに落ち込むなって藤村。空気の読めない俺からしたら、藤村に空気読んでもらえると非常に助かるぞ。いや、藤村に助けて欲しいんだ。いざとなれば俺が条件満たすから安心しろ。あ、でも死角を倒せるかどうかはわからんけど」


    　あまり頼りにならないような励まし方であったせいか、藤村は目を見開いたままぽかんとしている。


    「……やっぱり空気が読めないダメダメな奴やつに言われてもどうかと思うよなあ……」


    「そ、そんなことないです！」


    　突とつ如じよ藤村は弾はじかれたように声を張り上げた。びっくりするなあ。


    「エビマヨ先輩って実はいい人だったんですね！　安心しました！　これからは井波先輩と同様にエビマヨ先輩の言うことにも何でも従したがいます！　よろしくお願いします！」


    「……へ？　あ、そう？」


    　うーむ。よくわからないが信用された。この子は将来詐さ欺ぎに遭ったり悪い奴に騙だまされたりしそうで怖いな。だがそれは置いといて、藤村は今とてもいいことを言った気がする。なるほど何でも従うのか。これは素晴しい。非常に素晴しい。俺は感動した。今時こんなに純真な子はいない。そんな子を騙すような真ま似ねだけはしちゃいけないよな。うん。となると、ブルマだ。それしかない。ブルマを穿はいて貰もらおう。よし。決定だ。まったく問題ない。だが何色のブルマにするか。難しい。悩みどころだ。確か一年生の学年カラーは紺色だった気がする。敢あえてここは二年生のカラーである赤を選択するのも悪くない。くそう。どうする。どっちにすればいいんだ。いや落ち着け俺。ここは人という字だ。人という字のポーズをとれ。ふう。落ち着いた。するとどうだ。とてもいいアイディアが閃ひらめいた。つまりは交代制。今日は赤を穿いたなら、明日は紺色を穿けばいいじゃない。あら素晴しい。天才。赤紺赤紺赤紺紺。おいおいフェイントを入れるところが憎いね。そんな気配りが一番大事。そしていずれはスク水にチャレンジ。だがこれは高難易度。一流大学入試レベル。部室でスク水になってもらうなんて無茶だ。欲望丸出しだ。いや待てよ。俺も水泳パンツとか穿いて当然のように部室にいればなんとかなるかもしれん。ふふ。こいつは楽しみだぜ。まずはブルマからスタート。そこから昇進しスク水へ。そしていずれは神。


    　神。


    　俺は神になる。


    　神になる男だ。


    「……あのー、エビマヨ先輩？　さっきから魂たましいが天国付近に行ってるようなんですけど聞こえてますか？」


    「…………え？　あ、ああ、大丈夫だ。安心しろ、すぐに昇進するから」


    「はあ。どっかのサラリーマン漫画みたいにどんどんタイトルが変わったりするんですか？」


    　いかんいかんうっかり妄想しすぎていたようだ。


    　俺はコホンとわざとらしい咳せき払ばらいをする。


    「まあそれはいいとしてだなあ……あの、実は藤村さんに是非お願いしたいことがありましてですね」


    「はあ。何でしょうか？」


    「……その、えーと、赤いブル……」


    「騙だまされちゃダメだのりりん！」


    　そのとき井波が俺の願望を阻はばむかのように言い放つ。しまった妄想しすぎてこいつの存在をすっかり忘れていた。


    「いきなりどうしたんですか井波先輩？」


    「エビマヨ君はそんなにいい人じゃないぞ！　この前公園の鳩はとにウスターソースを塗りたくってたんだから！」


    「ウスターソースだなんて！　それは酷ひどいですエビマヨ先輩！　やりすぎです！　せめて生クリームにしてください！」


    　井波はにやりと笑う。くそう妙な邪魔をしやがって。そんなことをするわけないだろうが。せっかくの神になれるチャンスを逃のがすわけにはいかない。


    「待て待て藤村落ち着いて考えろ。俺はそんな野良鳩ばとのディナーを楽しむ程ワイルドキャラじゃないだろ。ちなみに生クリームも酷ひどいと思うぞ」


    「そっか。それもそうですね。早とちりしました」


    　よし。あっさり懐かい柔じゅう。見事な頭脳プレーだ。


    「騙だまされるなのりりん！」


    　またか井波め。俺に何の恨みがあるんだ。別に赤いブルマを拝むくらいいいではないか。それとも紺色じゃなきゃダメなのかな。別に紺でも問題ないよ。


    「エビマヨ君はやっぱりいい人じゃないぞ！　この前水玉パンツを頭から被かぶって先生黒板が見えませんとか言い出したんだから！」


    「水玉パンツだなんて！　それは酷いですエビマヨ先輩！　やりすぎです！　せめて縞しま々しまパンツにしてください！」


    　井波は再びにやりと笑う。くそう無理矢理にでも邪魔したいようだな。というかさっきから藤村もおかしなこと言ってるような気もするけどまあいい。何とかせねば。


    「待て待て藤村落ち着いて考えろ。俺はそんな羞しゆう恥ちプレーを楽しむ程変態ドＭキャラじゃないだろ。ちなみに縞々パンツも変態だと思うぞ」


    「そっか。それもそうですね。早とちりしました」


    　よし。あっさり懐柔。見事な頭脳プレーだ。


    「騙されるなのりりん！」


    「ええい！　もういい！」


    　井波は俺を睨にらみつけるが、ひとまず無視して藤村に尋たずねることにする。これは一種の賭かけだが仕方あるまい。


    「このまま言い合っていても埒らちが明かない。藤村は俺の言うことと井波の言うこと、どっちを優先するんだ？」


    「井波先輩です」


    　勝ち誇った顔をする井波。


    　目の前が真っ暗になる俺。


    　勝ち組と負け組がはっきりと分かれた瞬間だった。


    「ふっふふーん。のりりんに勝手なことはさせないんだからねーエビマヨ君」


    「な、なぜだ？　しかも即答で。何で井波を優先するんだ？」


    　今度は少し考えてから藤村は答えた。


    「そうですねえ……井波先輩からはオーラみたいのを感じますけど、エビマヨ先輩からはほとんど感じないからかなあ」


    「チクショウ！　見る目がある人特有のやつか！　どうせ俺は半端もんだよ！　空気も読めないよ！　パンツも被るよ！　いや被らないよ！　覚えてろ！」


    　俺はザコキャラ共通言語を言い放って部室を飛び出した。せっかくのチャンスも全部パーだ。井波も井波だ。あそこまで邪魔せんでもいいじゃないか。昇進なんて夢のまた夢だった。どうせ俺は一生平社員なんだ。漫画のタイトルもずっと変わらないんだ。でもタイトルなんて変わらないほうが普通だよなあ、なんて思ったら夜もぐっすり眠ることができた。
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    　目の前に得体の知れない何かが突っ立っているような気がする。


    　俺は今さら、そんなもんはないと言わんばかりに無視を決め込もうとする。


    　だが、どれだけスルーし、何も見なかったことにしても、そいつはいつの間にか俺の目の前に突っ立っている。


    　そんな気がする。


    



    　嫌な気分で目が覚めた。


    　せっかくの休日なので昼ひる頃ごろまで寝まくってやろうと目もく論ろんでいたというのに、朝早くから家に掛かってきた井い波なみの電話で起こされ脆もろくも計画が崩れ去った。どうせ死角絡みの話だろうと思っていたら案の定そのとおりなので驚きもしない。と思ったら３分で来いとか言いだしたのでやっぱり驚いた。寝起きだからもう少し待ってくれ、というセリフを言い終わる前に一方的に切られてしまったので、俺はふらふらしながら急いで目的地へ自転車を漕こいでいるわけだ。


    　駐輪場に自転車を停とめ、そこから少し歩く。今回は公園の入り口で待ち合わせだった。公園といっても、ブランコや滑り台などの遊具がぽつぽつとあるだけの小規模な子供の遊び場ではない。池やサッカー場、体育館などの施設もあり、緑豊かで多くの木々が立ち並んでいる。おそらく総合公園と呼べるくらいの規模はあるだろう。しかも駅から徒歩10分で行けるという利便性もあり、休日に若い男女が楽しく過ごすには悪くない場所だ。


    　だがこの後、楽しいことは一切起こりそうもない気がするのは何でだろうか。


    「エビマヨ君遅すぎ！　３分って言ったでしょ！」


    　そんなことを考えているうちに、どうやら入り口付近まで来ていたようだ。遠くから小さい子がこちらに向かって叫んでいるのがわかる。どうせ怒られると思っていたので、特に駆け寄ることもせずゆっくり歩く。


    　とか呑のん気きに考えていたら、わざわざ井波からこちらに近づいて来やがった。


    「ここまで来ても走らないなんて、随分と余裕ぶっこいてますねえエビマヨ君」


    　すいっと一いつ升しよう瓶びんを俺の首元に突きつける。以前夜に会ったときと同様、肌身離さず持ち歩いているのか。服装も相変わらずラフで動きやすそうな格好をし、腰にはペットボトルを数本携たずさえている。


    「遅れたのは悪かったが３分は無理だってば」


    「まったくもう。だからエビマヨ君は半端者だと言われちゃうんだよ。しっかりしてよね」


    　それは関係ないと思うが、黙っておくことにする。そんなことより気になることがあるからだ。


    「……で、向こうにいる二人は何だ？」


    　公園の入り口には藤ふじ村むらと、中なか島じまこと少しよう佐さが立っていた。


    「のりりんと中島君だよ。知らないの？」


    「いやそういうことじゃなくて、何であいつらも呼んだのかってことなんだが」


    「だって部活だもん。当然でしょ」


    　この呼び出しは部活だったのか。今知った。二人で捜すわけじゃないのか。


    　それにしても藤村はともかく、少佐が来るとは意外である。もう一生会わないもんだと思ってたのに。


    「おはようございますエビマヨ先輩」


    「よう藤村。お前も井波に呼ばれたんだな」


    　藤村は丁てい寧ねいに挨あい拶さつをしてきたが、少佐はまったくのノーリアクションであった。学校以外で会うのは初めてなので、二人の私服姿が新鮮に映る。藤村は派手さのない落ち着いた感じの服装だが、清せい楚そで統一感もあり、可愛かわいらしくまとまっている。元がいいので無理に着飾る必要はないのだろう。対して少佐は相変わらず黒いサングラスをしているが、全身真っ赤にコーディネイトされていて非常に目立つ。ここが戦場なら真っ先に撃たれるだろう。別に撃たれてもいいけど。


    「中島もよく来る気になったな」


    「……」


    　せっかくこちらからアプローチしてやったのに、サングラス男は返事すらせず、こちらを見やしない。


    　ああそうか、呼び方の問題か。めんどくさい男だなあ。


    「……少佐って随ずい分ぶん派手な服装してるんだな」


    「これだと通常の３割増しぐらい速く動ける」


    　すっとサングラスを外し、今日初めてこちらを向いて喋しやべってくれた。


    「……あそう。３割なんだ。そいつは微妙だな」


    　そんなどうでもいい豆知識より、さっきから何か違和感のようなものを俺は感じている。いったい何だろうか。たぶんこの二人に関係することだと思うのだが。


    「とりあえず公園の中に入りますか？」


    　藤村がすっと中を差す。


    「ああ。そうだな」


    　少佐の返答と共に４人が歩き始めたとき、ふとこの違和感が何なのか気づいた。


    「そういえば、少佐と藤村ってお互い面識あったっけ？　何か普通にしてるけど、今日初めて会ったわけじゃないのか？」


    　藤村がある程度非常識とはいえ、少佐の見た目や言動に対して何もリアクションがないのはおかしい。違和感の正体はお互い自然に接していることであった。


    　だが俺の質問に藤村はなぜかぽかんとしている。少佐はまったく聞いていない様子だ。


    「あれ？　まだ言ってませんでしたっけ？」


    「何を？」


    　藤村が少佐に向かって遠慮なく指を差す。


    「私の兄ですよ」


    「へ？」


    　藤村と少佐を交互に見比べる。まったく似ていない。ファッションセンスも真逆だ。というか、この兄のせいで藤村は派手な服装をしないのではなかろうか。


    　いや、そもそもおかしいことがある。


    「ちょい待て。二人の名字が違うだろ。少佐は中島だよな。ひょっとして複雑な事情とかあるのか？」


    　藤村は首を横にふりふりする。


    「いえいえ安心してください。単純ですよ。兄さんの名字も藤村ですから」


    「はあ？　じゃあ中島って何？」


    　井波に視線を向ける。


    「それはねえエビマヨ君、私が勝手に中島君って呼んでるからだよ。にしても二人は兄きよう妹だいだったんだ。知らなかったなー」


    「何で？　何で中島って呼んでるの？」


    「何となく見た目が中島っぽいから」


    　何だそりゃ。ややこしいだけじゃないか。


    「……井波って部活のメンバーを本名で呼んだことないだろ」


    「失礼な。あるよー」


    「私のことは今までどおり少佐と呼んでくれたまえ」


    　これまで黙っていた藤村兄こと中島こと少佐がサングラスを外し、鋭い目つきで俺に向かって言い放った。やっぱそのネーミングは拘こだわるんだな。


    「それで、今日もやっぱり死角退治か？」


    　歩きながら井波に尋たずねる。


    「そりゃあ当然。バシーっとね」


    「そこの二人は？　藤村と少佐もやるのか？」


    「二人は見学なのだ」


    　今のところ二人とも条件を満たせそうもないから無理もないか。藤村はたとえ満たしても戦えそうにないが。


    「……ところで俺も戦うの？」


    「そりゃあ当然。バシーっとね」


    「あまり自信ないんだけどなあ」


    「何頼りないこと言ってんの。エビマヨ君は我が部の貴重な戦力なんだから、今後頑張って貰もらわないとね」


    　確かに俺は条件は軽いし戦うことも不可能ではない。だが空気を読むことができないのが不安要素であったりする。


    「……完かん璧ぺきな人間なんてなかなかいないもんだな」


    「そんなもんだよ世の中なんて。お互いフォローし合っていくために作ったのがオカリナ部なんだから」


    「ふーん……ところで適当に歩いているが、死角はどの辺りにいそうなんだ？」


    　井波は少し俯うつむき、何かに集中する。


    「……ここからだとまだ少し遠いかな。のりりんと中島君もわかる？」


    　藤村兄妹も考え事をするかのような仕草をする。


    「何となく変な感じがするかなあって程度です。具体的にどの辺にいそうなのかはわかりませんが、もう少し近づけばはっきりとわかるかもです」


    「私も似たような意見だ」


    　どうやら何も感じないのは俺だけのようだ。少し悲しくなってきた。


    　周囲を見渡しても何の変哲もない普通の公園の風景にしか見えない。歩道の脇わきにはたくさんの青々とした木々が立ち並び、爽さわやかな風にそよそよとなびいている。これほど散歩に適した日はないというのに、歩く度たびにどんどん気分が重くなっていく。


    「そうだエビマヨ君、今のうちに渡しておくね」


    「ん？　何を？」


    　井波は今までどこにしまっていたのかわからないが、棒のようなものをすっと取り出し、俺に手渡した。


    「……この布団叩たたきにしては装飾が派手な棒は何？」


    「私ねー考えたんだよね」


    「何を？」


    「やっぱ死角退治には武器が必要でしょ。だからエビマヨ君も私のように武器が欲しいんだろうなーって」


    「思わないから」


    「それでどんなのが似合うかなっていろいろ考えて、エビマヨって名前からマヨネーズの容器がいいかなーって」


    「思わないから」


    「でもそれだと弱そうだって悩んでたら、ちょうどテレビで変身ヒロインアニメやってて、男なのに魔法少女ステッキという組み合わせっていいなーって」


    「思わないから」


    　呆あきれ顔で突っ込むものの、井波は自信満々にうんうんと頷うなずいているだけであった。これはもう突き返すこともままならないだろう。


    　渡されたへんてこステッキをよく見ると、先端の中央には宝石のようにきらきら輝くガラス細工が埋め込まれている。その両りよう脇わきに天使の羽を簡略化したようなデザインの装飾が施ほどこされていた。


    「アニメに出てくるような魔法ステッキにしては若じやつ干かんシンプルな作りだな。それにかなり頑丈そうなんだけど」


    「まあねー。一いつ升しよう瓶びん職人に頼んで無理矢理作って貰もらったものだからね。もっと派手にして欲しかったんだけど、それが限界だって言ってた」


    「一升瓶職人の手作りかよ。専門外じゃないか。じゅうぶん、限界突破してるって」


    　ふと誰だれかの視線をひしひしと感じる。どうやら藤村が俺の持っているステッキを眺めているようだ。試しにステッキをひょいと動かしたら、猫が猫じゃらしを追うかのように反応した。何度やってもひょいひょい反応するので少し面白い。


    「……ひょっとして藤村、これ欲しいのか？」


    「え？　あ、いえ、その……はい。欲しいです。とっても欲しいです。でもエビマヨ先輩の武器なんですよね。いいなあ……羨うらやましいなあ……」


    　羨ましがられてもそんなに嬉うれしくない。


    「のりりんも欲しかったの？　もう一本作ってもらえればいいんだけど、職人が二度とこういうのやらないって言ってたからなあ」


    「そうなんですか。残念です……」


    　がっくりうなだれる藤村。


    「じゃこれあげようか？」


    　ステッキを藤村に差し出す。


    「え？　い、いいんですか？」


    　ぱっと目を輝かす。


    「お二人とも！　ちょっとお待ち！」


    　妙な言い方で井波に遮さえぎられてしまった。


    「困るよ困るよ！　それはエビマヨ君のために作った武器なんだからね！　特別注文品、略して特注品なんだからね！」


    「俺より藤村のほうが似合うだろ。本人も欲しがっていることだし」


    「でもでも今日の死角退治はどうするの？　のりりんに戦わす気？」


    「う……そ、そうか……」


    　確かに素手より、このへんてこステッキでもあったほうがましだろう。


    「すまない藤村。そういうわけだから」


    「いえいいんです。私のわがままでエビマヨ先輩を危機にさらすわけにはいきませんから」


    　藤村は笑顔で答える。ええ子や。ええ子やなあ。とてもじゃないが少佐の妹とは思えん。


    　それにしてもこのサングラス兄さんはさっきから一言も喋しやべらないな。この調子で普段から妹との会話もいっさいなかったりするのだろうか。


    「……わかる。私にもわかるぞ」


    　と思ったら少佐が唐突に喋りだした。だが言ってる意味がわからない。


    「そうですね兄さん。私にもわかります」


    　わかるんだ。その辺は兄妹だからかな。


    「そうだねー。ステッキの話に集中しすぎてたよ」


    　井波もわかるんだ。もしかして井波も少佐の妹なのかな。


    「エビマヨ君だけわかってないと思うけど、死角が近くにいるからね」


    「え！　マジか！」


    　以前と同様慌ててきょろきょろしてしまう。相変わらず周囲には何の変哲もない木々が並んでいるだけだ。幸いと言うべきかわからないが、俺たちの他ほかに人は見当たらない。


    「エビマヨ先輩落ち着いてください。すごい近くってわけじゃなさそうですから」


    　井波は当然だとして、藤村兄きよう妹だいもあまり普段と変わらず平然としていた。空気の読める奴やつらが羨うらやましい。


    「今までは何となくだったんですけど、場の空気を意識するとわかるものなんですね。なるほどこれが空気を読むってことなんですか。もっと近くに寄ればよりはっきりとわかりそうです」


    　藤村の言葉に無言で頷うなずいている少佐の様子を見る限り、今まで二人とも意識して死角に近づいたことはないのだろう。


    「うんうん。二人を連れてきてよかったよ。この感じを覚えておいてね。普段は無意識のうちに避さけているからこれほど近寄ることはめったにないと思うけど、距離がわかるようになったほうがいざってときに役立つから」


    「それでこれからどうするんだ？」


    「そうだなあ……もう少し近づいてからのりりんと中島君は待機かな。私とエビマヨ君は条件を満たして戦おうか」


    「待機って大丈夫か？」


    「できるだけ近い距離を経験して欲しいからねえ」


    「そうは言ってもなあ……」


    　二人の様子を窺うかがう。少し緊張しているようだ。


    「二人とも、もし急に死角が近づいてきたと感じたらすぐに逃げてね。何かあったらすぐに携帯に連絡するから」


    「……ちょい待ってくれ。みんなお互いに携帯の番号知っているのか？」


    　３人はタイミングよく一斉に頷うなずいた。


    「え？　俺だけ仲間外れ？　あれか？　空気読めない奴やつは番号も読めないってことか？　酷ひどいな。みんな酷いな」


    「いやいやエビマヨ君が待ち合わせ場所に来るの遅かったから。早く来ればそんとき一緒に交換したのに」


    「そうですよエビマヨ先輩。決してそのときエビマヨ先輩は携帯持ってなさそうだねあははーっていう話で盛り上がったりなんかしてないですから」


    「携帯電話……これはいいものだ」


    　いじける俺に三者三様のフォローをしてくれたつもりらしいが、誰だれ一人フォローになっていない気がする。


    「……まあいいや。とにかく俺の番号も教えるからな」


    　携帯を取り出し、全員と番号交換をする。


    「準備オッケーだね。それではもう少し近づきましょう」


    　井波は舗装された道から外れ、木々の間に向かって進み始めた。その後を３人がついていく。


    　辺りをぐるりと見渡すと、まっすぐ伸びた木々が何本も立ち並び、葉は青々と生い茂っていて地面に木こ漏もれ日がゆらゆらと揺れている。静かでやや薄暗く、漂う大気はしっとりひんやりとして心地よい。忙しい現代人にとっては心落ち着き癒いやされそうな空間だが、生あい憎にく今はそんな気分に浸っている余裕はない。


    「私も死角を見てみたいんですけど、ダメですか？」


    　藤村は死角を警戒しているのか、小声で囁ささやいた。


    「んー、それはちょっと難しいかもね。結構近づくことになるし、それにまだ１分息を止めるの無理でしょ？」


    　対して井波はいつもどおりに喋しやべるので何だか違和感がある。


    「そうですね。残念です……」


    　それでも声を潜める藤村。


    　一方その兄である少佐は沈黙を貫つらぬいていた。そういえば初めて会ったときに言っていたが、こいつもひょっとしたら死角を見てみたいと思っているのかもしれない。


    「ストップストップ。この辺でストップね」


    　井波は手を広げ、俺たちを制する。


    「それでは今から死角ボコボコフルボッコ作戦を決行します」


    「そんな作戦名だったんだ」


    「じゃ二人はここで待機しててね。私とエビマヨ君はもっと近くに行こうか」


    　３人はこくりと頷うなずく。


    　辺りは木々に囲まれているため視界が開けていない。あまり離れると、どこにいるかわかりにくいだろう。


    　井波は樹木の合間をゆっくりと歩き始める。俺はその後を忍び足でついていく。今回は俺も参加することを考えると、嫌でも緊張が高まる。あの変な機械もどきと対たい峙じし、条件を満たしてこの変なステッキで叩たたかねばいかんわけか。とてもじゃないが休日に女の子と公園でやることではない。


    　前を歩く井波が不意に足を止め、こちらへ顔を向けて、こくりと頷いた。どうやらここで条件を満たすようだ。井波はペットボトルを取り出し、以前と同じようにものすごい速さで飲み干していく。何度見ても飽きない。


    「……んー……！」


    　井波は飲みながら早くお前もやれと目で急せかしたので、俺は変なステッキを地面に置き、両手を付いて腕立て伏せをぐっぐと３回行う。


    　それにしても３回でいいなんて本当に楽な条件だ。これがもし30回だとつらいだろうし、３００回だったらおそらく無理だろう。そういえば俺は条件を知らないときに腕立て３回をやったことなかったのだろうか。条件を知らなくてもいつの間にか条件を満たしていたってことはないのだろうか。腕立て３回ぐらいやったことありそうな気もするが、あまり記憶にないので何ともいえない。後で井波にその辺のことを聞いてみるかな。


    　そんなことを考えながら俺はすくっと立ち上がる。


    「……」


    「……ふう、飲み終えたっと。エビマヨ君は条件満たした？」


    「……」


    「エビマヨ君？　まだなの？」


    「……なあ井波、前に俺って腕立て３回で条件満たしたよな？」


    「そりゃそうでしょ。え？　ひょっとして腕立て３回もできないの？　エビマヨ君てもしかして小学一年生？」


    　どういうことだ。


    　変わらない。


    　視界がいつもと一緒だ。


    　以前条件を満たしたときのように周囲が暗くならない。なぜだ。どうして。どうなっている。待て。落ち着け。そうだ。しっかりきちんと腕立てをやっていなかったのかもしれない。


    　再び両手を地面に付け、今度は深めに、慎重に腕立てを３回行う。


    「ちょっとエビマヨ君どうしたの？　死角は近くにいるんだからね」


    　立ち上がり、辺りを見渡すが、特に何も変化はない。


    「……腕立てやっても視界が変わらないんだ」


    「へ？」


    　井波は目を丸くする。


    「な、何で？　前に死角を見たって言ったよね？　条件満たしたはずだよね？」


    「それはそうなんだが、今日はなぜかわからないがダメなんだよ。何度やっても条件が満たせないんだ」


    「ちょっと何それ！」


    「何それと言われても」


    「いいから腕立てやって！　早く早く！」


    　急いで俺は手を付いてせっせと腕立てを繰り返すが、やはり何も変わらない。


    「はぁはぁ……も、もう３回どころじゃないくらいやっているんだが。う、腕が痛い……」


    「もうこうなったら３００回でも３千回でも腕立てやって！　腕がもげるまでやって！」


    　次の瞬間。


    　衝撃音。


    「きゃあ！」


    　井波の体が吹っ飛ぶ。


    　一瞬で俺の視界から消え去った。


    　井波。


    　何だ。


    　何だ。


    　どうした。


    　頭が真っ白になる。


    「い、井波！」


    　慌てて駆け寄る。


    　蹲うずくまったまま動かない。


    「…………うぅ……」


    　意識はあるようだ。


    　苦しそうにお腹なかの辺りを押さえている。


    　今のは何だ。


    　何が起こった。


    　いきなり何かに撥はねられたみたいな。


    　見えない何かに。


    「……死角か！　今のは死角がやったのか！　井波、死角はどこだ！」


    「………………」


    　井波は苦しそうに顔を歪ゆがめる。


    「おい！　しっかりしろ！」


    　まずい。


    　どうする。落ち着け。考えろ。


    　そうだ。


    　まずはあの二人を何とかしなきゃ。


    「藤村！　少佐！　二人とも遠くに逃げろ！」


    　大声で二人のいるほうへ叫ぶ。


    　急いで井波を両手で抱かかえる。


    「うわっ！　軽！」


    　体が小さいだけはある。


    　とにかく逃げなくては。


    　闇やみ雲くもに突っ走る。


    　くそ。


    　木が邪魔だ。


    　うまく走れん。


    　それに人一人抱かかえていたらさすがに厳しい。


    「……うぅ…………」


    「井波！　大丈夫か！」


    「……どっか隠れて……」


    「でも……」


    「こんな場所じゃ、追いつかれちゃう……それに、死角があの二人のほうに行ったら……」


    「……わかった」


    　ゆっくりと井波を立たせ、ひとまず近くの木の後ろに隠れる。とはいっても死角がどこから来るのかわからないので、ちゃんと隠れられているかどうか怪しいもんだ。


    「井波、怪け我がは？」


    「……少し休めば大丈夫……」


    　まだ苦しそうな表情をしているが、どうやら重傷というわけではなさそうだ。少しほっとする。


    「死角が近くにいるかわかるか？」


    　井波は辺りを見渡す。
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    「……私の見える範囲にはいないと思う。でも近くにはいるよ」


    　周りは木々に囲まれているため見つかりにくいだろう。だがそれも時間の問題だ。


    「のりりんと中島君は大丈夫？」


    「一応二人に向かって逃げろって叫んだけど、今どうしているかはわからないな」


    「そう……二人は抵抗する手段がないから心配だよ」


    「そうだな。それじゃあ……ところで死角って音に対して敏感に反応するのか？」


    「え？　んー……そうでもないよ。むしろ音には鈍感かな。動くものに対しては割りと反応するけど」


    「そうか。わかった」


    　俺は携帯を取り出し、登録したばかりの番号に掛ける。


    『はい藤村です』


    「藤村、今どこにいる」


    『エビマヨ先輩いきなり逃げろってどうしたんですか？　井波先輩は？』


    「まあちょっと予定変更だ。井波は一緒にいる。藤村は大丈夫か？」


    『はい。えっと、今死角からは少し離れたところにいます。どこだかわからなくて迷子気味ですけど』


    「そうか。無事ならそれでいい」


    『先輩達たちは大丈夫なんですか？』


    「ああ。大丈夫だ」


    『そうですか。ところで先輩達は今どこに？』


    「……あー……休憩中だ」


    『休憩中？』


    「じゃ、切るぞ」


    『へ？　あの……』


    　ややこしいことになりそうなので早めに切る。余計な心配をさせないほうがいいだろう。


    　次に兄のほうに掛けてみる。


    　だがなかなか出ない。何しているんだあのサングラス野郎。


    『私だ』


    「少佐！　無事か？」


    『問題ない』


    「今どこにいる？」


    『喫茶店だ』


    「……は？　何で？」


    『ダッシュで公園を飛び出て喫茶店に駆け込んだ。現在ティータイムを楽しんでいる』


    「何優雅なひとときを過ごしているんだ！　戻ってこい！」


    『無理だ』


    「何で？」


    『頼んだモンブランがまだ来ていない』


    「ケーキ食ってる場合かアホ！」


    『スイーツと言いたまえ』


    「うぜえ！　そんなことよりお前の妹がどこにいるかわかるか？」


    『わからない。私は脇わき目めも振らず真っ先に撤退したのでな』


    「このダメダメ兄貴！　サングラス砕け散れ！」


    　怒りにまかせてブチ切る。


    「二人とも無事……なのかな？」


    　苦笑いでこちらを見る井波。


    「ああ、大丈夫そうだ。アホの兄は心配する必要ないがな」


    　井波の体調も少しはよくなったようで、前より呼吸は安定している。


    「さて井波、これからどうする？」


    「んー……やるしかないでしょ。下へ手たに逃げるほうが危ないからね」


    「やるって……戦うのか？」


    「うん」


    「井波が？」


    「うん」


    「無理だろ。そんな怪け我がして」


    「大丈夫。もう動けるから」


    　井波は自分の体が動くか軽く確かめる。


    「うん。まだいけるよ」


    　とはいうものの、少し無理をしているようにも見える。


    「……でも井波はもう見えていない状態だろ？」


    　条件を満たしてからすでに３分ぐらい経たっているはずだ。


    「そうなんだよなあ。また水飲まないと……あ」


    「どうした？」


    「困った。一いつ升しよう瓶びんがないや」


    　さっき死角に吹っ飛ばされたときにどこかいってしまったのだろう。そういえば俺も変なステッキを置きっぱなしにしたままだ。


    「うーん、残ってる水はこのペットボトル一本か。武器もないし、これだけじゃなあ……」


    　腰に装着していた５００㎖の一本だけが無事だったようだ。


    「……井波はまた１・８ℓくらい飲んでも大丈夫なのか？」


    「うん。一日２回なら何とか条件満たせるよ。さすがに３回は厳しいかな」


    　辺りを見渡すが、こんな木々に囲まれたところに水飲み場なんてあるわけがない。


    「もし逃げるにしても、見える状態じゃなきゃ危ないしなあ。うーんうーん……」


    「水か……よし、まかせろ」


    　俺は再び携帯を取り出し、ボタンを押す。どっちに掛けるか迷ったが、おそらく藤村のほうが俺たちに近いところにいるだろう。


    『エビマヨ先輩またまたどうしました？　どこで休憩しているんですか？』


    「えーと……ちょっと今森林浴を楽しんでいるんだよ」


    『そうなんですか。井波先輩もですか？』


    「ああ。ところで藤村にお願いがあるんだが」


    『はいはい何でしょうか？』


    「俺は今ものすごい喉のどが渇いて渇いてたまらないんだ」


    『はあ』


    「なので飲み物を買ってきて欲しいんだが。でかいペットボトルで。１・５ℓな」


    『１・５ℓって随分と飲むつもりですね』


    「お、おう。喉カラッカラでな」


    『別に構わないですけど、二人は今どこにいるんですか？』


    「えーと……さっき藤村たちが待機してた辺り」


    『ええ？　そんなところにいて大丈夫なんですか？　死角の近くですよねその辺って』


    「それは……その……そういうプレイなんだよ」


    『プレイ？』


    「そ、そうそう。死角のスリルを味わいながら森林浴で体を癒いやすという高度なプレイなんだよ。飴あめと鞭むちプレイだ」


    『そうなんですか。さすがエビマヨ先輩です。ハイレベルすぎて私には理解不能ですけどすごいです。いつか私もそういうプレイを一緒に……』


    「まあそれはいいから、とにかく早くこっちに来てくれ。超特急で。ペットボトル忘れんなよ」


    『はい。わかりました』


    「あ、ついでに一つ聞きたいんだが」


    『何でしょうか？』


    「藤村の兄から連絡来たか？」


    『え？　あ、そうだ。すっかり兄さんの存在を忘れてました。何も連絡来てないですけど、兄さんは無事ですか？』


    「安心しろ。無事だ。向こうに連絡はしないでいいから。あと連絡来ても出ないでいいから」


    『はあ。よくわかりませんが無事だって言うならそうします』


    「じゃあよろしくな」


    『はい。すぐ行きますね』


    　ふぅと軽く息をつき、電話を切る。


    　それにしてもこの兄きよう妹だい、実は仲が悪いのだろうか。お互いもう少し気を遣えよ。


    「のりりんこっちに来させるの？　大丈夫かなあ」


    「なるべくこの辺には近づけさせないようにするよ……ところで死角はまだ近くにいるのか？」


    「うん。さっきより近いよ。私たちを捜しているのかもしれない」


    　まずいな。どうやら相手はこちらを逃がすつもりはないようだ。やはり見る目がある人を狙ねらってくるのは本当なのか。


    「死角の知能はどれくらいなんだ？」


    　ふと気になったので井波に尋たずねる。


    「んー……賢いなーと思うときもあれば、アホだなーと思うときもあり」


    　よくわからん。


    「そだなあ……ペンギンよりは賢いと思うよ」


    　よけいわからん。


    「そうだ知ってる？　ペンギンて意外と賢いんだよ。この前テレビでやってたんだけど、口に咥くわえた氷をアザラシの鼻の穴の中にぐいっと押し込んで、さらにかき氷のイチゴシロップを思いっ切り頭にぶっかけ……」


    「井波先輩！　エビマヨ先輩！　ペットボトル買ってきましたよー！」


    　そのとき腕をブンブン振って叫びながら、藤村が勢いよくこちらへ向かって走ってきた。


    「止まれ藤村！　そこでいい！　そこで待て！　そしてそんな大きいアクションをするな！　じっとしてろ！」


    　はしゃぐ藤村を慌てて咎とがめる俺。


    「えー何でですか？　私もプレイに参加したいんですけど。それにしてもその辺かなり危ないですよー。空気最悪ですよー。スリル満点ですねー！」


    　楽しげに笑う藤村。


    　こっちは笑えないんだが。


    「このプレイはまだ藤村には早い。とりあえずペットボトルを、そこからこっちへ全力で投げろ」


    「はーい……んー、届くかなあ。よっと！」


    　藤村は全身を使ってぽいっと放り投げた。


    　だが案の定こちらまでは届かず、数メートル手前でボスンと落ちてしまう。


    「すいません届きませんでしたー」


    　そう言いながら藤村は落ちたペットボトルに向かって走り出そうとする。


    「待て！　それでもういいから！　こっち来んな！　帰れ！」


    「ええ？　エビマヨ先輩さっきから様子がおかしいですねー。井波先輩もずっと黙っていますし、まさか何か悪い悪いた戯ずらしてるんじゃないでしょうねえ？　ダメですよー、未成年が無茶なことしちゃ」


    「いいから早く戻れ！　兄貴とグラサンショッピングでもしてろ！」


    「うーん。どうしよっかなあー」


    　くそう用事が済んだら素早く追い払うつもりだったのに、逆に興味を抱かせることになってしまうとは。普段はアホの子みたいに人の言うことを聞くのに、何でこんなときに限って食いつきがいいんだ。こんなことしてる場合じゃないのに。


    「井波、あいつなんとかならないか？　俺よりも井波の言うことのほうが聞くだろ」


    「わかった、やってみる」


    　井波は顔だけ藤村のほうへ向け、諭さとすかのように話を切り出す。


    「のりりん、あの、私たちのことは放っておいて先に戻っていいから。別にその、特に問題とかないから。ね？」


    「えー？　井波先輩大丈夫ですかー？　私心配ですー。エビマヨ先輩が何か変なものをぐにぐにし始めたら素早く逃げたほうがいいですよー。もう一緒に逃げましょうよー」


    　井波が言っても戻らんとは。


    「……うぅ……こうなったら……」


    　井波は一瞬戸惑うような仕草をしたが、ぐっと何かを決心し、突とつ如じよ勢いよく叫んだ。


    「のりりん！　ご、ごめん！　私今ここから動けないの！　そ、その、かなり恥ずかしい姿になってて！」


    「ええー！」


    　俺も藤村も同時に声を上げる。


    「そ、そそ、それは失礼しました井波先輩！　まさか本当に楽しんでいらっしゃるとは！　で、では邪魔者はこの辺で退散します！」


    　割りと遠い距離からでもはっきりとわかるくらい真っ赤な顔をしながら藤村は猛スピードで去っていった。


    「……」


    「……」


    「……えっと、うまくいったね、エビマヨ君……」


    「……あ、ああ。そうだな……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「……」


    「…………その……」


    「……ペットボトル回収してくる……」


    「あ、う、うん……」


    　妙に気まずいので俺はその場から逃げるかのように、匍ほ匐ふく前進でずりずりペットボトルへ向かっていった。あの場にいたら妙な気分になってしまい、妙なことを言ってしまい、妙なことになってしまいそうだ。


    　だが残念ながら今はそんなことをしている場合ではない。楽しんでいる最中に死角に攻撃されてしまっては楽しくない。


    　藤村の投げたペットボトルは、幸いにもこちらに転がってきていたおかげで、すんなりと辿たどり着くことができた。後はまだ死角に気づかれていないことを祈りつつ、ゆっくり手を伸ばす。


    「……よし。早く持って帰って……ん……？」


    　ペットボトルを無事回収、したのだが。


    　再びずりずりと匍匐前進で井波の元へ戻る。


    「やったねエビマヨ君」


    　井波はまだちょっと恥ずかしそうにしていたが、神妙な顔をして戻ってくる俺に何か疑問を感じたのだろう。少し不安そうな表情に変わる。


    「……エビマヨ君どうしたの？」


    「藤村め……」


    「え？」


    「あいつ、何でよりにもよってコーラ買ってくるんだ！」


    　しゅわしゅわ泡立つ黒い液体の入ったペットボトルを井波の目の前に差し出す。


    「え？　えええ！」


    「しかもぶん投げたせいで絶対吹き出すじゃねえか！　くそう水だって言うのすっかり忘れてた！」


    「だ、大丈夫！　コーラでも大丈夫だから！」


    　勢いよく蓋ふたを開ける井波。


    　同時にブシューと中身が勢いよく飛び出る。


    「わあああ！　あわわわわわ！」


    「お、落ち着け井波！　早く飲んじゃえ！」


    「う、うん！」


    　ぐいっとペットボトルを逆さまに傾かたむけ、ものすごい勢いで流し込んでいく。


    「す、すごいぞ井波！　炭酸でもいけるのか！」


    「ぶふぅー！」


    　思いっ切り盛大に吹き出した。


    「って無理なのかよ！」


    「ゲホッ！　や、やっぱダメ！　炭酸苦手！　ゲホッゲホッ！」


    「さっき大丈夫って言ったろ！」


    「いや、水じゃなくても、す、水分なら大丈夫って意味で、ゲホッ」


    「しっかりしろ。まったく無茶しやがって」


    　とりあえず拭ふくものはポケットティッシュぐらいしかないが、これで何とかしよう。


    「……ご、ごめん……でも、せっかくのりりんが買ってきてくれたし、それに、エビマヨ君と……ゴホッゴホッ……」


    「いいから喋しやべるなって。少し落ち着け」


    　しばらく咳せき込む井波の背中をさすってやることにする。効果があるのかわからないが。


    　それにしてもさらにまずいことになった。


    　今の騒ぎで死角に場所を察知されたかもしれない。再び藤村を呼び戻すのも今となっては難しい。


    「どうしようかエビマヨ君……」


    「……大丈夫だ。安心しろ。まだあの男がいる。困ったときにいつも頼りになるあの赤い男が！」


    「中島君が頼りになったことって今まであったっけ？」


    「まあ、はっきり言ってないけどな。とにかく何とかするさ」


    　懐ふところから携帯を取り出し、少し躊ちゆう躇ちよしたが、番号を押す。


    　これからやることはリスクを伴う。


    　犠牲者が出るかもしれない。


    　だが、やるしかない。


    『私だ』


    「少佐！　大変だ！」


    『どうした』


    「藤村が死角のいる辺りでいなくなったんだ！」


    『何……本当か……？』


    「ああ。電話をしても出ないんだ。少佐はどうだ？」


    『ついさっき私も掛けたが出なかった……まさか……！』


    「今俺たちも捜してるんだけど見つからないんだよ！」


    『ちぃぃ！　あいつ……！』


    「とにかく少佐も急いで来てくれ！　さっき待機していた辺りをうろちょろしてくれ！　うろちょろだぞ！」


    『了解した！　すぐに戦地へ向かう！』


    　プッと電話を切る。


    「ふぅ。これでよしっと……」


    「中島君こっちに来るの？」


    　俺はニヤリと笑う。


    「ああ……来るよ。死角の餌えさとしてな」


    「……え？」


    　井波の顔色が変わる。


    「ま、まさか中島君を生き餌えにして私たちは逃げちゃおうって言うの？」


    「あいつも少しは役立つもんだな」


    「エビマヨ君！」


    「後でサングラスぐらいは拾ってやるか」


    「ダメだって！　もう！」


    「真っ先に逃げるような奴やつはこういう目に遭ったほうがいいんだよ」


    「むむむ！　酷ひどい酷い！　人でなし！」


    「フフン」


    　冷酷な笑えみを浮かべる俺を井波が鋭く睨にらみつける。


    「……なーんてな」


    　いかんいかん。ついつい悪役に浸りすぎてしまった。


    「へ？」


    　井波は目を丸くする。


    「そうしたいのは山々なんだけど、そいつの妹が悲しむ姿を見たくないからな。生き餌は食われないよう生きたまま帰ってきて貰もらうつもりだ」


    「え？　え？　でも、どうやって？」


    「戦うんだよ」


    「誰だれが？」


    「それは……うわ、速っ！　もう来たか！　３割増しは伊だ達てじゃない！」


    　遠くから赤い物体がぐんぐんとこちらへ向かってくる。


    「清きよ菜なー！　どこだ清菜ー！　返事をしろ！　ちぃぃ！」


    　叫びながらあっという間にどっかへ行ってしまった。


    　それにしても意外と妹想おもいな奴だ。先ほど真っ先に逃げた奴とは思えん。だがこれは好都合だ。できるだけ派手に動き回って貰ったほうがいい。


    「井波、空気を読んでくれ」


    「え？　ちょ、ちょっとまって……さっきより死角は離れたかも……」


    　よし。


    　俺は勢いよく立ち上がり、地面を蹴ける。


    「ちょっとエビマヨ君どこ行くの！　危ないよ！」


    「一いつ升しよう瓶びんを取ってくる！　井波はそこで待ってろ！」


    　木々の間を素早く走り抜ける。


    　大丈夫。


    　大丈夫。


    　落ち着くんだ。


    　少佐は全身真っ赤で目立つ存在。


    　対して俺は目立たない半端もん。


    　死角は必ず少佐を追いかけるはずだ。


    　後は時間と運の問題。


    　さっき井波がやられた現場まであと少し。


    　走れ。


    「どこだ……早く……！」


    　一升瓶が見当たらない。


    　この辺のはず。


    　くそ。


    　景色が似ててわからん。


    　焦あせるな。


    　恐怖。


    　見えない恐怖。


    　何も感じることができない恐怖。


    「どこだ！　どこいった！」


    　俺のいた場所を思い出せ。


    　井波が吹き飛ばされた位置を思い出せ。


    　衝撃。悲鳴。消失。井波。死角。


    　どこだ。わからない。一升瓶。一升瓶。見つかんねえ。地味なんだよ。目印。何か目印は。


    　きらりと何か光る。あれは。


    「変なステッキ！」


    　ここから確か、あっちだ。


    「あった……！」


    　一いつ升しよう瓶びん。中身も無事だ。


    「エビマヨ君！」


    　井波。何で。


    「待ってろって言ったろ！」


    　走ってきたのか。怪け我がしてるってのに。まったく。


    「早くそれをこっちに！」


    「ああ！」


    　一升瓶を投げる。


    　井波は受け取ると同時に蓋ふたを開け、瓶を真上に掲げる。


    　速い。


    　ペットボトルの比じゃない。


    　溢あふれ出る中身。


    　一気に飲み干す。


    　そして一升瓶を思い切り振りかぶる。


    「エビマヨ君伏せて！」


    　こちらに勢いよくぶん投げた。


    「何！」


    　ギリギリで躱かわす。


    「危ねえよ！」


    　後方から金属音。


    　前に聞いたことがある。


    「あ、今当て……」


    　今度は井波がこちらに突進してきた。


    「エビマヨ君伏せて！」


    「またか！」


    　ぐえ。


    　俺を踏み台に。


    　小さい体が宙を舞う。


    　放り投げた瓶を空中でダイレクトキャッチ。


    「やああ！」


    　そのまま振り下ろす。


    　何もない空間。


    　何かと衝突。


    　再び金属音。


    　遅れてゆっくりと何かが崩れ落ちるような音が鳴り響く。


    「はぁ、はぁ……」


    「……井波、やったのか？」


    「…………」


    　井波は返事もせず、おもむろに地面へ倒れ込んだ。


    「井波！」


    　慌てて駆け寄る。


    「大丈夫か？　しっかりしろ」


    　ぐっと井波を抱き抱かかえる。


    「……大丈夫……水を急いで飲みすぎたせいかな。ふらっときただけ……」


    「よかった……無理しすぎだぞ」


    「うん。あ、そうだ、死角はばっちり壊したよ」


    「そうか。よくやったぞ井波」


    　ようやく井波の笑顔を見ることができた。このとき初めて心から安心できた気がする。同時に疲れがどっと出てきた。今日は本当に疲れたな。いろいろありすぎた。帰ったらネットなんかやらずに早く寝よう。そういや本当なら昼ひる頃ごろまで寝ているつもりだったのにな。それにしても何でこんなに必死になったんだろうか。いや、そうでもしなきゃ納得がいかなかったのだろう。


    「……で、エビマヨ君……あの……」


    「……ん？　何だ、どうした？」


    「だから、その、死角は壊したから……もう大丈夫なわけで」


    「うん。そうか」


    「それで、私も大丈夫なわけで……」


    「うん。そうか」


    「だから、あの……いつまでこうやっているのかと……」


    「うん。そうか……え？」


    　あれ。


    　そういやずっと抱き抱えたままだった。


    「……」


    「……」


    「清菜！　清菜ー！　いないぞ！　どこだ！　ちぃぃぃ！」


    「うわあ！」


    　二人して飛び跳ねる。


    　赤い男のことをすっかり忘れてた。まだ捜しているのかよ。くそうなんて空気の読めない男なんだ。いや、あいつは空気が読めるのか。空気が読めないのは俺だった。


    「ええいややこしい！」


    「わわ！　急に叫んでどうしたのエビマヨ君！」
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    　普段の授業はろくに話も聞かずにぼーっとしたり寝てたりしている俺にとって、試験の１週間前の期間は砂漠における水筒並みに貴重だったりする。俺は普段全力を出してないけど出したらすごいんだぞと思っているが、少し訂正しよう。


    　勉強に関していうなら、全力でやっても全然できない。高校受験の際、熱心にやった時期もあった。だが大した成果は出ず、なんとかぎりぎり現在の高校に受かることができたぐらいで、それもほとんど奇跡に近い。


    　それからもういい成績を取ることは諦あきらめているのだが、さすがに赤点や追試は避けたかったりする。なのでこの中間テスト１週間前から試験範囲の内容を無理矢理詰め込むという、いわゆる一夜漬け作戦を一年生のときから行っているわけだ。思い切りその場しのぎのやり方だが、一応今のところ赤点や追試はない。


    　この調子で、もしかしたら大学受験も運がよければ意外にすいすいっと合格してしまうかもしれない。だが、残念ながら世の中そんな思いどおりにいかないってことは、高校生にもなれば嫌でもわかる。可能性が無限にあるなんて思っていられるのは、何もしていないうちだけだ。


    　結局、嫌なことを避さけ続けても、いずれどこかで破は綻たんしてしまうのだろう。


    　砂漠で水筒を平気な顔してぶんどった挙句、ラクダで背中をぎゅーっと踏みつけて行くような奴やつがいるってことだ。


    



    「えー、久しぶりにメンバー全員揃そろったということで、今日のオカリナ部の部活はみんなで会議をしまーす」


    　狭苦しい部室に４人が揃う中、井い波なみがわーと拍手する音だけが空むなしく響く。


    「議題はエビマヨ君の条件についてです」


    「井波君、その前に一ついいかね？」


    「はい中なか島じま君。何でしょうか？」


    　少しよう佐さはサングラスを外さず少しずらし、隙すき間まから俺を睨にらみつける。


    「この男を軍法会議にかけたいのだが」


    「うーん。後でね」


    「井波先輩、私も一ついいですか？」


    「はいのりりん。何でしょうか？」


    　藤ふじ村むらは普段は掛けていないメガネを外さず少しずらし、隙間から俺を睨みつける。


    「エビマヨ先輩に問い質ただしたいことがあるんですけど」


    「うーん。後でね」


    「井波、俺も一ついいか？」


    「却下」


    「うそ！　内容すら聞かなかったよ！　俺も何かずらしたかったのに！」


    　そもそもテスト前だからすぐ終わるよとか井波が言ったからわざわざ部室に来たってのに、この雰囲気は何だ。なぜか全員が俺を憎々しい目で見てやがる。部室が狭い分、憎しみオーラの密度が濃い。３人分も集まれば空気が歪ゆがむ。どうやら俺は井波に完全に騙だまされたようだ。みんなで俺のことをよくしなる鞭むちでビシバシと叩たたこうって魂胆に違いない。いったいなぜだ。俺は悪いことなんか何一つやっていないはずなのに。


    「ちょい待てお前ら。この雰囲気は何だ。まるで俺が冷徹で残ざん虐ぎやく非道な悪の親玉じゃないか。俺が何をした。言ってみろ」


    　といった感じに少し強気に出てみたが、３人ともまったく怯ひるむことはなく、むしろ憎しみオーラが増したような気さえする。何すっとぼけているんだこのエビマヨ野郎という声が今にも聞こえてきそうだ。


    「では私から言おうではないか」


    　少佐は、ずらしたサングラスを元に戻したが、おそらくまだ俺を睨み続けているに違いない。


    「貴様はこの前公園で私を罠わなに嵌はめ、危機に晒さらした。裏切り者は軍の規則により死刑だ」


    　少佐は容赦なく俺にビシッと指を差して言い放った。


    「あーあれは悪かったよ。ごめんごめん」


    「ごめんで済むならボビー良よし男お中ちゆう尉いは宇宙の塵ちりにならなかった！」


    「ボビー良男って誰だれ？」


    「あの日、私は暗くなるまで妹を公園の隅々まで捜し回っていたのだ」


    「え？　そうだったの？　どっかいなくなったから先に帰ったと思ってたよ」


    「そして家に帰ったら妹はソファーですやすや眠っている。さらに夕飯は片付けられている。果てにはシャワーが故障して水しか出ない。それもこれも全部貴様のせいだ！」


    「全部違うと思うけどなあ」


    「ぬうぅぅ小こ癪しやくな……！」


    　少佐はサングラスを外し、ぎゅううと力強く握っている。危ないから落ち着け。割れる割れる。


    「なあ井波から少佐に何か言ってやってくれないか？」


    　井波も藤村も二人ともあまりこの話に興味はなさそうだった。藤村なんてふわーと欠伸あくびをしている。


    　井波はどうでもよさげにこちらをちらりと見た。


    「んー？　えーと何だっけ？　エビマヨ君が中島君のことを活いきのいい餌えさみたいなこと言ってたような」


    「おおい！」


    「貴様！　やはり俺を囮おとりに！」


    「あああ違う違う！　言ってないって。あれ、いや待てよ。そういやそんなことを言ったような」


    「ちぃぃ！　許さん！　許さんぞ！」


    「あああ違う違う！　そういうことじゃなくて、ほら、服が赤いからおいしそうに見えるって意味だよ。まあ何のフォローにもなってないけど」


    「ええいもういい！」


    　少佐は立ち上がり、腕をブンと横に振る。


    「帰れ！　貴様に妹はやらん！」


    「ええー！」


    　藤村と井波は驚いて同時に立ち上がる。


    「エビマヨ先輩、いつの間に娘さんを僕にください的な展開になったんですか？　まったく話を聞いてなかったので詳しく教えてください！」


    「エビマヨ君いつの間に婿むこ養子になる決心したの？　まったく聞いてなかったので詳しく！」


    「知らん知らん。藤村兄がおかしいだけだ。いいから落ち着け。そしてお前らの言ってる意味もわからん」


    　だが３人とも俺をものすごい目つきで睨にらむのを止やめない。どうやら完全に俺が悪者のようだ。受け取った賄わい賂ろでフグとか食べる政治家だ。何でこんな目に遭っているんだ俺は。泣きたい。とにかくことの発端である少佐の怒りを静めなければ。


    「ひとまず落ち着いてくれ少佐」


    「黙れ外げ道どう！」


    「悪気はなかったんだってば」


    「貴様、この期ごに及んでまだ言うか！」


    「ええとあれだ、あれだよ、あのとき頼れる奴やつは少佐しかいなかったんだよ」


    　その瞬間、怒りに震えていた少佐の動きがぴたりと止まり、もう少しで割れそうだったサングラスをすっと掛け直した。


    「……ほう、頼れるか……頼れるね……うむ……そうか……」


    「う、うん、そうそう。やっぱりいざってときに頼りになる男だよな少佐って。本当に助かったよ」


    「なに、大したことではないさ」


    　クールに笑えみを浮かべる少佐。どうやらあっさり機嫌は直ったらしい。アホでよかった。藤村と井波はよくわかってないのかきょとんとしているが、とりあえず座って傍観している。何とかこの場は収まったようだ。


    「少し興奮しすぎていたようだ。悪かったねエビマヨ君」


    「いやいやわかって貰もらえてよかったよ少佐」


    「君になら任まかせていいかもしれないな」


    「ああ、任せとけ……って何を？」


    　サングラスをすっと外し、珍しく柔和な表情でこちらを見据えた。


    「妹をよろしく頼む」


    「ありがとうございますお兄さん……ってどんな展開だ！」


    　思わずノリツッコミしてしまった。


    「やっぱりそういうことなんですかエビマヨ先輩！」


    「やっぱりそういうことなんだエビマヨ君！」


    　二人が再燃してしまう。アホの兄めよけいなこと言いやがって。


    「そうじゃなくてほら今のノリツッコミだから。ね？」


    「そんなことではごまかされませんよエビマヨ先輩！　こうなったらますますこの前のことを問い質たださなければなりませんね！」


    　藤村がえらく憤慨しておられる。


    「今日、藤村の掛けてるメガネって伊だ達てだよな。レンズ入ってないし。何で掛けてるの？　個人的にはメガネしてないほうがいいなあ」


    「そんなことではごまかされませんよエビマヨ先輩！　こうなったらますますこの前のことを問い質たださなければなりませんね！」


    　ダメか。普段ならごまかせそうなもんだが、今回は同じセリフをくり返すくらい問い質したいようだ。とはいえそんなことを言いつつも掛けているメガネを律りち儀ぎに外している様子から、まだ邪悪な意志に完全に乗っ取られたわけではなさそうだが。


    「わかったわかった。藤村は俺に何が聞きたいんだ？」


    「私もこの前の公園でのことです」


    「そうか。どんなことだ？」


    「エビマヨ先輩はあのとき井波先輩に何をしたんですか？」


    　ぴたりと固まる。


    　井波も固まっているようだ。


    「……いや、あれは別に、何もしてないぞ、うん。コーラ飲んだだけだ。つうかコーラ買ってくんなよ。えらい目に遭ったんだぞ」


    「何もしてないわけないじゃないですか。エビマヨ先輩は変でしたし、井波先輩の様子もおかしかったような……あ！　やっぱり本当は犯罪的な行為だったんじゃ……」


    「違う違う。あんな死角のいる場所じゃ危なくてそれどころじゃないだろ」


    「嫌がる井波先輩を無理矢理ああしてこうして挙句の果てにぐいぐいーってして、このことを黙ってないと画像をネットにアップしてお祭り騒ぎにしちゃうぞとか言って脅迫してぐいぐいーってして……」


    「違う違う！　あーもう、井波からも何か言ってやってくれ」


    　井波は何やらむーと考え込んでいるが、やがて少し照れた様子で呟つぶやいた。


    「そういえばあのとき、エビマヨ君がいつまでも抱き抱かかえて、私が言ってもなかなか離さなかったような……」


    「おおい！」


    「やっぱり犯罪だったんですね！　何てことですかエビマヨ先輩！　兄にあんな約束をしておきながら犯罪に走るなんて！　私は非常に悲しいです！」


    「あああ違う違う！　抱き抱えたりしてないって！　あれ、いや待てよ。そういや抱き抱えたりしたような」


    「これはもう通報です！　御用です！　撮った画像も全部没収です！　エビマヨ先輩なんて取調室でカツ丼どんでもペペロンチーノでも何でも食べればいいんですよ！」


    「あああ違う違う！　抱き抱えたりしたけどそれはシーンが違うというかタイミングが違うというか雰囲気が違うというかだな。ああ自分でも言ってる意味がわからない」


    「いいから早くエビマヨ先輩の携帯をこちらに渡してください。どれだけ恥ずかしい画像なのかチェックしてあげますから」


    　井波に助けを求めようかと思ったが、さっきからぼーっとしたりくねくねしたりしてて役に立ちそうもない。少佐は自分の用事が終わったせいか、まるで我関せずの構えで傍観に徹している。もはや俺だけで何とかするしかない。何かいい手は。


    「ま、待て藤村！　携帯なんかよりもっといいものをやろう」


    「いいもの？　ははーん今度は買収ですかエビマヨ先輩。甘いですね。私はものに釣られたりなんかしませんよ」


    　ふふふと得意気になる藤村を尻しり目めに俺は席を立ち、部屋の隅に立てかけておいたものを手に取る。


    「ほれこれだ。藤村にやるよ」


    「……え？　そ、それは魔法少女ステッキ！　本当にくれるんですか？」


    「ああ。やっぱりこれはお前が持つべきだよ。受け取れ」


    「あ、はい。それでは遠慮なく……」


    　ついさっきまでお冠かんむりだったことも忘れ、藤村は棒を掲げて夢見る少女のように目を輝かせている。


    「ほわあぁぁぁ……」


    「うむ。よく似合うぞ藤村。素敵だ。かわいい。キュート」


    「そ、そうですか？　恥ずかしいなあ止やめてくださいよもう」


    　照れながらもにこにこしてステッキをふりふりする。どうやら相当気に入ったようだ。


    「どうだ藤村、こんな俺が犯罪行為をするわけないだろ？」


    「そうですね。確かにそのとおりです。エビマヨ先輩は犯罪行為をするような人じゃないですよね。プリティー・ドメスティック・フラーッシュ！」


    　ビッシーっと決めポーズのようなものをとる藤村。こいつらやっぱり兄きよう妹だいだな。アホなところがそっくりだ。それにしてもへんてこステッキを回収しといてよかった。まさかこんなところで役立つとはなあ。これで何とか乗り切れたようで一安心だ。


    「エビマヨ君……！」


    　しまったまだ井波がいたんだった。ぷるぷると震えている。やばい。


    「何でステッキをのりりんにあげちゃうの！　せっかくエビマヨ君用に作って貰もらったのに！　もう！　もうもう！　エビマヨ君のバカ！　アホ！　ペペロンチーノ！」


    「ま、待て、落ち着け井波。ペペロンチーノは悪口じゃないぞ。それにあのステッキは俺にはもう必要ないだろ」


    「何で何で！　必要でしょ！　あれで死角をぶっ叩たたくんでしょ！」


    「いやだってほら……俺、条件満たせなかったから……」


    「……あ」


    　井波の動きがピタリと止まる。


    「エビマヨ先輩の条件が満たせないってどういうことですか？」


    　楽しそうにステッキを振っていた藤村も話に参加してくる。


    「そういえばあのとき公園で何が起きたのか、まだ聞いていないな」


    　続いて少佐も沈黙を破り参加してくる。


    「うーん、それがねえ……」


    　井波は二人にあのとき俺が何度も腕立てしても死角が見えなかったことを説明した。


    「そんなことがあったんですか……」


    「ふむ……」


    　二人は腕を組み、あれこれと思索しているようだ。


    「そもそも今日みんなに集まって貰もらったのは、このことについて考えて欲しかったからなんだよねえ。どうしてエビマヨ君は条件を満たせなくなっちゃったんだろ」


    　井波も同様にむーと頭を抱かかえて考え込んでいる。


    「エビマヨ先輩が前に腕立て伏せ３回で条件満たしたことは間違いないんですよね？」


    　藤村がステッキで俺を差しながら言った。


    「ああ。それは間違いない。腕立てのやり方も至って普通だったはずだ」


    「今回腕立てしたとき、少しも変化は感じなかったのか？」


    　少佐がサングラスの柄えで俺を差しながら言った。


    「ああ、何も。一度体験したからわかるんだが、条件を満たしたらすぐ視界の変化に気づくはずだ」


    　二人は再びうーむと悩みだす。


    「井波、今までこういったような前例はないのか？」


    「私は聞いたことないなあ。そもそもエビマヨ君は少し特殊だからねえ。普通のケースに当てはまらないんだよ」


    「むぅぅ……」


    「見る目がある人なのに空気は読めないわ条件は満たせないわでこのままだとまったく役立たずになっちゃうなあ」


    「むぅぅぅぅ……」


    　自分でもそう思っていたが、改めて人に言われるとショックだ。役に立たない上に死角に攻撃されてしまうなんて最悪としか言いようがない。


    「ま、大丈夫だよ。何とかみんなで原因を探さぐり当てましょう。そういうときのためにこのオカリナ部があるんだよ」


    　いつものように気楽に言ってくれる。ありがたいやら悲しいやら。


    「はいはーい。私いい案を考えましたよ井波先輩」


    　藤村が元気よく手を伸ばした。


    「はいどうぞのりりん」


    「腕立てがダメならバーベルとか何か重いものを持ち上げてみるのはどうでしょうか」


    「ほうほう。いいですねえ。やるなあのりりん」


    「えへへ」


    　それって趣旨が変わっているような、などと突っ込もうかなと思っていた矢先にいきなり井波は部室の扉をバンと飛び出て行く。


    「はい。エビマヨ君どうぞ」


    「……どうぞって……」


    　すぐに戻ってきたかと思えば、重量感たっぷりのバーベルを持ってきやがった。


    「こんなもの何ど処こに置いてあったんだ？」


    「ウェイトトレーニング部から借りてきたんだよ」


    「そんな部がこの学校にあったんだ。知らなかった……」


    「そんなことより早く持ち上げて。３回ね。３回」


    　俺は嫌々ながらも席を立ち、バーベルを見下ろす。井波は先ほどすんなりと持ち運んでいたが、どれくらいの重さなのだろうか。両端に装着された円形の重りの大きさから考えて、そう簡単に持ち上がりそうもない。


    　とりあえずバーベルのグリップを握り、ぐっと力を入れ、持ち上げようとしてみる。だがまるで動く気配はない。


    「ふんぬ……！」


    　腰を落とし、全身の筋肉を絞り出すように全力で力を込める。ダメだ。ピクリともしない。それどころか腰がピキピキしだした。


    「……はぁ！　む、無理……体が壊れるよ……」


    「だらしないなあエビマヨ君。じゃあ違うやつにしようか」


    　井波はバーベルをぐいっと持ち、部室から出て行く。前から思っていたが、あいつ力だけは常人離れしているような気がするんだけど。


    「……なあ、井波の筋力って普通じゃないよな？」


    　この兄きよう妹だいはそこんところ疑問に思わないのだろうか。


    「エビマヨ先輩が鍵かぎっ子で末っ子でもやしっ子なんですよ」


    「君はもっと鍛きたえるべきだ。ここは戦場だぞ」


    　くそう兄妹揃そろって俺を軟弱者扱いしやがって。


    「ほいエビマヨ君。これならいけるでしょ」


    　井波が次に持ってきたのは、小さめのダンベル二つであった。これなら３回くらい問題なさそうだ。


    「よっと」


    　ダンベルを持ち、まず肩の辺りまで持ち上げる。そのまままっすぐ上げたり下げたりする動作を３回繰り返す。


    「どう？　条件は満たせたっぽい？」


    「……ダメだな。何も変わらない」


    　部室の窓から外を見るが、視界はあのときのように暗くはなく、いつもどおりである。


    「ダメでしたか……すいませんエビマヨ先輩お役に立てなくて……」


    　藤村が肩を落とす。


    「いや、気にするな藤村。こういう案を出していけばそのうちうまくいくかもしれないからな」


    「そうだねエビマヨ君。よし、じゃあ次いってみようか。何かいい案ある？」


    　井波がみんなに尋たずねると、不意にすっと手を挙げる男がいた。


    「お！　中島君どうぞどうぞ」


    　こいつも話し合いに参加する気あるんだ。てっきり俺のことなんかどうでもいいのかと思っていた。意外にいい奴やつだな。


    「いったいどんな案だ？」


    　少佐はサングラスをすいっと外し、俺に視線を向け言い放つ。


    「ロウソクを体に垂らしてみてはどうか」


    「なぜ！　唐突すぎる！」


    　全然いい奴じゃなかった。


    　だがなぜか井波は大きく頷うなずいている。


    「ほうほう。いいですねえ。やるなあ中島君」


    「フフ」


    　よくないだろ。どう考えてもよくないだろ。スイカに醤しよう油ゆをかけるくらいよくないだろ。などと思っているうちに再び井波はバスンと部室から飛び出ていき、一瞬で戻ってきた。


    「じゃあエビマヨ君、服脱いで」


    「……ちょい待て。どこにあったんだそんなプロ仕様の図太いロウソク」


    「ＳＭ部から借りてきたんだよ」


    「うそだ！　さすがにそんな部ないだろ！」


    　だが井波は俺の話も聞かずに淡々とロウソクに火をつける。少し嬉うれしそうに見えるのは気のせいだろうか。


    「ほらほら早く服脱いでよ。上着だけでいいから」


    「待てって。ロウソクは条件と関係ないって。おい藤村からも止めてくれ」


    「エビマヨ先輩、もしかしたらってこともありますからやったほうがいいですよ。いや、ぜひやるべきです。ふふ……」


    「ふ、藤村……？」


    　藤村の顔を見てぎょっとする。こいつも井波と同様に妖あやしい笑えみを浮かべていやがる。


    「往生際が悪いなあ。そうだ中島君、ちょっとエビマヨ君の服を無理矢理剥はぎ取って……」


    「あわー！　わ、わかったわかった。脱ぐから。自分で脱ぐから」


    　それは非常に危険な予感がしたので、慌てて上着を脱ぎ捨てる。俺一人だけ上半身裸って何だか少し恥ずかしい。


    「ふぅ……これでいいんだろ。まったくなんでこんなことになうぎゃあ！」


    「どうエビマヨ君？」


    「おいいきなり垂らすな！　熱いだぎゃああ！」


    「どうエビマヨ君？」


    「ストップ！　ストップギャアアア！」


    「どうエビマヨ君？」


    「待て待て待ってくれ！　ホント熱いんだって！」


    「井波先輩！　待ってください！」


    　藤村が井波の前に立ちはだかる。


    「ハァハァ……あー熱かった……悪いな藤村、助かったよ……」


    「私にもやらせてください！」


    「ってお前もか！」


    「うんいいよ。はいのりりん」


    　ロウソクを受け取り、揺らぐ炎を見て恍こう惚こつとしている藤村。こいつはやばい。目つきが完全にいたぶりモードだ。


    「なあ藤村、落ち着いて聞いてくぎゃあ！」


    「どうですかエビマヨ先輩？」


    「なんでお前もいきなり垂らすんだっちゃあああ！」


    「どうですかエビマヨ先輩？」


    「しかもそんな嬉うれしそうにゃぎゃああああ！」


    「どうですかエビマヨ先輩？」


    「ま、待ってくれ、た、頼むから。何も変わらないって……はぁ……あっつー……」


    「ハッハッハッ」


    　少佐は優雅に手を叩たたいて笑っている。ふざけやがってこのグラサン野郎め。確実にぶちのめす。いつか必ずサングラスのレンズ外して赤と緑のセロファン張って３Ｄメガネにしてやる。


    「ふぅーやっぱりダメでしたね。とても残念です」


    　ぜんぜん残念そうには見えない藤村。むしろ晴れやかな笑顔になっている。


    「ああ楽しかった。ほらエビマヨ君いつまで裸になってるの。さっさと服着てね。それじゃあ次いこー」


    　涙目で体に付いたロウソクを落とし服を着る俺。いい加減怒っていいんじゃないのだろうか。俺がそんな下した手てに出る必要ってあるのだろうか。いや確かに半端もんの役立たずだけどさあ。そこまでしなくたっていいじゃないの。


    「次。次の意見ある人ー？」


    　藤村も少佐も他ほかに案はないらしく、井波の問い掛けに反応しない。


    「何もないの？　エビマヨ君は何かない？」


    「いや俺は……」


    　待てよ。冷静になれ。例えばここで無茶なことを言ってみるとする。だがそれでもさっきみたく無理矢理実行するのでは。よく考えろ。それを逆手に取るんだ。そう。今度こそいけるぞブルマ。孔こう明めいはこう言った。じっくりとブルマを眺めれば条件を満たせそうなり。しかもダブル。ダブルでゴー。二人に穿はかせてやる。井波は赤。藤村は紺。少佐は帰れ。これだ。完かん璧ぺきだ。パーフェクトだ。パーフェクトワールド。これまでの恨みをここで晴らさせて貰もらおうか。


    「あーそういえばいい案があるぞー。これならいけるかもー」


    「はいエビマヨ君。棒読みだけど何でしょうか？」


    「そのー……えーと……」


    　しかしいざ言葉に出そうと思ったらかなり恥ずかしいことに気づく。くそう俺の照れ屋さん。


    「何？」


    「あ、だから……あの……あれだよ」


    「あれって？」


    「あのー……ブルマ！」


    　思わず叫ぶと同時に立ち上がってしまった。


    「ブルマ？　うーん……ブルマねえ。ちょっと待ってて」


    　またまた井波は勢いよく部室から飛び出ていき、すぐさま戻ってきた。


    「はい。どうぞ」


    「……ブルマ部？」


    「いや、購買で売ってた新品だよ」


    　確かに渡されたブルマは袋に入ったままである。


    「それじゃあエビマヨ君、穿いてみて」


    「……え？　何で？　何で俺が？」


    「へ？　だってブルマって言ったのエビマヨ君でしょ。だからどうぞ思う存分穿いてくださいな。そうすれば条件満たせそうなんでしょ？」


    「…………」


    　俺は新品のブルマを袋から取り出し、じっと眺め続ける。


    「あーっと間違えた！」


    「うわわ！　急にどうしたの？」


    「違うな。違った。勘違いしてた。俺の勘違いだな。こんなんじゃなかったよ。いやいやどうかしていたな参ったねははははは」


    「でも試しに穿はいて……」


    「どりゃあー！」


    　窓を開けて思い切りブルマをぶん投げる。


    「ああ！　ブルマが宙に！」


    「そうだホントはこうしたかったんだよ。ブルマが宙に舞う姿を見たかったんだ。うん。見事だ。鮮やかだ。ああよかった」


    「そうだったの？　それならまた買ってこようか？」


    「いやいやいやいやもういい。じゅうぶん満足だ。俺のことはいい。俺のことは放っておいて早く先に行くんだ」


    「何となく死亡を予感させるセリフだけどまあいいか。それでは他ほかに何か意見がある人ー？」


    　誰だれ一人反応しない。


    「ないですか？　意見はないですか？　今ならエビマヨ君何でもするよー」


    「……待て。趣旨がおかしくなっている気がするんだが」


    「そうだっけ？」


    「俺の条件を満たすにはどうするか考えるんだろ。せめて腕立てに関係することをやらせろよ」


    「うーん。そっか。そうだね。のりりん何かある？」


    「え？　そうですねえ……んー……」


    「中島君はどう？」


    「……」


    　二人とも黙り込んでしまう。そもそもこういうことに一番詳しいのは井波のはずだ。


    「井波はどうなんだ？　何か意見はないのか？」


    「私？　うーん……色々と考えたんだけどねえ。全部試すとなるとエビマヨ君死ぬかもしれないからなあ」


    　俺に何をやらせるつもりなんだ、こいつは。


    「だいたいエビマヨ君って本当に条件は腕立て３回なの？」


    「ああ。それは間違いないはずなんだが」


    「前に条件満たしたときって腕立て以外に何か別の行動しなかった？」


    「いや……うーん……あんまり詳しく覚えていないんだがなあ……」


    　あのときはとにかく言われたことをしていただけで、特別変な動きをした覚えはない。


    「ひょっとしてエビマヨ先輩は１回だけしか条件満たせないんじゃないんですか？」


    　藤村が割りとさらっと酷なことを言いだした。


    「いやまさかそんなことは……」


    「その可能性はありえるな」


    　少佐もひでえ。兄きよう妹だい揃そろってメッタ打ちだ。


    「うぬぬ……」


    「それじゃエビマヨ君をぶん殴っていい？」


    　ゆらりとこちらに近づき拳こぶしを振り上げる井波。


    「ちょ、ちょっと何で？　もう用なしってことか？」


    「そうじゃなくて、条件がまた思い浮かぶか試そうかと思って」


    「あ……何だ。そういうことか」


    　とはいえ以前のように吹っ飛ぶほどぶん殴られるのは勘弁願いたい。


    「じゃあいくよー」


    「ま、待て。藤村のときは軽くこつんだったじゃないか。なぜ本格的に殴ろうとする」


    「エビマヨ君は特殊だから思いっ切りやったほうがいいかなーって」


    「じゃ、じゃあ今回は殴る人を変えてみよう。見る目がある人なら誰だれでもいいんだろ？」


    「なら誰にするの？」


    　藤村兄妹をちらりと見る。少佐は結構力がありそうだし、容赦なく殴りかかってきそうだ。アホだから。つまり選択肢は一つしかない。


    「藤村に殴って貰もらおう。頼むぞ」


    「は、はい。わかりました！」


    　こいつの細腕なら思い切り殴られたとしても大したことないだろう。


    　俺と藤村は狭い部室の中でも比較的動けるスペースで、お互い向かい合わせになる。


    「で、では、いきますね、エビマヨ先輩」


    「ああ。そんなに緊張しないで普通にやればいいから」


    「わ、わかりました」


    　藤村は両腕を上げてボクサーみたいに構えるが、少しぎこちなくて可愛かわいらしい。


    「やあ」


    　次の瞬間。


    　鋭い踏み込み。


    「ごふぅ！」


    　藤村は低く構えた姿勢から全身を跳ね上げ、全体重を乗せたしなる細腕で的確に俺の肝かん臓ぞうを貫つらぬく。


    「な……何で、こんな見事に、肝かん臓ぞうを、捉とらえるん、だ……？」


    「す、すいません！　私運動苦手なんですけど唯一リバーブローだけは得意なんです！」


    「……何その設定……」


    　くの字のまま倒れる俺。見事なＫＯパンチだ。よくやった藤村。もうお前に教えることは何もない。
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    「エビマヨ君倒れてる場合じゃないよー。殴られて何か思い浮かんだ？」


    　井波の容赦ない言葉が聞こえるが、確かに今は倒れている場合ではなかった。


    　俺はお腹なかを押さえ、ふらふらになりながらも立ち上がる。


    「あ……ああ。思い浮かんだぞ……」


    「やっぱり腕立て３回？」


    「いや、違う」


    「へ？　じゃあ何？」


    「肩車だ」


    「はあ？　ど、どういうこと？」


    　井波は目を丸くする。俺にもどういうことかまったくわからない。あとお腹痛い。


    「エビマヨ先輩……あ、あの、肩車ってどういうことですか？　腕立てじゃないんですか？」


    　さっきのことがあってか、藤村は労いたわるように尋たずねてくる。


    「何でかわからないが、殴られたときに思い浮かんだんだよ。誰だれかを肩車しろって」


    「でもでもそんなわけないよ。だってエビマヨ君あのとき肩車なんてしてないでしょ？　こっそり肩に誰か乗せてたの？」


    　井波は混乱しているようだ。


    「あのときは腕立てしかしていないはずだ。となると、いったいどういうことなんだろうか……」


    　少佐が胸元にサングラスをしまい、ぽつりと言う。


    「試しにやってみればいいだけのことだ」


    「……まあ、それもそうか」


    　肩車なんてそんなに難しいことでもないし、やってダメだったら俺の勘違いなのだろう。


    「じゃあ井波、乗ってくれ」


    　俺は屈かがんで片かた膝ひざをつき、低い姿勢になる。


    「わ、私？」


    「そりゃそうだろ。この中で一番軽いの井波だろ？」


    「え、いや、そうかもしんないけど、でも、ほら、ねえ？」


    　井波はあたふたと手を振るばかりでこちらに近づこうとすらしない。いつまでもこんなよーいどんのポーズを取っているわけにもいかないんだが。


    「じゃあいいや。藤村、乗ってくれ」


    「ええ？　私ですか？」


    「藤村も軽そうだからな。安心しろ。すぐに終わらせるから」


    「いや、でも私も、その、あの」


    　藤村もあたふたするだけだった。こいつらいったい何なんだ。協力する気がないのだろうか。


    「あ、そうだ、ここは兄さんに乗ってもらいましょう。お願いします兄さん」


    「ちょい待て。何で一番重そうな奴やつをわざわざ乗せなければならないんだ？」


    「私は一向に構わない」


    　少佐はずいっと席を立ち、俺の背後にまわり仁王立ちになる。何でこいつノリノリなんだ。進んでこういうことやるタイプじゃないだろ。


    「……まあいいか。乗れ」


    　少佐は俺の頭を両足でまたぎ、肩に体重を預けてくる。やはり重い。それに妙に悲しい気分になるのはなぜだろう。


    　あ。そうか。


    　今わかった。そりゃまあ男に肩車されるなんて恥ずかしいか。俺もちょっと恥ずかしいし。でも惜しいことしたなあ。だったら条件のためだとか言って無理矢理頼み込めばよかった。


    「乗ったぞ。いつでも持ち上げるがいい」


    「……え？　あ、ああ。じゃあいくぞ」


    　ひとまず煩ぼん悩のうを捨て、足腰にぐっと力を込める。バランスを崩さぬよう少佐の足を手で摑つかみ、ゆっくりと脚を伸ばしていく。


    「天井ぶつからないか？」


    「ああ。問題ない」


    　多少ふらついたりしたが、何とか姿勢を伸ばし、肩車と呼べる姿勢になった瞬間。


    「……あ」


    　視界が変わる。


    　あのときと一緒だ。数メートル先が突とつ如じよ暗くら闇やみになり何も見えない。部室は狭くてわかりにくいが、窓の外を眺めると明らかに普段と違うことがわかる。


    「条件を満たした……」


    「ほ、本当に？　間違いない？」


    　井波が驚く。俺も驚くしかない。


    「ああ。今視界があのときのようになっているからな。間違いないだろう」


    　ゆっくり身を屈かがめ、ひとまず少佐を降ろす。


    「もういいのか？」


    「ああ。わざわざ悪かったな少佐」


    「どうってことはない」


    　視界が変わるのは久しぶりなので少し戸惑う。だがあのときと違い、死角が近くにいるわけではなく、部室内なのでそんなに動揺はしていない。それどころか少し安心していた。もう二度と条件を満たせないままかと思っていたからだ。


    「んー……じゃあエビマヨ君の条件って肩車をすることなの？」


    　井波が不思議そうに俺を眺める。


    「そうなんじゃないのか？」


    「腕立てはどういうこと？」


    「さあ？　わからん」


    　しばらく皆うーむと悩みだす。


    「あ」


    「何？　どうしたのエビマヨ君」


    「あ、いや、視界が戻っただけだ」


    　条件を満たしてから３分くらい経たったのだろう。窓の外にはいつもの景色が広がっている。


    「そう。ちょうどよかった」


    　井波はすっと立ち上がり、俺を思い切り殴り飛ばす。


    「ぶふぅ！　何するんだいきなり！」


    「今度はどう？」


    「どうもこうも……あれ……そういえば……何で……？」


    　どうなっている。


    　なぜだ。


    　いや。


    　まさか。


    「……今度は送りバントをしてから胴上げって思い浮かんだ……」


    　はーと溜ため息いきをつく井波。


    「いやいやまさかとは思ったけど、ここまでエビマヨ君が特殊だったとはねえ」


    「ええと、どういうことですか井波先輩？」


    　藤村はよくわかっていない様子である。


    「たぶんだけど、エビマヨ君は毎回条件が変わるんだよ。今度の条件は送りバントの後胴上げで、それを満たしたら次はまた別の条件になるんだと思う」


    「へ？　じゃ、じゃあ毎回誰だれかが殴って確認しなきゃいけないんですか？」


    「うん。それもそうなんだけど、もっと大きな問題があるんだよなあ……」


    　井波は腕を組んでむーと唸うなる。


    「実戦において条件の準備ができるのは最初だけだ。次がない」


    　少佐にしては珍しく的確なことを言いやがった。


    「それもそうなんだよねえ……とりあえず」


    　井波は再び俺を殴り飛ばす。


    「ぐあ！　痛え！　またか！　今日は最悪だ！」


    「どう？　条件は思い浮かんだ？」


    「は？　……あ、いや、今回は何も思い浮かばなかったけど……いや殴る前にひとこと言ってくれよ」


    　少佐が眉み間けんに皺しわを寄せる。


    「条件を満たすまでそのまま変わらないということか。難儀だな……」


    「それってつまり、いつかすごく厳しかったり実行不可能な条件になったときに困るってことですよね……」


    　藤村が困惑した表情で井波に尋たずねる。


    「うん、そのとおりなんだよのりりん。いろいろと不安定なんだよねえ……」


    「……」


    　せっかく条件を満たすことができたというのに、いろいろと厄介なことになった。皆が黙り込んでしまうのも頷うなずける。俺からも何も言うことができない。


    　だがそのとき、沈み込んだ雰囲気を吹き飛ばすかのように、井波は純真無む垢くな笑顔で言い放つ。


    「ま、大丈夫だよエビマヨ君！　何とかなるって！　生きていれば死なないから！」


    　驚きよう愕がく。


    　清すが々すがしいまでの大おお雑ざつ把ぱさ。


    　こいつはどんなときでもこれだな。


    　まあ、それがいいところか。


    「……まったく、本当に大丈夫なのか？」


    「うんうん。大丈夫だって。エビマヨ君のこれまでの条件を考えると、もしかしたら基本緩めなのかもしれないし。それに私が毎回ぶん殴ってあげるから！」


    　笑いながらぐるぐる腕を振り回す井波。


    「わ、私もエビマヨ先輩を殴ります！」


    　ステッキを振り、決めポーズを取る藤村。


    「いつでも修正してやるぞエビマヨ君」


    　クールにサングラスを外し、拳こぶしを見せる少佐。


    「みんな……ありがとう」


    　妙な団結のような気もするが、それでも少し嬉うれしかった。
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    　あれから実験と称して、俺の条件を何度か満たしてみることになった。わざわざ野球部から道具を借りて、ピッチャー井い波なみ、ランナー少しよう佐さ、セカンド藤ふじ村むら、バッター俺で野球をし、送りバントを成功させた。セカンドが藤村の時点で楽勝だ。その後俺は胴上げされたのだが、空中で視界が変わるもんだからえらい怖い目に遭った。


    　こうしてしばらくの間、試しに俺の条件を満たしてみることが部活の内容となるそうだ。統計を取るとか傾向を調べるとかそれらしいことを言っていたが、何となく俺に無茶なことをさせたいだけのような気もする。協力してくれること自体は悪くないのだが、いつかどえらい条件にぶち当たったりしたらどうしようか。みんなで寄ってたかって、嫌がる俺を縄で縛りつけてでも条件を満たそうとしそうで怖い。


    　そんなわけで俺が激しくローテンションになりながら、重苦しそうに部室の扉を開くようになるのは自然の摂理であった。どうせ部活に出なきゃ出ないで何かしらの仕打ちを受けるだろうから素直に出頭するしかない。とはいえできるだけ遅く来たんだけど。


    「うーす……あれ？」


    　部室内には珍しく藤村一人だけであった。


    「井波はどうしたんだ？」


    　俺はいつも座っている席に腰を下ろしながら尋たずねる。


    「用事があるみたいで、今日は先に帰っちゃいましたよ」


    「ふーん」


    　こんなときには井波が一番無駄に張り切るもんだと思っていたので意外だ。だがそれなら今日は無茶なことをされないで済むだろう。


    「……ところで藤村」


    　それにしても、ここへ来てからずっと気になっていることがある。


    「はい、何ですかエビマヨ先輩？」


    「さっきから何やってんの？」


    　藤村は俺が話しかけている間もステップを踏んだりくるりと回ったり、両手をクロスさせ天を仰いだりとずっと踊りくるっている。もしかしたら俺がここに来る前からやっていたのかもしれない。


    「今変身してるんです。ちょっと待ってください」


    「ああ、そうか。いや変身って……まあいいか」


    　最終的にはどこからかステッキを取り出し、びしっと指をチョキにしたりしてポーズを決めた。そしてふうと息をつき、藤村は席へ座る。


    「兄さんは遅れてくるみたいですよ」


    「え？　変身は？」


    　何事もなかったかのように話しかけてきやがった。


    「８割方終わりましたけど？」


    「残りの２割は？」


    「着替えです」


    　もうそれだけでいいじゃんとか言いそうになってしまったけど黙っておこう。そう、もしかしたらこのまま唐突にお着替えを始めるかもしれないからだ。下へ手たなことを言って気づかれては困る。これはチャンスだ。何事もないかのようにこのまま座っていよう。いやいや危ないとこだった。変身て何だよってツッコミ入れて止めないでよかった。さすが俺。ナイス判断だな。


    「じゃあエビマヨ先輩ちょっとだけ出て行ってくれませんか？」


    　ちくしょう。どちくしょう。


    「まったく、仕方ないな」


    　平静を装いながら扉へ向かい、ぱたりと閉める。そして床に膝ひざと肘ひじをついて伏せ、拳こぶしを思い切り叩たたきつける。


    「先輩、もう入っていいですよ」


    「意外と早かったな」


    　拳をさすりながら扉を開く。


    「ど、どうですか？」


    「……」


    　言葉が出ない。藤村は見事に魔法少女のような格好になっていた。ひらひらとした短めスカートに、乙女チックなフリフリフリル。全体のデザインとしてはうちの学校の制服を元にしているようだが、ところどころ装飾は派手になっている。カラーリングは白と青を基調としていて、清純な藤村にはぴったり似合っていた。


    「エビマヨ先輩？　似合ってますか？」


    　藤村はくるりと回りながら尋たずねる。


    「……え？　あ、うん。似合ってるよ」


    「えへへ」


    　藤村は嬉うれしそうにステッキをふりふりする。なんて微笑ほほえましい。魔法少女も悪くないな。何より露出のバランスが激しく絶妙。過激すぎちゃダメ。そういう子じゃないからね。清純派な藤村がここまで頑張りました感がばしばしと溢あふれてる。胸とかすごいアピール。これで勝てると言わんばかり。なのに控え目に身をよじる仕草。何てこった。そういう恥じらいががっちりとハートを摑つかんで離さず、もうこうなったら触ったりしても問題ないのではなかろうか、いや問題ないだろう。ようしさりげなく触っちゃえ。


    「……じゃなくて、何で？　何で着替えたの？」


    「この前エビマヨ先輩からこのステッキを頂いたので、せっかくだからそれに似合う服を作ったんです。今日はその試着をしようと思いまして」


    　ということは、その服は藤村の手作りなのか。なかなか器用な奴やつだ。素人の目から見ても、丁てい寧ねいでしっかりとした作りだとわかる。ちょっとかじった程度の知識と技術ではなさそうだ。


    「藤村は本当に魔法少女が好きなんだな」


    「はい！　憧あこがれですから！」


    　正に夢見る少女のように目をきらきらさせる。


    「憧れ？　何で？」


    「実は私、小さい頃ころに魔法少女に命を助けてもらったことがあるんです」


    「そうなのか。できれば夢の中のお話じゃなくて、現実に起きた話を聞きたいんだけど」


    「いえ現実です。リアルで起きた話です」


    　現実に起きたほうが嫌な気がしてきた。現実で魔法とか言われても困る。


    「……小さい頃何があったんだ？」


    　藤村は何かを懐かしむかのように遠くを見やる。
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    「……あれは私が子供の頃ころ、交差点で信号待ちをしていたときのことです。私は信号が青に変わったことを確認し、横断歩道を渡ろうとしました。すると信号無視をしてきた車がいきなり私にぐわんと向かってきたのです」


    　何というか、随分とベタな展開になりそうな予感。


    「このままじゃ私は轢ひかれてしまうと思いました。避よけようにも足がすくんで動きません。もうどうしようもないと思ったそのとき、突とつ如じよ魔法少女が現れたんです」


    　そいつを魔法少女だと確認する余裕はあったのか。


    「そしてその魔法少女は突っ込んできた車をがしっと摑つかんで押さえ、私は命からがら助かることが……」


    「ちょい！　ちょい待て藤村！」


    「どうしました？」


    「魔法は？　今の思い出話に魔法要素出てこなかったぞ？　魔法少女は魔法で車を止めたんじゃないのか？」


    「いえ、腕力のみでしたね。いっさい魔法なしです。でもすごかったんですよ。車の前の部分がへこんでましたもん。なのにその人は余裕の表情でしたから」


    　なんて強引な力ちから業わざだ。ただのパワフルな人じゃないか。


    「じゃあ何でその人のことを魔法少女って呼んでるんだ？」


    「その人が自分で言ったんです。『私は魔法少女だ。おっと、少女に見えないなんて言っちゃダメだぞ』って」


    　とりあえず、そこそこ年がいってる人だということはわかった。


    「それから私は魔法少女に憧あこがれるようになったんです。結局その後その人に会うことはなく、名前もわからずじまいでしたけどね」


    「そうだったのか……」


    　腕力頼りで年齢も高く、自称魔法少女といった怪しさ満点の人物ではあるが、藤村を助けたのは事実なのだろう。悪い人ではなさそうだ。


    「まあ私のことはいいですから、今日はエビマヨ先輩の条件を満たしましょう」


    「えー」


    「えーじゃないですよ。ほらほら今の条件は何ですか？」


    　何やら藤村はやけに張り切っているように見える。


    「井波もいないことだし、今日は別にいいだろ。明日にしようか」


    「ダメです。今日私は井波先輩から頼まれたんです。エビマヨ先輩の条件を最低一つは満たしてと言われましたので、絶対にやって貰もらいます」


    　そういうことか。藤村は俺よりも井波の言うことを優先するからな。説得は難しそうだ。


    「条件ねえ……どうしてもか？」


    「はい。それに他ほかにもやっていただくことがあります」


    「他にも？　何だそれは？」


    　おもむろに藤村は立ち上がり、俺に背を向ける。


    「……私はエビマヨ先輩に超えて欲しいんです」


    「はい？」


    　そしてぐいっと振り返り、思い切り俺を指差す。


    「エビマヨ先輩に、兄さんを超えて欲しいんです！」


    　どーんという効果音が聞こえてきそうだ。


    「あらゆる意味ですでに超えてると思うけどなあ」


    　まあ容姿の面では奴やつに軍配が上がると思うけど。


    「そんなわけで、まずはこれをどうぞ」


    　藤村は足下からがさごそと何かを取り出し、どんと机の上に置いた。どうやらそれはＤＶＤボックスのようで、数枚のＤＶＤが箱のケースに収められている。


    「……何それ？」


    「ＤＶＤです」


    「いやそれはわかるけど、中身は何？」


    「昔やってた巨大ロボットアニメです。まずはこれを全話見て暗記してください」


    「そういう意味？　そういう意味で兄を超えろってことなの？」


    「兄さんはすべて暗唱できますよ。ちゃんと見たのかそのうちに抜き打ちテストを出しますからね」


    　藤村は俺の目の前にＤＶＤボックスをぐぐいと押しつける。こいつはなかなか難しいミッションになりそうだ。というか、見なきゃダメなのだろうか。


    「そして次にやっていただくことですが、えーと、そろそろだと思うのですけど……」


    「え？　まだあるの？」


    「どうです？」


    「何が？」


    「わかりますか？」


    「何が？」


    「来ます！」


    「何が？」


    　藤村はぱっと目を見開く。俺には何が何やらさっぱりだ。


    「失礼する」


    　そのとき扉がゆっくりと開く。


    　鈍く光るサングラス。


    　少佐がクールに現れた。


    「どうやらエビマヨ先輩はダメみたいですね。今回は残念ですが、次回はわかるようになってくださいよ」


    「はい、頑張ります……って何が？」


    「兄さんが近づいてきたら、こう、頭上にぴきぴきーんと電流みたいのが走って、奴やつが来る！　とわかるようになっていただきたいかと」


    「わかるかそんなもん！」


    　少佐は冷静沈着な面おも持もちで席へ座り、サングラスに手を当て、不敵な笑えみを浮かべながらぽつりと呟つぶやく。


    「フフ……君には無理だな」


    　くそう悔しい。別に無理でもいいんだけど、こいつに負けているみたいで悔しい。


    「なんで藤村は兄貴が近づいてくるとわかるんだ？」


    「そういうタイプだからです」


    「は？」


    「私も兄もそういうタイプですから」


    「そういうタイプってどういうタイプ？」


    「今までとは違うタイプです」


    「どこがどう違うの？」


    「すごく違います。ブリとハマチくらい違います」


    　ダメださっぱりわかんねえ。


    「そもそも何で超えなきゃならんのだ。そんな必要あるのか？」


    　俺はびしっと少佐を指差す。


    「井波先輩から聞きましたよ。エビマヨ先輩は死角をばんばん倒す必要があるそうじゃないですか」


    　そういえば以前井波に、死角をたくさん倒していけばそのうち空気が読めるようになるとか言われたような。


    「それと兄さんを超えることの関係性が見いだせないんだけど」


    「兄さんを超えるほど強くなれば、死角も楽々倒せるようになります！」


    「ほーなるほどねー」


    　藤村はすごい真剣な顔つきで言ってるから、おそらく本気でそう思っているに違いない。


    　一方、俺はちらりと少佐の様子を窺うかがう。


    　何やら無言で俺に険しい表情を向け、私を超えられるものなら超えてみろオーラを発していた。やばいこの人、超ノリノリだ。


    「何でこのサングラス男は俺のことをライバル視しているんだろうか。彼の脳内でそういう設定なの？」


    「それはおそらく条件のせいだと思うんですけど」


    「条件のせい？」


    　俺のころころ変わる条件が気にくわないのだろうか。


    　再びちらりと少佐を見る。


    　いつの間にかサングラスを外していて、獲物を撃ち落とすかのように睨にらみつけていた。やばいこの人超怒ってるよ。


    「兄さんの条件はかなり難しいですから。エビマヨ先輩の条件に何か思うところがあるのでしょうね」


    「藤村は兄貴の条件を知っているのか？」


    「はい。この前兄さんから聞きました」


    　少佐の条件って、緑色の巨大二足歩行ロボットに踏みつぶされることだったっけか。難しいというより、ほとんど不可能に近い気がする。ロボット工学があり得ないくらい急激に成長することを期待するしかないのだろうか。


    「まあ今は無理でもいつか条件を満たせるんじゃないのか？」


    「時間の問題ではないんです。とにかく見た目に納得しないでしょう。兄さんのスタイルへの拘こだわりは並大抵ではないですからね」


    　見た目に拘るのか。もしかしたら緑色ってところが気にくわないのかもしれない。普段の服装からして、真っ赤なら大喜びで踏まれるのだろう。


    「確かに徹底したスタイルだけど、そこは我慢しろって思うがなあ」


    「兄さんはプライドが高いですから。それにかなり恥ずかしいですし、当然ですけど私にもこの条件は無理です」


    　踏みつぶされた姿はかなりマヌケだろうけど、プライドよりも命の心配をすべきだと思う。


    「恥ずかしいっていうより危ないだろ。とてもじゃないが近寄れねえよ」


    「そうですね。かなり危ないです。やはり兄さんにはこんな条件無理ですよね」


    　３度ちらりと少佐を見る。


    　何やら外したサングラスをちょこちょこ弄いじることに集中していていた。たぶん俺たちの話なんか聞いてない。やばいこの人、超意味わかんねえ。


    「私のことはいい。今日はエビマヨ君の条件を満たそう」


    　と思ったら素速くサングラスを装着し、少佐はこちらをキッと見つめて言い放った。


    「お前ら兄きよう妹だい揃そろって俺の条件に興味津しん々しんだなあ。そんなに俺の条件満たしたいか？」


    「当然だ」


    「当然です」


    　見事に兄妹揃った返答をいただいた。


    「今日は別にいいだろ。たまには休ませてくれよ。それより藤村はいつまでその服着てんの？　いや別に着てていいんだけど」


    「随分と渋りますねえ。今の条件はそんなに難しいんですか？　それともやりたくないものなんですか？　いい加減にしないと私が井波先輩に怒られちゃうんですけど」


    　藤村は若じやつ干かんキレ気味のようだ。


    「今の条件がわからないというなら私が思い切り修正してやろうではないか」


    　少佐はピキピキしながらぐぐっと拳こぶしを握りしめる。


    「いやいや待ってくれ。二人ともそんなに死角を倒したいか？　無理をしてまで戦う必要はないと思わないか？　別にそれほど積極的に死角と戦わなくてもいいだろ。何かその辺にいたら倒すとか、そんな感じでいいだろ」


    　藤村は少し首を傾かしげながら答える。


    「うーん……じゃあエビマヨ先輩が死角と戦う理由って何ですか？」


    「……え？」


    　戦う理由。


    　俺は何で死角と戦っているのだろうか。俺は空気が読めない。そのせいで非常に危険な状態である。死角をたくさん倒せば空気が読めるようになるかもしれない。そのために死角と戦う。


    　そんな理由で俺は戦っているのだろうか。


    「……藤村はどうなんだ？　何で死角と戦うんだ？」


    「私は井波先輩に頼まれたからです。私にとって井波先輩は絶対ですから」


    　迷いなく、はっきりと口にする。こいつらしい答えだ。


    「それに私は魔法少女ですから！」


    「う、うん。そうだな」


    　すっぱりと断言されてしまったのでスルーできなかった。


    「少佐はどうなんだ？　何で戦うんだ？」


    「……」


    　いっさい口を開かない。ノーコメントということなのだろうか。ある意味こいつらしい答えだ。


    「戦う理由か……俺は……」


    　腕を組み、考え込む。


    「……あ！」


    「理由がわかりましたか？」


    「あ、いや……」


    「どうしました？」


    「……条件を満たした」


    「はい？」


    「実は腕を組むことが今の条件なんだよぐはあ！　殴るの早い！」

  


  
    
      [image: ]

    


    



    　例えば、全身紫色の凶悪怪人が両手に斧おのを持って、脇わき目めも振らず俺に突っ込んでくるなら話は簡単だ。そいつを思いっ切りぶん殴ればいい。


    　俺が地球の滅亡を救うために選ばれたヒーローなら、少しは頑張らにゃならんだろう。


    　だがそうでもないらしく、俺は何のために拳こぶしを振り上げればいいのかわからない。


    　そもそも戦う意味もわからない。寿命って何だ？　決まってるものなのか？


    　別に戦わずに、以前のようにひっそりと生活すれば、危険な目に遭うことはないのかもしれない。


    　以前のように平穏で、何も起きない日常。


    　それでいいのだろうか。俺はそんな日常を望んでいるのだろうか。今こうして変化した日常をどう思っているのだろうか。


    　わからない。


    　何もわからない。


    



    　その後も俺は次々と変わる条件を満たしていくことになった。例えば練りワサビで歯を磨いたり、カラオケで同じ曲を10曲歌ったり、インド人と握手をして一緒に写真に写ったり、犬の脇わき腹ばらに割り箸ばしをねじ込んだりなどなど、条件に統一感がまったくないことがわかった。難易度は様々だが、幸いにも今のところ実行不可能な条件にはぶち当たっていない。


    　だがそんなことをしている場合ではなかった。


    　今日は中間テスト最終日である。今回のテストはついに赤点もしくは追試を覚悟しなければならない。井い波なみはまだまだ俺の条件の実験をする必要があるんだと言っていたが、端はたから見れば試験前だというのに勉強もせず遊び回っているだけである。結局親にどやされるわ、徹夜をする羽目になるわ、試験の手て応ごたえはないわでさんざんな目に遭ったわけだ。


    　まあ問題が目の前ぎりぎりに迫ってくるまで動けない自分が悪いのだが、いい加減動かなきゃならないことはわかっている。


    　俺は肩を落としながら部室へ向かう。やっと今日で試験が終わって家でぐっすりと眠りこけたいというのに、何で部活があるというのだ。とはいえ井波はなぜか普段と違い真剣な表情で話し掛けてくるもんだから断るに断れなかった。


    「おい井波いるか？　入るぞ」


    　部室の扉をノックするが、返事はない。先に来ているとばかり思っていたのだが、ひとまず扉を開ける。


    「なんだ、いたのか」


    　井波は腕を組み、窓の外を眺めていた。


    「…………こんなときに……」


    「井波？　どうした？」


    　ようやく俺の問い掛けに気づいたのか、井波は慌ててこちらに振り返る。


    「あ！　エビマヨ君いつの間に！」


    「さっきノックしたんだけど。どうしたぼーっとして」


    「いや、ま、ちょっとね」


    　鞄かばんをテーブルに置き、席に腰掛ける。


    　井波も続いていつもの席に座った。


    「あの兄きよう妹だいはまだ来てないのか？」


    「うん。少し遅れるって」


    「そうか」


    　しんとなる。


    　今日はテスト最終日ということもあって、皆すでに下校してしまったのだろう。部活動をしている生徒も見受けられない。


    「……」


    「……」


    　静かすぎるのかなんなのか、妙に落ち着かない気分になってしまう。


    「……何というか、こうして二人きりになるのは久しぶりだな」


    「う、うん。そうだね。うんうん」


    　そんなに緊張されてはこちらが困るんだけど。それにどこか上の空のような感じもする。しかしちょうどよい機会かもしれない。俺の疑問。戦う理由。井波は寿命のため。でも寿命って何だろうか。奪われたらどう思うのか。井波はどう思っているのか。もしも俺が、寿命を奪われたなら。


    「……あのさあ、やっぱり井波って寿命のために死角と戦ってるんだよなあ。奪われる仕組みとかはよくわからんが、あとどれくらい大丈夫なのかわからないのか？　井波は不安に思ったりしないのか？」


    「え？　不安って寿命が？　まったく思わないけど。あ、でも今別のことで不安だなあ」


    　井波はそれが普通でしょといった調子で答えた。


    　俺はそんな風に考えることができるのだろうか。遠くにいると思っていたのに、俺の隣に座りだした死神を気にすることなく、今日のお昼は何を食べるか悩んだりすることができるのだろうか。俺は逃げ出してしまうのだろうか。負けるとわかっていながら、全力で立ち向かうのだろうか。


    「そ、そうだエビマヨ君！」


    　井波はいきなりバスンと立ち上がった。


    「な、何だいきなり立ち上がって」


    　かと思えばテーブルの下で何かごそごそしだした。


    「はい、これ」


    　井波は取り出したものをどんとテーブルに置く。


    「……これって井波の一いつ升しよう瓶びんだよな……あれ、でも色が違うか」


    「うん。これはエビマヨ君にプレゼントだよ」


    「俺に？　何で？」


    「だってだって前あげた魔法少女ステッキをのりりんにあげちゃうんだもん。だから代わりにこれを一升瓶職人に作って貰もらったんだ」


    　井波はにこにこ顔でずずいと一升瓶をこちらへ押し出す。


    「別に俺も一升瓶で戦う必要性はないような……」


    「それにね、お礼が言いたかったんだ。エビマヨ君に」


    「へ？　何で？」


    　事態がいまいち飲み込めずぽかんとしてしまう。お礼を言われるようなことをした覚えはないんだが。


    「前に公園で助けてもらったときのお礼だよ。遅くなったけど、一いつ升しよう瓶びんが完成したら言おうって思ってたんだ。だから、その……ありがとね」


    　井波は視線を逸そらしながら言う。


    「ああ……公園のときのことか。そうか……」


    　井波はあのとき俺が助けたと思ってくれているのか。


    　少し胸が痛む。


    　あれは俺の半端な気持ちが招いたことだ。俺は自分のために必死になった。とにかく失態を挽ばん回かいしたかった。ただそれだけのことだ。


    「……あのときは怪け我がさせて悪かったな井波。ごめん。俺のせいだ」


    　頭を下げる。


    「え……？　な、何言ってるの！　エビマヨ君は悪くないって！」


    「いや、あのとき事前に条件を満たせるか確認していなかった俺のミスだ。そのせいでみんなを危険な目に……」


    「こらー！」


    　井波は目にも止まらぬ速さで一升瓶を摑つかみ、俺の目の前に突きつける。


    「あ、お、お助け……」


    　思わずホールドアップしてしまう。


    「エビマヨ君はちゃんとみんなを助けたの！」


    「え……？」


    「ハイなの！」


    「ハ、ハイ」


    「悪いのは死角なの！」


    「ハ、ハイ」


    「エビマヨ君は悪くないの！」


    「ハ、ハイ」


    「私はエビマヨが大好物なの！」


    「ハ、ハイ？」


    「だからエビマヨ君はエビマヨなの！」


    「ハ、ハイ……？」


    「そういうことなの！　わかった？」


    「ハ、ハイ……」


    　瓶が邪魔で井波がどんな表情をしているのか確認できない。何て声を掛けたらいいのだろうか。


    「……あ、あのさ……井波……」


    「あわ！　な、な、何？　ああ！」


    　井波はあたふたして一いつ升しよう瓶びんを落としてしまう。だがでかい音を立てるだけでひび一つ入らない。さすが一升瓶職人。いい仕事している。いやそれはいいとして。


    「その……何ていうか……」


    「う、うんうん」


    　慌てながらも真剣な表情を俺に向ける井波。


    「俺もエビマヨ嫌いじゃないぞ」


    「うん……へ？」


    　何かがらりと井波の顔色が変わったような。まあいいか。


    「普段そんなに食べないけどな。でもおいしいよなあれ。エビとマヨネーズの相性は最高だと思うぞ。最初に考えた奴やつは天才だな。うん……あれ？　何だ井波どうした？　何で一升瓶振りかぶるんだ？　そのまま振り下ろしたら俺がクラッシュするんだけど。やだなあ井波そんなことしちゃ危ないぞ」


    「死ねえボケマヨ！」


    「ええ！　何で！」


    「すいません遅くなりましたうわあ正に犯行の瞬間を目撃！」


    　タイミングよく扉を開いた藤ふじ村むらが驚き戸惑っている。


    「……ちっ」


    　目前で一升瓶がピタッと止まった。危うくいろんなものが四方八方に飛び散るところだった。


    「待たせたな」


    　藤村に続いて少しよう佐さが現れる。どうやら部室に来るまで兄きよう妹だい一緒にいたようだ。


    「…………」


    　井波はしばらく俺を睨にらみつけるが、やがていつもの席に戻っていった。うーむ失敗した。やはりちゃんと謝っておくべきだったのか。


    「……じゃみんな揃そろったので部活を始めます」


    「今日やる必要あるのか？　やっと試験が終わったってのに」


    「のりりんは今どんな感じ？」


    　わあ無視された。


    「んー……そうですね……」


    　藤村は何か考え事に集中する。


    「……何ででしょう？　よくわかりませんね。すごく遠いような、近いような……」


    「中なか島じま君はどう？」


    　腕を組み、藤村と同様考え込む。


    「……私も清きよ菜なと同意見だ」


    「……えーと井波、いったい何の話？」


    　井波はちらりとこちらを冷たい目で見て、なぜかニヤリとする。


    「あそっかー。そうだよねーエビマヨ君にはわからないんだよねー」


    　嫌な感じだ。くそう早く機嫌直ってくれないかなあ。まあ俺にだけわからないといえばあれしかないか。


    　井波はふぅと大きく息を吐く。


    「……ま、いっか。死角が近くにいるんだよね」


    「……やっぱりか」


    「しかも学校内に」


    「え！　マジか？」


    「しかも２体」


    「ええ！　マ、マジで？」


    　これには藤村と少佐も驚いている。


    「井波先輩それって本当なんですか？」


    「うん……その可能性が高いと思う。二人とも空気を読んでも距離感がいまいちあやふやでわかりにくいでしょ？」


    　二人はこくりと頷うなずく。


    「私も前に同じ経験したことあるんだけど、そのときも近い距離に死角が２体いたんだよ。お互いの空気が干渉するのか、距離がわかりにくくなるんだよねえ」


    「なぜ校舎内にいると？」


    　少佐がサングラスをくいっと直しながら尋たずねる。


    「いや、もしかしたら学校の近くにいるだけかもしれないけど、さっきからずーっと空気がおかしなままだからねえ。校舎内を彷徨さまよっている可能性が高いってわけ」


    　死角が建物の中に入ってくることなんてあるのだろうか。学校なんて昼間なら簡単に侵入できるとは思うが。


    「幸いにも今日は校舎に残っている生徒はほとんどいないと思うけど、もしかしたらすでに被害にあった人がいるかもね」


    　誰だれか死角に寿命を奪われた可能性があるということか。


    「……どうするんだ井波。やるのか？」


    「もちろんだよ。とりあえずみんなで校内捜索かな。本当に校舎内にいるのか確認しよっか」


    　井波は部室に置いてあるペットボトルを腰に携たずさえる。


    「あ、そうだのりりん」


    「はい、何でしょうか？」


    「１分間息止められるようになった？」


    「あ、はい！　とうとうできるようになったんですよ！　毎日お風ふ呂ろに潜って、こう、ぶくぶくーってして特訓しました！」


    　やたら嬉うれしそうにはしゃぐ藤村を井波はなでなでする。


    「うんうん偉いよーのりりん。じゃあ今日は早速それを実践してもらおうかな」


    「え、えええ！　私も死角と戦ったりするんですか？　無理です！　できません！」


    　今度はやたら慌てふためき両手をばたつかせる。騒がしい子だ。


    「大丈夫大丈夫、条件を満たして死角を見つけて貰もらうだけだから。戦うのは私かエビマヨ君ね」


    「どういうことだ？」


    「つまり死角が２体いる以上、空気を読んでも距離感がわからないからね。常に条件を満たした状態で捜索するんだよ」


    「なるほど……俺や井波が何度も条件を満たすのは難しいもんな」


    　だが藤村は困った顔をしている。


    「で、でも私が条件を満たせるようになったのはつい最近でして、息止めを連続してやれるかどうかはちょっと自信ないんですけど……」


    「大丈夫だよ。のりりんが疲れたら私やエビマヨ君も条件満たすから」


    「うーむ……俺は次の条件がどうなるか不安なんだが……」


    「今の条件は何だ？」


    　少佐がこちらにずずいと身を乗り出し、サングラスを光らせながら尋たずねてくる。条件のことになるとやたら食いつきがいいなあ。


    「確か逆立ち10秒だったな。割りと楽そうだったんで、いざってときのためにこのままにしておいたんだ」


    「うんうん。いい心がけだねエビマヨ君。偉い偉い」


    　藤村のように頭をなでなでしてくれないのか。いや、されてもどうしていいかわからないけど。


    「後は武器なんだけど……」


    　井波はテーブル下に置いてある鞄かばんをがさごそと漁あさる。


    「私はいつもの一いつ升しよう瓶びんで、エビマヨ君はさっきあげたやつね」


    「やっぱりこれを使うのか……」


    　井波に貰もらった一升瓶を握ってみる。一応中に水が入っているようで、割りとずっしりとしている。


    「ところで藤村、あのステッキ持ってるか？」


    「あ、はい。ちょっと待ってください」


    　慌てて藤村はステッキをどこからか取り出す。


    「プリティ・ソーシャルネットワーキング・アターック！」


    　そして決め台詞ぜりふと共に今にも変身しそうなポーズをビシーっと決めた。相当やり慣れている気がするんだが、まさか家でもやってたりするのだろうか。


    「こんな感じです」


    「……あ、ああ。今のは……まあいいか。ないよりましだから一応持ち歩いてくれ」


    「了解です」


    「よし、これでみんな準備万端だね。それでは死角捜索作戦レッツゴー！」


    　わーと盛り上がる中、不意に少佐がサングラスを外し、井波に視線を向ける。


    「ところで、私の役割は何かね？」


    「……」


    「……」


    「……」


    　場が固まる。


    「もしかして私は何も……」


    「あーそうだ！　中島君はほら、いるだけで頼りになるから！」


    「そうですよ兄さん！　圧倒的な存在感ってやつです！」


    「そうだぞ少佐！　いざというときのための餌えさ……じゃなくて秘密兵器だからな！　頼むぞ！」


    「なるほど、そうか。任せておけ」


    　自信満々な笑顔を見せ、すいっとサングラスを掛ける。ああよかった。せっかくだから赤い服でも着せて本当に餌にしてやろうかな。


    「それじゃあのりりん。早速お願いね」


    「わかりました。すぅ……んっ」


    　息を止める藤村。その様子を３人が見守る。


    　15秒。


    　30秒。


    　どうやら本当に練習していたようで、以前とは違いまだまだ余裕のある表情だ。これなら問題ないだろう。本当に真ま面じ目めというか、言いつけを律りち儀ぎに守る子だ。


    「……はあっ！　はあっはあっ……じ、条件を、満たしました……ふう」


    「よし偉いぞのりりん頑張った！　では扉を開けるね。まずはこの階を捜索しよう」


    　井波はゆっくりと扉を開き、部室から出る。その後を藤村、少佐、俺と続く。


    「どうのりりん？　何か見える？」


    「んー……私の見えている範囲には何も」


    　少しほっとする。


    「まあこの階にはいないと思うんだけどね。みんな無事に部室に来られたし。でも死角は常に移動するから油断はできないよ」


    　３人はこくりと頷うなずく。


    「では捜索開始！」


    　こうして藤村を中心に置き、その周りを俺たち３人が守るようにして廊下を進んでいく。教室の扉を開けては藤村が中を確認し、また別の教室を目指していった。


    「やはり教室に残っている生徒はいませんね」


    　辺りを見渡しながら藤村が言う。


    「そりゃそうだろうなあ」


    　せっかく試験も終わったんだから、皆、羽を伸ばしたいに違いない。当然俺もなんだけど。


    「ひとつ疑問に思うことがあるんだが」


    　教室の扉を開きながら井波に尋たずねる。


    「何？」


    「死角って扉の開け閉めできるのか？」


    「さあ？　直接見たことないけど、それぐらいはできると思うよ。しかもまったく音を出さずにスーっと」


    　どこまでも気味の悪い物体だ。


    「ところで、トイレはどうする？　中を捜すのか？」


    「え、ええ？　トイレってもしかして男子トイレもですか？」


    　藤村があわわとしだす。


    「んー……ま、後回しでいいよ。ひとまず先に全部の階を回ってみよっか」


    　その言葉に藤村はふぅと肩を撫なで下ろしていた。


    「安心しました。それはちょっと恥ずかし……あ」


    　藤村がきょろきょろとする。


    「どうした藤村？」


    「えっと、視界が元にもどりました」


    　どうやら３分経たったようだ。


    「じゃあ次は……藤村が連続でやるのも大変か。俺が条件を満たそう」


    「すいませんエビマヨ先輩。ありがとうございます」


    　一いつ升しよう瓶びんを床に置き、壁に向かって逆立ちをする。


    　そのまま10秒。


    　視界が変わる。条件を満たしたようだ。


    「……よっと。オッケーだ。捜索を続行しよう」


    　再び廊下を歩き回り、教室の扉を開けて調べていく。


    「エビマヨ君、次の条件は？」


    「あー……後で調べよう。今は捜索が先だ」


    　殴られてぐったりしている間に襲われたりしたら最悪だ。


    　そういや条件といえば前から気になっていたことがある。


    「……少佐ってやたら俺の条件に拘こだわっているよなあ。結局何でなの？」


    　歩きながら少佐に尋たずねてみる。


    　これまで黙り込んでいた少佐であるが、サングラスを人差し指で押し上げ真剣な表情になり、こちらに顔を向ける。


    「私は君に興味がある」


    「ちょい待て！　そういうのは勘弁してくださいお兄さん！」


    　慌てて少佐から少し距離を取る。


    「私の条件には大きな問題がある」


    　しかし少佐は真剣に話を続ける。どうやらそういった類たぐいの話ではないようだ。


    「……少佐の条件ってかなり難しいんだよな」


    　確か巨大ロボに踏まれるとかいう話だったような。


    「私は自分の条件を、可能なら違うものに変えたい」


    「……それで俺の条件に……」


    「ああ。君は毎回条件が変わる。これは非常に興味深い。調べる価値がある」


    　少佐はサングラスをすっと外し、柔らかい眼まな差ざしで藤村を見つめる。


    「私は妹を死角から守りたいんだ」


    「兄さん……」


    　とてもじゃないが公園で真っ先に逃げた奴やつとは思えんくらいいい奴だった。


    「いい話だなあ」


    　井波は感動していた。


    「……まあ、そういうことなら協力するよ。とりあえず今は死角を何とかしなきゃな」


    「ああ。そうだな」


    　少佐はサングラスを掛け、爽さわやかな笑えみを見せる。


    「やはり君に妹を任せて間違いなかったようだ。認めようではないか、妹との関係を」


    「ありがとうございますお兄さん！　ってもういいからそれは！」


    「や、やっぱり私はエビマヨ先輩に任されていたんですか！　私、魔法ステッキ振り回したりしますけどいいんですか？」


    　藤村はステッキをふりふりしながら尋ねる。


    「ちょ、ちょっとエビマヨ君どういうこと！　いつの間に話が進んでるの！　私だってほら、一いつ升しよう瓶びん振り回せるよ！　ほらほら！」


    　井波は割りと重そうな一升瓶を鮮やかに振り回す。非常に危なっかしいので止やめて欲しい。


    「いやほら、今はそんなことより死角が……」


    「そんなことじゃないです！」


    「そうだそうだ！」


    　二人がわーわー騒ぎ出した。くそうグラサン兄貴に関かかわるとろくなことにならん。こんなことしている間に襲われたりしたらどうするんだ。というかいつの間にか視界が戻ってたし。


    「いやもう見えない状態になったんだって。次、藤村よろしく」


    「いやでも……」


    「ほらほら早く早く！　死角が来るかもしれないぞ！」


    「え、わ、わかりました……すぅ……」


    　いささか腑ふに落ちないような顔をしながらであるが、藤村は息を止め、３人はそれを見守る。よし。とりあえずこうすりゃみんな黙るので一安心だ。


    「……はあっ！　はあっ……ふぅ、オッケーです」


    　１分後、再び藤村が条件を満たす。


    「この階はもういいだろ。次行くか」


    「そうだな」


    　少佐が階段の先を見つめる。


    「うん。じゃあ上の階に行こっか」


    　階段を昇り、さっきと同様に一つずつ教室を回っていく。


    「そろそろ死角がいてもおかしくないんだけどなあ」


    　井波が呟つぶやく。


    「空気はどんな感じなんだ？　やっぱりわからないのか？」


    「ぜんぜんダメ。近いような、遠いような」


    　藤村兄きよう妹だいも井波の言葉に頷うなずく。


    「やはりひとつひとつ調べていくしかないのか」


    　ゆっくり教室の扉を開け、中の様子を藤村が窺うかがう。そろそろ死角がいそうという井波の言葉もあってか、皆緊張しているようだ。


    「……どうだ？」


    「いえ、特に何も」


    　藤村が首を振る。


    「なあ井波、本当に校舎内にいるのか？」


    「うーん……いなきゃいないで構わないけどね」


    　教室の扉を閉める。


    「それもそうか。教室の中で暴れると後で元に戻すの大変だしな」


    「……あ、見えなくなりました」


    　ぴたりと立ち止まり、藤村はこちらを振り向く。


    「じゃあ次は私が条件を満たすよ」


    　井波がペットボトルに手をかける。


    「いいのか？」


    「うん。のりりんばっかりじゃ疲れちゃうからね」


    　しかし井波は蓋ふたを開ける手をぴたりと止める。


    「どうした？」


    「ちょっとみんなここで待ってて。すぐ戻るから」


    　そう言って井波はすたたーっとどこかへ走りだす。


    「お待たせー」


    　程なくして井波は戻ってきた。


    「何していたんだ？」


    「よく考えたら学校なら蛇口が普通にあること思い出してね。そっちで飲んできたんだ」


    「ああ、そういうことか。じゃあ今見えているのか？」


    「うん。じゃ、行こー」


    　再び教室巡りを開始する。


    「それにしても、常に条件を満たし続けるってのも大変だな」


    　きょろきょろと辺りを見回す井波に尋たずねる。


    「まあねえ。こういうことってめったにないんだけどなあ」


    「死角自体そんなに数いないって前言ってたもんな」


    「近い距離にいる死角が１体になれば空気も読めるようになると思うけどね」


    　俺はちらりと藤村の様子を窺うかがう。思っていたより疲れてはいないようだ。


    「藤村には何度も条件を満たして貰もらうことになって悪いな。１体壊すまでの辛抱だから」


    「いえいえ、大丈夫です。こんな私でもお役に立てるなら嬉うれしいです」


    　にこにこ顔で答える藤村だが、さすがにこの後何度も息止めするのはつらいだろう。それに藤村が死角を見つけたとき、真っ先に狙ねらわれるかもしれない。


    「できれば俺か井波が条件を満たしているときに死角に出会いたいもんだな」


    「そう都合よくいけばいいんだけどね」


    　井波が教室の扉を開けながら答える。


    「……この教室にもいないっと。じゃあ次の教室に行こっか」


    　扉を閉め、次の教室へ向かおうとする。


    「……あ、見えなくなっちゃった。ちぇ」


    　井波が振り向いて残念そうに言う。


    「じゃあ次は……藤村、いけるか？」


    「はい。それでは」


    　すぅっと息を大きく吸い込む。


    　いつの間にか藤村が条件を満たす間は皆その様子を黙って温かい目で見守り、心の中で頑張れと応援するのが暗黙の了解となっていた。


    　しかし俺はふと気になることがあったので、今回それを破ってしまうことを許して欲しい。


    「……よく考えたらさあ」


    「……何？　どうしたのエビマヨ君？」


    「藤村が息を止めているこの１分間って、誰だれも条件を満たしていないんだよな」


    　しんとなる。


    「……ちょっとエビマヨ君止やめてよね。そんな不安を煽あおるようなこと言わないでよ」


    　そう言いながら井波はきょろきょろしている。


    「清きよ菜な、急ぐんだ」


    　少佐の言葉に無言で頷うなずく藤村。


    「いや急げって無理だろ。みんな落ち着けよ」


    「エビマヨ君が慌てさせるようなこと言うからでしょ」


    「俺は気になったことを言っただけだ」


    「清菜、急げ！」


    「だから無理だってば少佐」


    　俺たちがあたふたしだす様子を見て藤村の表情がどんどん変わっていく。


    「ああ！　のりりん！　落ち着いて！」


    「悪い藤村！　俺が変なこと言うから！　とりあえず１分間頑張ってくれ！」


    「清菜、急いでくれ！」


    「黙れアホ兄！」


    　そのとき藤村がぶはあと息を吐き出す。


    「大丈夫か藤村？」


    「はあっはあっ……だ、大丈夫、です……はあ……」


    　かなり苦しかったらしく、藤村はぜえぜえと肩で息をしている。


    「ごめんな藤村。少し休んでいいから」


    「は、はい……」


    　藤村は少し屈かがんで両手を膝ひざの上に乗せ、ふうふうと呼吸を整えていた。


    「もう！　エビマヨ君の極悪人！」


    「悪かったって。代わりに俺が条件満たすから。ほら、藤村が俺を殴っていいぞ」


    「い、いえ、何とか条件のほうは満たしましたから」


    　そう言って藤村は顔を上げる。まだ呼吸は少し乱れているが、さっきよりは落ち着いたようだ。


    「捜索を再開しても大丈夫か？」


    「もう大丈夫です」


    「そっか。じゃあゆっくり行こうか」


    「はい」


    　次の教室へ歩きだす。皆気を遣っているのか、歩調が緩やかだ。


    「あの、ところで兄さん」


    　藤村が少佐に声を掛ける。


    「どうした清菜？」


    「兄さんの隣でうねうねしているのって何ですか？」


    「うねうね？」


    　それって。


    　まさか。


    「藤村！　少佐！　離れろ！　そいつが死角だ！」


    「え？」


    　突とつ如じよ、少佐が吹っ飛ぶ。


    　まずい。


    　あのときと一緒だ。


    「ぐぅっ！」


    「兄さん！」


    　派手に廊下に叩たたきつけられる。


    　しまった。


    　迂う闊かつだった。


    　藤村は死角を見たことがなかったのか。


    「エビマヨ君！　のりりんを連れて逃げて！」


    「井波！」


    　いつの間にかペットボトルを飲み干していた。


    「でも少佐が……！」


    「ここは私が何とかするから！　この死角はやばいの！　早く！」


    　やばいってどういうことだ。


    　いや今はそんなことより。


    「わかった！　行くぞ藤村！」


    　呆ぼう然ぜんとしている藤村の腕を摑つかむ。


    「に、兄さんが……」


    「大丈夫だ！　井波が何とかする！」


    　そのまま走りだす。


    「あ、あ、あの！」


    　藤村が声を上げる。


    「どうした藤村！」


    「は、は、走るのは、ちょ、ちょっと」


    　条件満たして急にはきついか。


    「わかった。いったんそこの教室に入るぞ」


    　急いで扉を開く。


    「はあ、はあ……す、すいません」


    「とにかく早く中へ入れ」


    　しかし藤村は扉の前でぴたりと足を止めたまま動かない。


    「どうした？　早く……」


    「……エビマヨ先輩、扉を閉めてくれませんか？」


    「どうして？」


    　藤村は教室内を指差し、ゆっくりこちらを見る。


    「さっきみたいな変なうねうねしたのが中に」　


    「うぉわっ！」


    　慌てて扉を閉める。


    「ど、ど、どうしましょうかあ！」


    「ま、待て。落ち着け藤村。ある意味チャンスだ。中にいるうちに倒そう」


    　とはいっても藤村が戦えるわけないので俺がやるしかない。一いつ升しよう瓶びんを床に置く。


    「まず俺の条件を確認するぞ。俺を殴ってくれ」


    「は、はい！　わかりました！」


    「別に前みたくボディを殴らなぐふぉ！」


    　言い終わる前に見事に肝かん臓ぞうを貫つらぬかれた。これならひょっとして藤村でも死角と戦えるんじゃないのだろうか。


    「だ、大丈夫ですか？」


    「……ああ、何とかな……それよりまずいことになった……」


    　お腹なかを押さえながら喋しやべる。


    「まずいって、どうしたんですか？」


    「今度の条件は満たすのに少し時間が掛かるかもしれない」


    「えええ！　その間に死角が教室から飛び出てきたりしたらどうするんですか！」


    「とにかく時間を稼ごう。藤村のステッキ貸してくれ」


    「は、はい。どうぞ」


    　教室の後ろ側の扉にステッキを立てかけ、もし開いたときにはぱたりと倒れるようにする。


    「後ろはこうするしかないか。前の扉は藤村が手で押さえててくれ」


    「そ、そんな！　無理です！　私そんなに力はないですから！」


    「条件を満たすまでだ。頼む」


    「うう……わかりました。できるだけ早くお願いします」


    　藤村は泣きそうな顔で前の扉を押さえる。


    「それじゃあ俺は条件に必要なもの取ってくるから」


    　くるりと藤村に背を向ける。


    「ええええ！　ひ、ひとりにしないで！」　


    「安心しろ！　すぐ戻る！」


    　思い切り駆け出す。


    　階段を飛ぶように降りる。


    　下駄箱から昇降口の近く。


    　あった。


    　自動販売機。


    　隣に空き缶用のゴミ箱。


    　こいつをがしっと抱かかえ込み、再び階段を駆け上がる。


    「待たせたな！」


    　藤村が扉を必死に押さえながらこちらを振り向く。あら半泣きだ。


    「うわーんエビマヨ先輩怖かったよー……って何ですかゴミ箱なんて持ってきて！」


    「これが必要なんだよ」


    　乱暴にゴミ箱を置き、空き缶を取り出して床に置く。


    「いったいどんな条件なんですか？」


    「空き缶を10個積み上げるんだ」


    　床に置いた缶の上に缶を積み、再び缶を取り出す。


    「え？　で、できるんですか？」


    「やるしかないだろ」


    　慎重に缶の上に缶を乗せ、また缶を取り出す。


    「死角はまだ教室内にいるよな」


    「は、はいおそらくは……でも私はもう見えない状態です」


    　ゆっくりと積んだ缶の上に乗せる。


    　慎重に手を離す。


    　大丈夫。


    　ゆっくりやればできる。


    「あ、あの……エビマヨ先輩……」


    　缶を取り出し、積み上げた缶にゆっくりと近付く。


    「……何だ？　今あまり話し掛けないで欲しいんだが」


    「あ、す、すいません。ちょっと気になることがありまして」


    　缶を両手で持ったまま、積んだ缶の上に乗せる。


    　手を離すタイミングが難しい。


    　ゆっくり。


    　ゆっくりと手を引いていく。


    「…………よし……気になることって何だ？」


    「エビマヨ先輩って器用なんですか？」


    　ゴミ箱から缶を取り出しながら答える。


    「はっきり言って不器用だ。それもかなり」


    「ええ！　な、何かすごい淡々と積んでいくからてっきり器用なのかと思ってた！」


    「それっぽく見せただけだ。本当は震えが半端ない。やばい。たぶん次あたり無理っぽい」


    「ちょ、ちょっとまだ半分じゃないですか！　しっかりしてくださいよ！」


    「う、うるさい！　集中するから黙っててくれ」


    　缶を手に取り、ゆっくり積んだ缶の上に乗せる。


    　手の震えがやばい。


    　落ち着け。


    　缶の位置を微妙に修正。


    　そして手を離す。


    「………………大丈夫だな……」


    　息を吐く。これで６個。


    「この条件ものすごい地味ですねー」


    「言うな！　俺もそう思うけど！」


    　確かにビジュアル的にはパッとしないが、そんなことを気にしている場合ではない。


    　ゴミ箱から缶を取り出す。


    　慎重に缶の上に置く。


    「……！」


    　軽く揺れる。


    　やばい。


    　手で押さえたまま固まる。


    「…………」


    　揺れが収まる。


    　何とか持ちこたえた。


    　そのまま慎重に手を離していく。


    「……崩れるなよ……」


    　揺れはもうない。


    「……よし。危なかった……」


    「頑張ってエビマヨ先輩！　できればもっと早く積んでください！」


    「プレッシャーかけるなよ……」


    　缶を手に取り、積み上げた缶の上にゆっくりと缶を乗せる。


    　これで８個目か。


    　さすがに厳しい。


    　ちょっとのずれが命取りだ。


    　慎重に。


    　慎重に。


    「いける……大丈夫……」


    　缶から手を離す。


    「……」


    「……」


    　崩れない。


    「……ふぅ」


    　二人同時に息をつく。


    「できるじゃないですかエビマヨ先輩！　すごいです！」


    「お、おう。少し自信が出てきたぞ。なんだか本当にできそうな気がしてきた」


    「……できるつもりなかったんですか」


    　藤村は台風の中で差しているビニール傘を見るときのような目つきでこちらを睨にらむ。


    「そんな頼りないなーこいつって表情をすんな。安心しろ。あと２個だ」


    　缶を取り出す。


    　近づくときもゆっくり。


    　大丈夫。


    　高さ的には置きやすくなってきた。


    　いけるはず。


    　いや、絶対いける。


    　缶の上に、音も立てず缶を置く。


    　息もできない。


    　汗が出る。


    　集中。


    　かつてないほど集中する。


    　大丈夫だ。


    　揺れてない。


    　このまま手を離せ。


    　よし。


    　いける。


    「わわっ！」


    「な！　いきなり叫ぶな藤村！　あっ！」


    　がしゃーん。


    　かんっからーん。


    　かーん。


    「……」


    「……」


    　見事に崩壊。


    　ころころと缶が転がる。


    「……」


    「……」


    「……あのー……」


    「……」


    「その……エビマヨ先輩……」


    「……」


    「えーとですね、その、急に扉が動いた感じがしましてですね。何と言いますか、それに驚いて思わず声が出てしまったと申しましょうか。まあでもそういうことってよくありますよね！　いやいや死角ってやつはやんちゃで困ったもんですよ。あ、ほらほら今もちょっと動いているような。活いきがいいというか、このまますぽーんと飛び出して来ちゃったりなんかして！　そしたらどうしましょうかー……って、あの……エビマヨ先輩何でぷるぷるしているんですか？　もしかしたらー、何ですけど……今のって、私のせいだったり？」


    「うがー！」


    　ゴミ箱を思いっ切り蹴けっ飛ばす。


    「ああ！　エビマヨ先輩がご乱心だ！」


    　やってられるかこんなもん。あと２個だったのにちくしょうめ。地味すぎるんだよボケ。地味な割りに疲れるんだよクソ。不器用だってあれほど言っただろうが。何が空き缶積みだ。踏んづけてやるこんなもん。全部まとめてベッコベコにしてやんよおらおらおらおらおらおらおらおらおらおら。


    「エ、エビマヨ先輩ストップストップ！　テンションおかしくなってますよ！　そんな今時の若者みたいにキレちゃダメですって！」


    「うっさい俺は今時の若者だ！」


    　ようし缶が全部ぺしゃんこだぜひゃっほう。これで積みやすくなったよハハハ。さーて１枚２枚３枚っと。なんだこうすりゃ楽勝じゃねえか。最初からこうすりゃよかったわ。はいこれで10枚っと。あれ。ホントに視界が変わりやがった。すげえ。こんなんでいいんだ。コロンブスの卵だな。サンキューコロンブス。だが残念だったな俺はバスコ・ダ・ガマ派だぜヒャハハハ。


    「エビマヨ先輩どうしたんですか！　最初に新大陸発見した人でもそこまで狂喜乱舞しませんよ！」


    　一いつ升しよう瓶びんを手に取り振りかぶる。


    「邪魔だこんなもん！」


    　バコーンと潰つぶれた缶の山を吹っ飛ばす。


    「藤村！　こっち来い！」


    「ひいい！　すすすいませんでしたエビマヨ先輩！　どうかドメスティックバイオレンスだけは勘弁を！」


    「いいからどけ！　扉から離れろ！　お前ごとクラッシュトマトにするぞ！」


    「あああわかりましたです！　もうトマトに塩はかけません！」


    　よちよち歩きでその場から離れる藤村を尻しり目めに扉を思い切り開ける。


    「おわあ！」


    　目の前に死角がいやがった。


    「だが好都合！」


    　一升瓶を振りかぶり、うねうね動く金属の塊かたまりに向かってフルスイング。


    　鳴り響く金属音と共に塊がよろめく。


    　立て続けに瓶を何度も叩たたきつける。


    　無我夢中。


    「はあっはあっ……」


    　いつの間にか塊はぴくりともせず、ただの鉄くずとなっていた。


    「ふぅ……ベッコベコだな。やったぞ藤村」


    　廊下に戻ると、なぜか藤村は蹲うずくまり頭を抱かかえてぷるぷるしている。


    「おい何してるんだ？　死角は倒したぞ」


    　びくりと体を震わせ、ちらりとこちらを見る。


    「……あ、あの、エビマヨ先輩が今から私をベッコベコにするんじゃ……」


    「何を言ってるんだ？　死角はベッコベコだけど」


    「へ？」


    　呆ぼう然ぜんとしながら藤村は立ち上がる。


    「……あ、本当だ……ちゃんと空気が読める。それじゃ死角倒したんですね！　さすがエビマヨ先輩すごいです！　そして怖いです！　この極悪人！」


    「だからさっきからそう言ってるだろ……ちょっと待て。今何て言った？」


    「え？　エビマヨ先輩は凶悪犯罪者ですって……」


    「じゃなくて、空気が読めるって言ったよな？」


    「あ、はい。ちょっと待ってくださいね」


    　しばらく藤村は軽く俯うつむく。


    「……そうですね……ここから上のほうに死角がいるみたいです。場所はたぶん……」


    　そんな。


    「……井波は死角を倒していないのか」


    「あ、そ、そういえば……井波先輩と兄さんが心配ですね……」


    「上の様子を見てくる。藤村はひとまず部室へ戻って休んでろ。危ないから上の階には行くなよ」


    「わ、わかりました。気をつけてください」


    　一いつ升しよう瓶びんを握りしめ、駆けだす。


    　まさか。


    　どうなっている。


    　あの井波が。


    　そんなわけない。


    「井波……！」


    　階段を駆け上がる。


    　この階にいるのだろうか。


    　廊下を走る。


    「な……！」


    　目の前に信じられない光景が飛び込んできた。


    　廊下には無数のガラスの破片。


    　一升瓶が砕け散っていた。


    　その先に井波が座り込んでいる。


    「井波！」


    「……あ」


    　こちらへ振り向く。


    　疲労困こん憊ぱいの様子であったがどうやら無事のようだ。


    「よかった。大丈夫か？」


    「……うん」


    「少佐は？」


    「のりりんを捜すとか言ってどっか行っちゃった。たぶん無事だと思うけど」


    「そうか……死角は？」


    「追い払ったというか、どっか行っちゃったんだけど……」


    　井波は何か考え込む。


    「そっか……エビマヨ君が１体倒したんだね……じゃあ私もやらなきゃ」


    　井波はふらふらとしながら立ち上がる。


    「待て。井波の戦っていた死角はいったい何なんだ？　あの一いつ升しよう瓶びんが割れるなんて普通じゃないぞ」


    　俺の問いには答えず、歩き出そうとする。が、一歩も前へ進めそうもない。


    「待てって井波。立つので精一杯じゃないか。何でそんな必死に……」


    「あいつが昔私の寿命を奪った死角なの」


    　井波は淡々とした表情で言う。


    「……え？　あいつが……って何でわかるんだ？　見た目ほとんど一緒だろ？」


    「わかるよ。私、死角マニアだもん」


    「そ、そうなのか……」


    「普通じゃないんだよあいつ。私じゃ追い払うことぐらいしかできなかった。何せ師匠でも倒せなかったからね。まあそのとき師匠は私を守っていたせいもあったんだけど」


    「……そんな死角とまた戦おうって言うのか？」


    「エビマヨ君ちょっとその一升瓶貸して」


    「え？　あ、ああ」


    　唐突に言われ、思わず渡してしまう。


    　井波はゆっくりと蓋ふたを開け、一升瓶を上に掲げた。


    「井波……？」


    　いつものように中身がすごい速さで減っていくと思っていた。しかし一向に中身は減らずそのままだ。こんなの今まで見たことがない。


    　まさか。


    「井波！」


    　慌てて一いつ升しよう瓶びんを奪い取る。


    「お前今日何回条件を満たしたんだ！」


    「……４回」


    　すでに７ℓ以上飲んでいるのか。


    　まともに動けるわけがない。


    　立っているのがやっとじゃないか。


    　そんなになるまで倒したいのか。


    「返して」


    「ダメだ。これ以上飲めるわけないだろ」


    「でも条件満たさないと倒せない。早く返して。死角が逃げちゃうかもしれない」


    　俺は一升瓶をぐっと握り締める。


    「俺がやる。俺がその死角を倒す。井波、条件を調べるから俺を殴れ」


    「やだ」


    　井波はぷいとそっぽを向く。


    「おい、やだって……」


    「エビマヨ君には無理。倒せるわけないもん」


    「そんな決めつけるなよ。井波が瓶を割るほど殴ったんだろ。それだけダメージ与えたならなんとかなるかも……」


    「やだやだ！　エビマヨ君も寿命奪われたらやだもん！」


    「……」


    　まいったな。言い争っている場合ではないんだが。少佐はどこにいるかわからないし、藤村のいる部室まで戻っている暇ひまはない。


    　こうなったらやるしかないか。


    　自分の限界を超えるんだ。


    　いくぞ。


    「うりゃあ！」


    　ぐに。


    「……………………へ？」


    　井波の胸をやわやわと揉もみしだく。


    　ほう。小柄な体の割りに意外とあるんだな。こりゃ新発見だ。そして最高だな。素晴らしい。ああ。まさか俺がこんなことをするなんて。昔じゃ考えられないなあ。うーむ。これはいいものだ。
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    「こ、こ、この淫いん乱らんドスケベエビ野郎！　マヨネーズぶちまけて死ねえ！」


    　井波がエビのように真っ赤だぞなんて突っ込みを入れる暇もなく、腰の入ったフックを思い切り食らい吹っ飛ぶ。


    　痛い。


    　やっぱりこれだな。


    　条件を満たすにはこれが一番だ。


    「ま、まったくもう！　いきなり何するの！　ホント空気読めないんだねエビマヨ君は！　もうちょっとタイミングを考えてくれるなら私としても承諾するのはやぶさかではないというかむしろ歓迎の意を示すといっても過言ではないというか何というか……」


    　井波が何やらばたばたと大声で文句を言ったりぼそぼそ喋しやべったりしているが、ひとまず放ほうっておいて一いつ升しよう瓶びんを拾い上げる。


    「井波」


    「わあ！　……な、何？」


    「そこで待ってろよ。後は何とかするからな」


    「え？　何とかって……あ！」


    「俺は井波に感謝している。俺を日陰から引きずり出したのは井波だ。日向ひなたにいる井波はいつでもどんなときでも笑っていた。だから俺も日向にいたいと思った。どれだけ大変な目に遭うとしてもだ」


    「エビマヨ君……」


    「そんな顔をするな井波！　俺はいつも井波に笑顔でいて欲しい！」


    「エビマヨ君！」


    　駆け出す。


    　藤村は言っていた。


    　上のほうに死角がいると。


    　一気に階段を駆け上がる。


    　扉は開いていた。


    「……やっぱここしかないよな……」


    　屋上。


    　扉を閉め、周囲の様子を窺うかがう。


    　辺り一面コンクリート剥むき出しの床という味気ない景色が広がり、四方には高めの柵さくが張り巡らされている。普段開放されている割りにはベンチや花壇など気の利いた設備もなく、悲しいくらい殺風景なところだ。少し風が出てきたようで、若じやつ干かん肌寒い。


    「少佐はいない……死角で確定だな。あとは……」


    　条件を満たすだけ。


    　条件。


    　やれるのか。


    　理不尽。


    　こんなときに理不尽な条件だ。


    　いやすべてが理不尽だ。


    　何なんだ死角は。


    　何なんだ見る目がある人は。


    　何なんだ俺は。


    　何でこんなことになったんだ。


    　何で命を狙ねらわれるんだ。


    　何で井波はあんなに必死にならなきゃならないんだ。


    　すべてが理不尽。


    　意味がわからない。


    　もういい。


    　くだらねえ。


    　全部終わらせる。


    　すべてを断ち切る。


    　こんな理不尽な戦いを終わらせてやる。


    　そう。


    　そうだ。


    　やるしかない。


    　覚悟。


    　覚悟だ。


    　ここで逃げるわけにはいかない。


    　壁に左腕をかくれんぼの鬼が数えるときのように押しつける。


    　右腕で一いつ升しよう瓶びんを握り締め、勢いよく振りかぶり、そして──。


    「折る！」


    　聞いたことのない音がした。


    「ぐあああ！」


    　激痛。


    　目眩めまい。


    　吐き気。


    　全身で認識する。


    　間違いない。


    　腕が折れた。


    「はあっはあっ……よ、よし……次にもう一つ……」


    　まだ倒れるわけにはいかない。


    　上を向く。


    　くそ。


    　次が何よりも理不尽。


    　何でだ。


    　何なんだこの条件。


    　何で戦う前にこんなことを言わねばならない。


    　何でここでかっこつけさせてくれないんだ。


    　いい加減にしろ。


    　どこまで理不尽な条件なんだ。


    　くそ。


    　どうにでもなれ。


    　息を吸い込み、大声で叫ぶ。


    「俺　は！　ロ　リ　コ　ン　だ！」


    　その瞬間。


    　視界が変わる。


    「ああもう……まあいい。どこだ死角は……！」


    　腕の痛みに堪たえながら周囲を捜索する。


    「そんなに広くないはずだが……」


    　数メートル先は暗くら闇やみなので距離がわかりにくい。


    「……うお！」


    　うねうねと動く金属の塊かたまりが暗闇からぬっと現れた。


    「……いつまでも慣れないなこの感覚……あいたたた……」


    　見えるぎりぎりの範囲から死角の様子を窺うかがう。


    「ん？　何しているんだあいつ……？」


    　死角は体の一部分を釣つり竿ざおのようにカシャカシャと伸ばし、やたら長細い板のようなものを中心部分から放射状に数枚形成させていた。


    「……ひょっとしてプロペラ？　飛ぶの？　マジで？」


    　いや飛んでもおかしくないか。


    　だがチャンスだ。


    　飛ぶことに集中していてこちらに気づいていない。


    「おらあ！」


    　死角に一いつ升しよう瓶びんを力の限り叩たたきつける。


    「ぐっ……！」


    　振動が伝わる。


    　硬い。


    　並の硬さじゃない。


    　井波の一升瓶が割れるわけだ。


    　死角がこちらに気づく。


    　プロペラ部分を戻そうとしている。


    　戦闘態勢に入るつもりか。


    　まずい。


    　どうする。


    「……それなら……！」


    　プロペラ部分を叩きつける。


    　やはり硬い。


    　が。


    　死角はバランスを崩す。


    　隙すきを見逃さない。


    　追撃。


    「がぁっ！」


    　体が吹き飛ぶ。


    　激痛。


    　何だ。


    　今のは何だ。


    　何かが腹に飛んできた。


    　板状の金属。


    　プロペラ部分を自ら射出しやがった。


    「はあ、はあ……そ、そんなこともできるのかよ……じ、自分の……」


    　板を拾い上げる。


    「自分のパーツで壊れろ！」


    　叩たたきつける。


    　激しい金属音。


    　何度も。


    　何度も。


    　腕の痛みを忘れるくらい。


    　何度も叩きつける。


    「……マジか……」


    　死角は動きを止めない。


    　板が曲がるまで叩いたというのに。


    　音もなく、じわじわと近づいてくる。


    　全然効いてねえ。


    　そりゃそうか。


    　井波でも無理だったからな。


    　やっぱ無謀だったか。


    「……くそ！　頑丈すぎだろ！」


    　やけ気味に板を投げつける。


    　衝撃音。


    　死角はぐらりとバランスを大きく崩す。


    「え……？　今のは……何だ……効いていたのか！」


    　いけるぞ。


    　これなら倒せる。


    「武器、武器は……」


    　痛む腕を押さえながら周囲を見渡す。


    「一いつ升しよう瓶びん！」


    　急いで駆け寄り、拾い上げる。


    「よし！　こいつでぶっ壊してやる！」


    　振り返った瞬間。


    　殺風景なコンクリートの床だけが目の前に広がる。


    「……そんな……」


    　視界が元に戻った。


    　何もない。


    　何も見えない。


    　風の音しか聞こえない。


    「……くそ！」


    　一いつ升しよう瓶びんを闇やみ雲くもに振り回すが空くうを切る。


    　ふらつく体。


    　痛む腕。


    　目眩めまい。


    　武器を振り回すこともままならない。


    「どこだ……！」


    　あと少しなのに。


    　一撃。


    　一撃当てれば。


    　当てればいいだけなのに。


    「……はあっ！　はあっ！　どこだ！　どこにいる！」


    　当たらない。


    　当たる気がしない。


    　何もわからない。


    　どこにいるんだ。


    　何がいるんだ。


    　俺は。


    　俺はいったい、何と戦っているんだ。


    「後ろ！」


    　人の声。


    　誰だれだ。


    　それより。


    　体を反転。


    　同時に一升瓶を振りかぶる。


    「振り下ろせ！」


    「んあああ！」


    　力任せに叩たたきつける。


    　何もない空間。


    　何かと衝突。


    　瓶びんが砕ける。


    　破片が飛び散る。


    　きらきら輝く。


    　金属の崩れ落ちる音。


    　屋上に響き渡る。


    「はあ、はあ……」


    　何もない床を見下ろす。


    　当てた。


    　当たった。


    　感触はあった。


    　砕く感触。


    　死角はどうなったのだろうか。


    　見て確認することはできない。


    　ふらりと目眩めまいが襲い、俺の意識を削る。


    　これ以上は、無理だ。


    「く……倒したのか……？」


    「どうやらやったようだな」


    　声のするほうへ振り向く。


    「あ……」


    　少佐が立っていた。


    　さっきの声は少佐だったのか。


    　でも。


    「何で……？」


    　意識が途切れそうになりながらも、俺は少佐に疑問をぶつける。


    「少佐……何で……何でお前全裸なんだ！」
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    　とりあえず利き腕さえ使えれば骨折していても何とか生活できるだろう、なんて考えが甘かったということは、今、正に身に染みている真っ直ただ中なかである。服を着るのもひと苦労、飯も食いづらい、ペットボトルの蓋ふたすら開けられない。結局事ある毎ごとに他人の手をちょこちょこ借りている有様である。


    　こんな調子で学校に行っても大丈夫なのかわからないが、今日は腕を折って以来久しぶりの登校だったりする。まだ腕にギプスをはめ、包帯を巻いて肩からぶら下げている状態だ。あまり学校を長期に休むわけにもいかないので、不安に思いつつも昇降口へ向かう。扉を開くのにいちいち鞄かばんを置いたりしなければならないのが鬱うつ陶とうしい。


    　そんな調子で腕を労いたわりながら通学路を歩いていると、前方に何やらよく見たことのある二人組がこちらを見つめていることに気づく。


    「よう藤ふじ村むら兄きよう妹だい。こんなところで会うなんて初めてだな」


    「おはようございますエビマヨ先輩」


    「……」


    　相変わらずしっかりと挨あい拶さつを返す妹と、こちらを見もしない兄である。


    「腕のほうはもう大丈夫なんですか？」


    　そのまま並んで歩きながら、藤村が心配そうな顔で尋たずねてくる。


    「まあ一応な。割りと綺き麗れいに折れたみたいだから、治るのも早いらしい」


    「そうなんですか。それはよかったです」


    　藤村は安あん堵どの表情を浮かべる。ふと思ったのだが、ひょっとして二人は俺がここを通るまでわざわざ待っていたのかもしれない。別に兄はいらなかったけど。


    「……そういえば少佐に聞きたいことがあるんだった」


    　少佐は今日初めてこちらを向き、サングラス越しに俺を見る。


    「何だ？」


    「屋上でのことなんだけど、あのとき少佐は死角が見えていたのか？」


    　あの後ずっと疑問に思っていたことだ。


    「見えた。見えたぞ。私にも見えた」


    　屋上で聞こえた声は、確かに少佐のものだった。だが俺にはどうも少佐が条件を満たせたとは思えない。


    「少佐の条件って緑色の巨大ロボに踏みつぶされるとかじゃなかったっけ？　どっかにそんなロボット置いてあったのか？」


    「……何だそれは？」


    「エビマヨ先輩何を言ってるんですか？」


    　兄きよう妹だいお揃そろいできょとんとする


    「へ？　違うの？　だって井い波なみがそう言ってたんだけど……」


    「私の条件はそんなものではない」


    　てことは井波が適当なことを言ったのか。なんて奴やつだ。ていうか、前に藤村と条件の話をしたときに何で気付かなかったんだ。


    「じゃあ少佐の条件って何？」


    　返答を待つが、少佐はゆっくりとサングラスを外し、それを見つめたまま黙り込んでしまう。


    「兄さん……」


    「……ああ。わかってる」


    　藤村が声をかけると、苦渋に満ちた表情もいくらか和やわらいだようだ。


    「私の条件は満たしたくないものであった。苦痛以外の何物でもない」


    「いったいどんな条件なんだ？」


    　少佐は手に持っていたサングラスをひょいとひっくり返す。


    「……人前で裸になって、サングラスを逆さに掛けることだ」


    「それであのとき全裸だったのか。頭がちょっとお疲れになったのかと思っていたよ」


    「仲間を見捨てるわけにはいかない。だが苦渋の決断だった。二度とやるつもりはない」


    　少佐は首を振り、目頭を押さえ悲痛な表情を浮かべる。


    「そんなに人前で全裸になるのが嫌なのか？　そりゃ恥ずかしいだろうけど」


    「全裸になるのは構わない」


    「え？」


    「問題はサングラスを逆さまに掛けることだ」


    「そっちかよ！」


    「それは私にとって最大の屈辱行為。この条件は私に死ねと言っているようなものだ！」


    　少佐は逆さのサングラスを睨にらみつけながら激げつ昂こうする。


    「すいません。こんな兄で」


    　藤村がぺこりと頭を下げる。


    「いや、いいよ。こんな兄だと知っているから。それに少佐にはそんな思いをしてまで助けて貰もらったからな。やはり頼りになる男だ」


    　少佐はサングラスを再びくるりと回し、掛け直した。


    「どうってことない。いつか私の条件を変えられるよう、君には協力して欲しいだけだ」


    　少佐はクールな笑えみを浮かべる。


    「ああ。わかったよ」


    「そして妹のこと、これからも頼むぞ。幸せにしてやってくれ」


    「だからそれはもういいってば。ほら藤村もそんなこと言われても困るだろ？」


    　藤村を見るが、なぜかにっこり嬉うれしそうな笑みを浮かべている。


    「いえいえエビマヨ先輩、私は構いませんよ。というかすでにそのつもりですから」


    「……へ？」


    「あ、でもあのときみたいなＤＶだけは勘弁してくださいね」


    　サングラスにひびが入るような音がした。


    「何だと貴様……妹に暴力を……」


    「ええ？　い、いや決してそのようなことは……」


    「正直に言え！」


    「ああいやそんなことをやりそうになっただけで、実際はやってないというか、本当はやりたかったんだけど。あ、しまった正直に言いすぎた」


    「この野郎！　貴様に妹は絶対やらん！　帰れ！　宇宙へ帰れ！」


    「うわあちょっと待ってくれ！　腕は止やめろ！」


    「に、兄さん！　腕にドロップキックはダメですよ！」


    　藤村が押さえつけている間に慌てて全力で逃げ出す。少佐が制服姿で助かった。もし赤い服を着ていたら複雑骨折になってたに違いない。


    「はあっ、はあっ……ふう……こんな腕で走らすなよな……」


    　無事に逃げ切れたことを確認し、息を切らしながら教室の扉を開く。久しぶりに来たのだが、特に大きな変化はないようだ。クラスの友人もいつもと変わらなく接してくれた。机の上に花か瓶びんとか置かれてなくてよかった。


    「エビマヨ君！」


    　ほっとしたのもつかの間、唐突に声を掛けられる。


    「よう、いな……うわ！　なんだ！」


    　挨あい拶さつを返す隙すきも与えず、ぐいぐいと教室から押し出される。


    「ま、待ってくれ井波！　腕を押すのだけは止やめ……わあ！　危ないって！」


    　廊下に出ると同時に、今度は後ろからぐいぐいと押された。初めて井波に部室に連れて行かれたときと一緒だ。


    「はい到着！」


    　さすがに今回は壁に衝突するわけにはいかず全力でブレーキ。治りかけの腕がまた折れてしまうところだった。どうしてみんな俺の腕を悪化させたがるんだ。


    「……これから授業が始まるってのに部室かよ……」


    　扉を開く井波の後に続く。しかし井波はいつものように席には座らず、立ったままだ。なぜだろう。それに妙にそわそわしているようにも見える。いったい何をするつもりなのだろうか。やっぱりこいつは何を考えているのかよくわからない。


    「……私ねー、いろいろ考えたんだ。エビマヨ君が学校来たら何をしようかなーって」


    　井波はこちらをちらちら見ながら話を切り出した。


    「……何すんの？」


    「そんで入念なリサーチの結果、こ、こうするのが一番喜ぶんじゃないかなって」


    　恥ずかしそうな表情で、唐突に制服を脱ぎ、スカートをするりと落とす。


    「ええ！　ちょい待て！　さすがにそれはいくつか行程をすっ飛ばしているような……え？」


    　だがその下に覗のぞかせた姿は、体操着にブルマ。
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    「エビマヨ君はブルマが大好きに違いないってね！　どうどう？　嬉うれしいでしょ？」


    　ぐいぐいと見せつける。


    「あ、う……いや、その……」


    　確かに嬉しかったのだが、すこし妄想が先走りすぎたため拍子抜けしてしまった。それにこう露骨に見せつけられても、どうしていいのかわからない。井波は俺の戸惑いもまったく気にせず大はしゃぎだ。


    「まーそんなわけでエビマヨ君、これからもみんなでばっしんばっしん死角を倒しに行こうねー！」


    「え？　あ、うん。そうだな。……ん？　待て。なんで？」


    「どしたの？」


    「いや、別にもうわざわざ死角を倒しに行く必要ないだろ。井波の寿命は戻ったんだから」


    「ん？　まだだよ？」


    　井波はけろりとして答える。


    「は？」


    「だって私あの死角だけに寿命を奪われたわけじゃないからねえ。他ほかにもいるんだよ」


    「え？　……ええ！　マジで？」


    　ひょっとして井波は本当に死を目前に控えているんじゃないのだろうか。


    「大丈夫大丈夫！　そのうち倒せるから！　このオカリナ部もあるし！　エビマヨ君もいるし！　何とかなーる！」


    　いつものようににこにこ顔で井波は笑う。


    「……まったく、相変わらずだなあ井波は」


    　久しぶりに会ったというのに、何も変わっちゃいない。


    「それにエビマヨ君はいつか空気を読めるようになりたいんでしょ？　死角をばんばん倒さないと」


    「そりゃあそうだが、とはいえ倒していけばそのうち空気が読めるようになるとは思えないんだけどなあ……」


    「ふーん……」


    　少し井波は考え込み、くいっと首を傾かしげる。


    「じゃさあ、何でエビマヨ君は死角と戦ってんの？」


    「え……？」


    　確か前にも同じような質問を藤村にされたような気がする。


    　戦う理由。


    　藤村は井波の頼みだから。少佐は妹のためだと言っていた。


    　では俺は何のために戦うのだろう。自分のためなのだろうか。誰だれかのためなのだろうか。


    　俺の戦う理由は。


    「部活だから、かな」


    「はい？」


    　井波は目を丸くする。


    「最初に井波が入部のときに言ってただろ。このオカリナ部は死角を破壊するための部だって。だから戦ってるんだよ」


    　井波はぽかんとしていたが、やがて嬉うれしそうに笑えみを浮かべた。


    「うはは！　面白いなあエビマヨ君は！　うん、そうか！　そうだね！」


    　そんな様子を見ていると、戦う理由なんてどうでもいいことかもしれないと思えてくる。


    　まったくもってわけのわからん部活だが、こんな居場所も悪くない。


    「ところでさあ、一つエビマヨ君に聞きたいことがあるんだけど」


    「ん？　何だ？」


    「あのとき、屋上で何て叫んでいたの？　私よく聞こえなかったんだけど。何かそういう条件だったの？」


    「……」


    「エビマヨ君？」


    「あたた！　う、腕が！　たぶん怪しい何かが封印されてたっぽい腕が急に暴れだした！」


    「ええ！　どう見てもただの骨折だと思うけど大丈夫？」


    　言えるわけがない。あのときの条件が腕を折った後に自分の一番の性癖を叫ぶだなんて。しかも井波相手じゃなおさら恥ずかしすぎる内容だ。


    「ま、いいか」


    　井波は興味を失ったようで、くるりと俺に背を向け窓の外を見る。ふう、危ないところだった。胸を撫で下ろそうかと思ったそのとき、井波がふわりとこちらへ振り向いた。


    「じゃあ、部活のことよろしくね」


    　いつもと違い、穏やかな笑顔を浮かべている井波が少し気になった。


    



    　よろしくねと言われても、結局のところわからないことだらけだったりする。死角とは何か。見る目がある人とは何か。何もわからずにずずんと流され、こんなところにたどり着いてしまった。


    　そうしてここまで来ても考えてしまうが、そもそも本当に死角なんていたんだろうか。どこから出てきてどこに消えるのかもわからない。確かに死角を叩たたく感触とか、攻撃されたときの痛みとかはあった。でももしかしたらそれはすべて俺の勝手な妄想だということも考えられる。何せ俺のやっていることを端から見れば、何もない空間に武器を振り回したり自分からいきなり吹っ飛んでみたりと、ちょっとやんちゃな子では済まない行為をしているだけだ。そう考えると自分のやっていたことに疑問を持たざるを得ない。何もかも見る目がある人にのみ起きた出来事であって、普通の人は何も認識してないからだ。見る目がある人っていったい何なのだろうか。


    　そして一番の謎なぞは井波である。すべてはこいつから始まった。もしあのときスポーツテストで話し掛けられず、ただのクラスメイトの一人であったならどうなっていたのだろうか。俺は何も知らずに死角に襲われたりしたのだろうか。何も変わらずひっそりと平穏に過ごしていそうな気もする。何しろそれまでこそこそと暮らしていたせいかわからないが、見えない何かから特に実害を受けたことはなかった。なのに井波が現れてから死角にえらい目に遭わされてきたわけだ。これではまるで井波が死角を運んできたようなものである。


    　となると、こうも考えられる。


    　ひょっとしたら。


    「俺は、井波に見つかることを恐れていたのか……？　まさか井波が死角を……」


    　思わず口に出してしまったことにふと気づく。


    「あ！　い、井波！　今のは……！」


    　慌てて顔を上げる。だがいつの間にか井波は部室からいなくなっていた。


    「……なんだ、もう教室に戻ったのか」


    　変な呟つぶやきを聞かれないでよかったと思い、ほっとする。どうやら考え事に集中しすぎてしまったようだ。井波が部室から出て行ったことも気がつかないとは。


    「……あれ？」


    　ひとつおかしなことに気づく。部室に井波の制服が置きっぱなしであった。


    「まったく、体操服のまま教室に戻ったのかよ。目立ちまくりだろ……」


    　制服を持って行ってやろうと思い手を伸ばすが、すんでのところで思いとどまる。教室に体操服姿の井波がいる中、制服を手に持って現れたりしたら、俺が脱がしちゃいましたウヒヒとアピールしているようなものだ。


    　とりあえず制服はこのままにしておき、教室に戻ることにする。今日はこの後井波に聞きたいことがたくさんある。あいつが何を知っているのかわからないが、とにかくいろいろ問い質ただす必要がある。それに井波はいったい何者なのか、はっきりさせたいところだ。


    　焦あせる気持ちを抑え、教室の扉を開く。


    「あれ？」


    　ぐるりと教室内を見渡すが、そこに井波はいなかった。てっきり先に教室に戻ったのかと思っていた。


    「どこに行ったんだ？」


    　授業が終わり、井波が戻ってくるのを待つ。しかし一向に井波は現れない。いつまで待っても現れない。


    　結局放課後になり、俺は部室で待ち続けることにする。


    「……みんなで死角を倒すんじゃなかったのか……？」


    



    　その日を境に、井波は姿を消してしまった。　


    



    　腕のギプスも取れて不自由な生活からすっきり解放されたと思いきや、同時にいろんなものからも解放されてしまったようで、何やらふわふわと毎日を持て余すような生活を送っていたりする。


    　放課後、俺は特に誰だれかに押されるわけでも引っ張られるわけでもなく、すたすたと部室へ向かう。


    　あれから１か月。井波は姿を現さない。死角も最近現れない。それは藤村兄きよう妹だいも同じらしい。つまりはどうやら平穏な日常に戻ったというわけだ。そんな日常を望んでいたはずなのに、どうにも晴れやかな気分にはならず、何やらもやもやがつきまとう。


    　部室の扉を開く。やはり狭い。しかし俺一人だけ席にぽつりと座っていると、妙に広く感じてしまうのは気のせいだろうか。井波も一人でここにいたときには同じようなことを思っていたのかもしれない。


    　テーブルの上に置いてあるペットボトルをぼーっと眺めながら考える。結局のところ、この騒動はいったい何だったのだろうか。わけのわからんことを言われ、わけのわからん部活に入り、わけのわからん戦いをした。そしてわけもわからずいなくなった。


    　まったくもってわけがわからん。


    　そんな出来事を通して俺はどうなったのかというと、いろんな物事から逃げて何もできなくなる人生ってやだなーなんてちょっとは思うようになりましたとさ。まあ外歩くとき死角にびくびくすることもあるんだが、とはいえ少しは心境の変化はあったわけだ。でなければこんな狭い場所に自ら足を運んで人を待っていたりはしないからな。さすがに井波を尋たずねて三千里歩き回ったりするほどアグレッシブにはなれないが。


    　それはいいとして、とにかく俺は納得がいかんのだ。そりゃそうだろう。理不尽なまでに振り回された挙句、何の説明もなしにいなくなるって何事だ。お前が部活に誘っておいて部活に来なくなるってどういうことだ。丸投げは許さない。俺は丸投げは許さないぞ。井波が来たらガツンと言ってやる。こらーって言ってやる。俺はいざというときにびしっと言う男だからな。このままでは済まさんぞ。こうなったらすべてを解明してやる。のらりくらりとかわされようが、このオカリナ部があればがっしり食いついていけるからな。俺の戦いは今始まったばかりだ。でもなぜだろうか。そのセリフは何となくこのまま終わってしまいそうな展開。まあそうか。やっぱり待っているだけじゃダメかなあ。


    「……ん？」


    　かちゃり、と。


    　今何か音がしたような。


    「……まさか！」


    　慌てて扉のほうへ振り向く。


    「あれ？　エビマヨ先輩ですか。やっぱり井波先輩来てませんよねえ？」


    「……」


    　扉の前でぽんと立っている藤村相手に、俺は今どんな表情になっているのだろうか。たぶんだけど、引きつってる。


    「エビマヨ先輩、すいませんけどお先に失礼しますね」


    「はよ帰れ」


    「ええ？　な、何でちょっと冷たいんですか？」


    　藤村を追い払い、俺は再び一人ぽつんと席に座る。


    「あーやることねえなあ。何もやることねえなあ。ホントびっくりする程やることねえなあ」


    「ヒマそうだねーエビマヨ君」


    　え。


    　今のは。


    「……何で？　え？　いつの間に？」


    　ちっこい子が立っていた。


    　にこやか笑顔に、やっぱり小さい。


    　うん。見事に想像どおりだ。


    「エビマヨ君ずっと部室にいたんだ。えらいえらい！」


    「あ、うん……いや、そうじゃなくて、えーと、あれ？　何だっけ？　ほら、うーん……あ、そうだ！　こらー！　だっけ？　あってる？」


    「さあ？」


    「いや違うよ！　そうじゃなくて！　今までどこに行ってたんだ井波！」


    「ちょっと報告にね。でも思った以上に時間がかかっちゃったなあ」


    「報告？　誰だれに？　何を？」


    「まあそれはいいとして」


    「いいの？　いいのか？」


    「あのさあエビマヨ君」


    「な、何？」


    「人は、誰しも見えない敵と戦っているんだよ」


    「何で？　何で唐突にいい感じに纏まとめようとしたの？」


    「だってほら、エビマヨ君随分とヒマそうにしてるから」


    「いやまあ確かにヒマだったけど」


    「何かやることないの？」


    「部活やろうと思ってたんだよ。ほら、部活がないと毎日ヒマでな」


    「へー。ふーん。んっふふーん」


    「……何だよ」


    「何だか前より部活に熱心ですねーと思いまして」


    「あ、いやほら、たまには健康のために一いつ升しよう瓶びんを振り回さないとな、うん」


    「えー？　ま、いっか。じゃー早速部活を始めよっか」


    「ああ、そうだな。あの二人も呼んで……その前にちょっといいか？」


    「ん？　何？」


    「結局さあ、死角って何なの？」


    「死角って怖いよねー」


    「いやいや、じゃなくてホントに。死角って何なんだよ」


    「んーそだなあ。想定外の存在かな？」


    「想定外？」


    「それにエビマヨ君もそうだね」


    「俺も？」


    「じゃまずはのりりん呼ぼっか。もう帰っちゃったかな？」


    「え？　何？　余計わけがわからなくなったんだが。想定外って？　俺はいったい何なの？」


    「エビマヨ君はエビマヨ君だよ。のりりん呼べば中なか島じま君も一緒に来るよね」


    「俺は俺？　いや、でも少佐は別に来なくていいんだけど。いやそんなことより……」


    「大丈夫だって。エビマヨ君もいつか死角マニアになれるから」


    「いや別にそんなの目指してないんだが……」


    「じゃ死角マスターでいっか。目指せ死角マスター！」


    「……そうだな。やっぱそうだよな。結局こうなるんだよなあ」


    「そんなわけで、みんな集まったら会議始めるよー」


    「へ？　会議？　議題は？」


    「エビマヨ君をみんなで同時に殴ったら同時に条件が思い浮かぶのか試そうのコーナー！」


    「……会議じゃなくね？」


    「安心してエビマヨ君。もちろん凶器は何でもアリアリルールだから！」


    「さて今日はもう素早く帰ってネットでもやるか。うん、そうだそうしよう」


    「ちなみに逃げ出した場合は丸ごと一本ロウソク垂らしの刑になりまーす。よかったねーエビマヨ君！」


    　いやいや、もう笑うしかないなこれは。

  


  
    　あとがき


    



    　初めまして、原田源五郎と申します。この度は「今日もオカリナを吹く予定はない」を手に取って頂きありがとうございます。


    　やたらと長いタイトル名ですが、このタイトルをぱっと見たときに読者の方々は果たしてどのような内容を想像したのでしょうか。もしオカリナがとんでもなく好きで、一日中オカリナを吹いているという方がいたら大変申し訳ありません。残念ながらこの作品にオカリナは一切出てきません。何でこのタイトルにしたのか自分でもわかりません。


    　タイトルは大事だという話はよく聞くのですが、何となくこれでいいかと最初に決めてから、ずっと変わらずここまで来るとは思っていませんでした。今でもこのタイトルを見る度に心配です。どんな内容なのかわかるのかなあと。


    　では具体的にどういう話なのかと聞かれたら、どうにも一言では言いにくかったりします。話の流れとしては、主人公は特殊な能力があると言われて、未知の存在との戦いに巻き込まれるといった、ジャンルでいうなら学園異能バトルのようなものだと思います。


    　しかしそうはいっても、あまりちゃんと戦いません。ものすごい悪そうな顔して世界征服を企たくらむ人とか出てきません。ひょっとするとこの作品は、学園異能バトルに対するアンチテーゼなのかもしれません。いやよくわかりません。ただ単にアンチテーゼって言いたかっただけです。


    　そんなわけで、肩ひじ張った真剣なバトルは展開されません。ものすごくゆるーい感じになっています。ちょっとずれた会話のやり取りや、キャラクターの弾け具合を楽しんでもらえたら嬉しいです。


    　結局なんだかよくわからないような説明になってしまいました。ストーリーの方も、この巻だけだといろいろと謎を残したままだったりするのですが、それが次の巻を出すための作戦だったりもします。一応この先何も考えてないというわけではないです。


    　それではこの辺で謝辞を。


    　作品の直し、構成などを丁寧に指導してくださった担当の星野様、ありがとうございました。打ち合わせの最中、一切メモを取らないですいませんでした。今後気をつけます。


    　素敵なイラストを描いてくださったx6suke様、ありがとうございました。もっとこうしてください、あ、やっぱり元のほうがよかったかも……みたいなお願いをしてすいませんでした。本当に気をつけます。


    　最後にこの本を読んでくださった読者の方々、本当にありがとうございました。読者の皆様が笑って楽しめるような作品を作れるよう、邁進していきたいと思います。


    



    
      原田源五郎　　　　

    

  


  
    原田源五郎


    Gengoro Harada


    



    １９７９年生まれ。埼玉県在住。コントや漫才が好き。テレビはあまり見ない。ＤＶＤを買って見る。レンタルはしない。絶対しない。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    今日もオカリナを吹く予定はない
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